
〈
資

料
〉聞

き
書
き

福
田
康
夫
元
総
理
「
中
東
」
関
係
回
想
録

認
識
と
政
策

Ⅰ

解

説

シ
ナ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ン
ト

は
じ
め
に

一

丸
善
石
油
へ
の
就
職

二

石
油
危
機
を
前
に
中
東
を
訪
問

三

石
油
危
機
時
の
活
躍

四

政
治
の
世
界
へ
：
父
の
中
東
訪
問
補
佐
役
時
代
と
首
相
時
代
に
お
け
る
中
東

五

民
間
外
交
：
日
本
・
中
東
関
係
に
お
け
る
民
間
人
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
解
説
者
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
）
が
現
在
従
事
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
戦
後
日
本
の
「
中
東
」
に
対
す
る
認
識
と
外
交

政
策

資
源
保
障
論
を
超
え
て
」
の
た
め
に
、
戦
後
日
本
の
中
東
政
策
の
主
要
な
担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た
福
田
康
夫
元
総
理
大
臣

か
ら
聞
き
取
り
を
し
た
も
の
と
、
そ
れ
に
対
す
る
解
説
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
民
間
」
と
「
政
治
」
と
の
協
力
に
焦
点

を
当
て
、
戦
後
日
本
外
交
に
お
け
る
中
東
の
位
置
づ
け
と
認
識
、
そ
の
政
策
を
考
察
す
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
福
田
康
夫
氏
は
、
父
赳
夫
氏
の
首
相
秘
書
官
と
な
り
、
第
二
次
森
喜
朗
内
閣
、
第
一
次
・
第
二
次
小

泉
純
一
郎
内
閣
と
、
一
二
八
九
日
間
の
長
き
に
わ
た
り
内
閣
官
房
長
官
を
務
め
、
ま
た
初
め
て
親
子
二
代
で
首
相
に
就
任
し
た
政
治
家

で
あ
る
。
元
来
、
康
夫
氏
は
二
世
と
し
て
政
治
家
に
な
る
運
命
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
そ
れ
も
石
油
会
社
の
中

堅
と
し
て
働
い
て
い
た
。
一
七
年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
過
ご
し
た
時
、
父
・
福
田
赳
夫
氏
の
後
継
者
と
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て

い
た
弟
征
夫
氏
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
突
然
政
治
家
へ
転
身
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
(1
)

っ
た
。
石
油
会
社
勤
務
の
経
験
が
長
か
っ
た

た
め
、
戦
後
の
歴
代
首
相
の
中
で
、「
民
」
と
「
政
」
の
狭
間
に
お
け
る
中
東
政
策
を
も
っ
と
も
意
識
・
知
悉
す
る
政
治
家
の
一
人
だ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
福
田
康
夫
と
い
う
政
治
家
の
持
ち
味
は
、
正
に
こ
の
点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
戦
後
日
本
の
対
中
東
認

識
・
政
策
を
取
り
上
げ
る
際
に
、
彼
へ
の
聞
き
取
り
は
重
要
か
つ
必
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
福
田
康
夫
氏
自
身
の
回
想
録
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
中
東
に
関
す
る
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
福
田
回
想
録
と
言
え
る
も
の
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
関
係
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
(2
)

外
交
、
消
費
者
庁
の
立
ち
上
げ
(3
)

過
程
、

日
本
の
人
口
減
少
問
題
と
関
連
す
る
長
期
国
家
ビ
ジ
(4
)

ョ
ン
、
日
本
の
内
外
政
策
の
最
高
決
定
者
に
関
連
す
る
文
書
の
(5
)

扱
い
に
関
す
る
も

の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
中
東
に
つ
い
て
の
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
三
点
あ
る
。
一
つ
は
、『
季
刊
ア

ラ
ブ
』
に
載
せ
ら
れ
た
、
福
田
元
総
理
と
ア
ラ
ブ
協
会
会
長
の
森
川
桂
造
と
の
間
の
中
東
に
関
す
る
ᷮ
か
四
頁
の
短
い
(6
)

対
談
で
あ
る
。
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二
つ
目
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
二
〇
〇
三
年
三
月
か
ら
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
日
本
政
府
の
支
持
表
明
の
経
緯
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て

の
講
演
会
記
録
で
(7
)

あ
る
。
三
つ
目
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、
そ
し
て
国
内
外
政
治
へ
の
そ
の
影
響
(8
)

な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ

た
聞
き
書
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
聞
き
書
き
は
、
福
田
康
夫
元
総
理
の
中
東
に
関
す
る
回
想
録
と
し
て
本
格
的
か
つ
も
っ
と
も
詳
し
い
も
の
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
は
、
福
田
氏
が
中
東
を
如
何
に
理
解
し
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
黎
明
期
の
対
中
東
政
策
に
民
間
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で

か
か
わ
っ
た
か
、
ま
た
政
治
家
に
な
っ
て
か
ら
日
本
の
中
東
政
策
決
定
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
中
東
世
界
と
如
何
に

付
き
合
っ
た
か
に
つ
い
て
、
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
経
緯
と
、
三
回
に
分
け
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
記
録
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
た
か
に
つ
い

て
、
説
明
し
て
お
き
た
い
。
一
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
二
〇
一
八
年
四
月
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
中
東
政

策
・
認
識
に
つ
い
て
の
面
会
を
書
簡
に
て
福
田
氏
に
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
一
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
先
立
ち
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、
福
田
氏
が
政
界
入
り
す
る
前
の
経
験
や
知
識
を
中
心
と
し
、
課
題
ご
と
に
質
問
票
を
作
っ
て
事
前
に
福
田
事
務
所

に
送
信
し
た
。

一
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
終
了
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
二
回
目
の
面
会
を
福
田
氏
に
依
頼
し
た
。
冷
戦
期
の
中
東
に
関
す
る
新

し
い
質
問
事
項
を
作
成
し
、
一
回
目
同
様
、
前
も
っ
て
福
田
氏
に
新
し
い
質
問
事
項
を
送
信
し
、
二
回
目
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

三
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
聞
い
て
き
た
冷
戦
期
と
違
う
、
む
し
ろ
福
田
氏
が
官
房
長
官
と
首
相
に
在
任
し
た
二
〇
〇

〇
年
代
の
日
本
と
中
東
と
の
関
係
を
中
心
に
行
っ
た
。
こ
う
し
て
三
回
に
分
け
て
行
っ
た
福
田
氏
の
聞
き
書
き
を
、
本
稿
の
最
後
に
添

付
し
た
課
題
ご
と
の
質
問
事
項
の
流
れ
に
沿
っ
て
統
合
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
統
合
は
、
二
、
三
回
目
の
面
会
に
備
え
て
行
っ
た
調
査
・
研
究
の
結
果
、
新
し
く
発
見
し
た
こ
と
を
質
問
事

項
と
し
て
福
田
氏
に
改
め
て
伺
い
、
確
認
を
取
れ
た
話
を
適
宜
後
か
ら
一
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
文
の
中
に
入
れ
込
む
こ
と
に
よ
っ
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て
行
っ
た
。
当
初
、
三
回
分
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
そ
の
前
の
回
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
細
か
い
字
句
修
正
も
含
め
て
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
読
者
に
は
極
め
て
読
み
に
く
く
な
る
と
判
断
し
、

第
一
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
元
に
統
合
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
内
容
の
正
確
さ
と
統
一
性
を
損
な
わ
ず
、
一
つ

の
流
れ
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
三
回
分
を
統
合
し
た
後
で
、
原
稿
の
最
終
版
が
出
来
る
前
に

福
田
元
総
理
に
確
認
を
取
り
、
必
要
な
訂
正
の
御
指
摘
を
頂
い
た
。
福
田
元
総
理
自
身
に
よ
る
訂
正
は
、
そ
れ
自
体
も
本
人
の
発
言
と

捉
え
、
忠
実
に
反
映
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
本
文
の
中
の
福
田
元
総
理
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
特
に
指
摘
が
な
い
限
り
、
表
現
も
情
報
も
原
則
的
に
修

正
せ
ず
、
口
語
的
な
も
の
も
そ
の
ま
ま
に
(9
)

し
た
。

一

丸
善
石
油
へ
の
就
職

一
九
三
六
年
七
月
、
東
京
府
東
京
市
に
生
ま
れ
た
福
田
康
夫
は
、
一
九
五
九
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科

を
卒
業
し
、
大
阪
に
本
社
を
置
く
丸
善
石
油
株
式
会
社
（
現
：
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
就
職
し
た
。
石
油
会
社
に
入
っ
た
福
田
と
中
東
と
の
関
係
が
、
こ
の
時
始
ま
っ
た
。
戦
後
日
本
の
独
立
回
復
七
年
後
に
福
田
が

石
油
会
社
に
勤
務
し
た
き
っ
か
け
は
、
そ
の
個
人
的
な
歴
史
観
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
福
田
は
、
日
本
が
米
国
に
宣
戦

し
世
界
大
戦
を
戦
っ
た
一
番
の
原
因
は
、
石
油
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
即
ち
、
当
時
の
日
本
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
石
油
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
確
保
が
必
須
条
件
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
は
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
を
侵
略
し
、
日
本
へ
の
石
油
の
供
給
を
遮
っ
た
米
国

と
戦
っ
た
と
い
う
解
釈
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
認
識
を
持
つ
福
田
は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
石
油
に
対
す
る
思
い
入

れ
が
非
常
に
強
く
、
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
だ
と
確
信
し
た
か
ら
こ
そ
、
石
油
会
社
に
入
社
し
た
と
い
う
。
当
時
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界

の
中
で
活
発
且
つ
積
極
的
に
活
躍
し
た
石
油
企
業
が
丸
善
で
あ
っ
た
と
、
今
回
の
聞
き
書
き
に
お
い
て
回
想
し
て
い
る
。

立教法学 第 100 号（2019)

56



福
田
は
入
社
当
初
、
丸
善
石
油
株
式
会
社
の
販
売
計
画
を
担
当
す
る
部
門
で
働
き
、
一
九
六
二
年
三
月
か
ら
二
年
間
、
同
社
の
東
京

本
部
か
ら
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
に
あ
る
支
店
に
赴
任
し
た
。
一
九
六
四
年
、
帰
国
後
に
石
油
製
品
の
輸
入
課
長
を
務
め
、
石
油
の
価

格
・
量
の
動
向
の
予
測
・
判
断
、
産
地
国
か
ら
の
石
油
調
達
の
輸
入
業
務
な
ど
を
行
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
石
油
を
通
じ
て
中

東
に
出
会
い
、
中
東
の
人
や
文
化
に
触
れ
た
福
田
は
、
当
時
の
日
本
社
会
に
と
っ
て
距
離
的
に
遠
く
歴
史
的
な
接
点
も
少
な
い
中
東
諸

国
に
つ
い
て
、
当
時
と
し
て
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
同
社
の
石
油
調
達
部
門
で
第
一
次
石
油
危
機
を
経
験
し
た
福
田
は
、
こ
の
危
機

を
戦
後
日
本
史
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

二

石
油
危
機
を
前
に
中
東
を
訪
問

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
の
第
一
次
石
油
危
機
が
戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
に
終
止
符
を
打
(10
)

っ
た
。
日
本
経
済
は
好

況
か
ら
不
況
に
転
じ
、
戦
後
最
大
の
不
景
気
を
経
験
し
た
。
翌
年
の
一
九
七
四
年
、
実
質
経
済
成
長
率
は
戦
後
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
、
各
企
業
も
減
量
経
営
に
よ
っ
て
そ
の
体
質
を
改
善
し
よ
う
と
(11
)

し
た
。
石
油
危
機
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
と
冷
戦
に
よ
り
中
東
で

政
治
的
緊
張
が
高
ま
る
中
、
中
東
産
油
国
が
政
治
的
・
経
済
的
要
求
を
国
際
石
油
資
本
（
メ
ジ
ャ
ー
）
に
押
し
付
け
る
た
め
に
、
石
油

を
本
格
的
に
武
器
と
し
て
使
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

実
際
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
イ
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
中
東
産
油
国
は
、
国
際
石
油
資
本
、
い
わ
ゆ
る
メ
ジ
(12
)

ャ
ー
に
対
す
る

自
国
の
天
然
資
源
の
国
有
化
と
公
示
価
格
値
上
げ
を
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
努
力
が
本
格
的
に
実
る
に
は
一
九
六
〇
年
の

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と
、
そ
れ
に
続
く
ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
設
立
を
待
た
ざ
る
を
得
な
か
(13
)

っ
た
。

一
九
七
〇
年
一
二
月
に
カ
ラ
カ
ス
で
開
か
れ
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
第
二
一
回
の
総
会
に
お
け
る
決
議
に
基
づ
い
て
、
一
九
七
一
年
二
月
に
テ

ヘ
ラ
ン
で
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
六
か
国
と
一
五
社
の
石
油
会
社
と
の
間
で
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
が
結
ば
れ
、
所
得
税
率
と
原
油
公
示
価
格
の
五
年

間
の
引
き
上
げ
が
規
定
さ
(14
)

れ
た
。
さ
ら
に
リ
ビ
ア
は
再
び
メ
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
更
な
る
引
き
上
げ
を
要
求
し
、
同
年
四
月
に
国
際
石
油
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会
社
と
新
た
な
交
渉
を
開
始
し
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
の
影
響
を
受
け
、
新
し
い
要
求
を
出
し
た
カ
ダ
フ
ィ
の
リ
ビ
ア
は
、
新
条
件
で
外

国
の
石
油
会
社
と
ト
リ
ポ
リ
協
定
を
締
結
(15
)

し
た
。
一
方
、
一
九
七
二
年
一
二
月
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア
ブ
ダ
ビ
の
二
か
国
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
と
国
際
石
油
資
本
と
の
間
の
交
渉
を
経
て
、
石
油
採
掘
事
業
参
加
そ
の
も
の
を
産
油
国
側
へ
委
譲
す
る
こ
と
で
合
意
(16
)

し
た
。
同
協
定

に
よ
り
当
初
二
五
％
の
産
油
国
の
事
業
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
徐
々
に
産
油
国
側
の
事
業
参
加
の
比
率
が
高
ま
り
、
一
九
八

二
年
に
は
五
一
％
の
参
加
比
率
が
決
め
ら
(17
)

れ
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
協
定
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
中
東
の
産
油
国
に
不
利
で
あ
っ
た
国
際
石
油
市
場
が
変
質
し
、
産
油
国
は
自
分
の
意
思

を
価
格
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
東
地
域
が
国
際
市
場
に
石
油
の
供
給
地
と
し
て
浮
上
し
た
一
九
三
〇
年
代
以
降
で
初
め

て
、
現
地
の
産
油
諸
国
は
、
メ
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
、
自
国
資
源
に
対
す
る
主
権
を
回
復
し
、

経
営
・
収
益
・
事
業
（
＝
資
本
）
に
参
加
す
る
こ
と
を
現
実
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

福
田
は
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
黎
明
期
の
中
東
を
知
る
数
少
な
い
日
本
人
の
一
人
で
あ
る
。
大
学
卒
業
直
後
か
ら
、
一
七
年
間
も
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
業
界
で
働
き
、
一
民
間
人
と
し
て
石
油
を
通
じ
て
中
東
を
理
解
し
て
い
た
。

日
本
の
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら
石
油
に
変
わ
っ
た
当
初
か
ら
石
油
業
界
で
活
躍
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
イ
シ
ュ
ー
を
知
悉
す

る
福
田
は
、
第
一
次
石
油
危
機
が
起
き
る
前
か
ら
中
東
へ
の
知
識
を
有
し
、
実
際
に
一
九
七
二
年
中
東
の
地
に
足
も
運
ん
で
い
る
。
当

時
丸
善
石
油
の
調
達
部
門
に
い
た
福
田
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ブ
ダ
ビ
、
イ
ラ
ン
な
ど
の
中
東
産
油
国
に
、
石
油
供
給
に
関
す
る

調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
か
ら
石
油
が
不
足
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機

意
識
を
も
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
国
際
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
秩
序
を
主
導
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家
の
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
石
油
会
社
の
関
係
者
と
も
、
意
見
交
換
や
事
業
交
渉
を
行
う
経
験
を
積
ん
だ
と
い
う
。
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三

石
油
危
機
時
の
活
躍

さ
て
、
メ
ジ
ャ
ー
と
中
東
産
油
国
と
の
「
石
油
戦
争
」
に
引
き
続
き
、
ア
ラ
ブ
中
東
国
で
非
産
油
国
の
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
の
両
軍

は
、
第
三
次
中
東
戦
争
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
奪
わ
れ
た
領
土
の
回
復
を
目
的
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
軍
事
・
政
治
攻
撃
を
開
始
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
れ
ま
で
メ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
安
全
で
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い

た
石
油
の
供
給
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
非
友
好
国
と
し
て
扱
わ
れ
、
石
油

供
給
削
減
に
直
面
し
た
日
本
は
、
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
以
降
、
中
東
諸
国
と
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
取
引
を
直
接
に
行
う
よ
う
に
な
り
、

中
東
に
対
す
る
認
識
・
政
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
ま
で
中
東
に
対
す
る
理
解
度
が
低
く
、
外
交
政
策
に
お
け
る

分
析
も
浅
か
っ
た
日
本
は
、
石
油
危
機
に
お
い
て
独
自
に
「
ア
ラ
ブ
寄
り
」
と
言
わ
れ
る
外
交
政
策
を
取
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
同
年

一
一
月
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
地
か
ら
の
全
面
撤
退
を
呼
び
か
け
て
中
東
政
策
の
積
極
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
二
階
堂
官
房
長
官
談

話
、
一
二
月
の
副
首
相
の
三
木
武
夫
を
団
長
と
す
る
外
交
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
東
諸
国
へ
の
(18
)

派
遣
、
さ
ら
に
国
際
赤
十
字
の
要
請
に
応
え

て
行
っ
た
エ
ジ
プ
ト
軍
負
傷
兵
救
援
の
た
め
の
献
金
な
ど
で
(19
)

あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
外
交
を
経
て
短
期
間
の
内
に
友
好
国
と
し
て
認

め
ら
れ
た
日
本
に
は
、
石
油
が
正
常
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

元
来
、
日
本
は
第
一
次
石
油
危
機
前
後
に
石
油
の
九
五
％
以
上
を
海
外
か
ら
輸
入
し
、
そ
の
約
八
〇
％
が
イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
い
っ
た
中
東
諸
国
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
面
で
は
外
国
、
特
に
中
東
に
対
す
る
依
存

度
が
高
か
(20
)

っ
た
。
当
時
中
東
産
油
国
に
対
す
る
日
本
の
依
存
は
、
他
の
先
進
工
業
国
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
の
で
(21
)

あ
る
。

当
時
の
日
本
の
中
東
に
対
す
る
政
策
や
認
識
に
お
い
て
、
中
東
へ
の
依
存
性
よ
り
、
石
油
を
調
達
す
る
メ
ジ
ャ
ー
へ
の
依
存
心
の
方

が
強
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。「
メ
ジ
ャ
ー
に
お
金
さ
え
出
せ
ば
石
油
が
入
っ
て
く
る
」
と
い
う
意
識
が
、
一
九
七
三
年
の
石
油

危
機
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
政
・
官
・
財
に
共
通
の
意
識
で
あ
(22
)

っ
た
。
し
か
し
、
中
東
産
油
諸
国
と
メ
ジ
ャ
ー
と
の
間
の
利
権
問
題
に
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巻
き
込
ま
れ
た
日
本
は
、
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
欠
如
を
戦
後
初
め
て
実
感
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
メ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
輸
入
し
た

石
油
に
依
存
し
て
き
た
経
済
発
展
が
停
滞
す
る
危
機
に
直
面
し
た
日
本
は
、
メ
ジ
ャ
ー
と
産
油
国
と
の
間
の
利
権
問
題
を
自
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
と
し
て
外
交
の
最
優
先
課
題
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
、
真
正
面
か
ら
同
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
専
門
の
会
社
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
間
団
体
か
ら
政
治
家
ま
で
様
々
な
分
野
の
人
・
組
織
が
全
力
を
発
揮

し
、
石
油
危
機
を
乗
り
越
え
る
よ
う
に
積
極
的
に
努
め
た
。

丸
善
石
油
の
社
員
で
あ
っ
た
福
田
も
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
福
田
は
一
九
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
時
に
原
油
調
達
の
た
め
ソ

連
に
行
き
、
ソ
連
の
輸
出
公
社
の
総
裁
と
一
対
一
で
値
段
交
渉
を
し
た
と
い
う
。
当
時
日
本
で
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
石
油
供
給
削
減
政
策

を
実
施
し
た
結
果
、
輸
入
量
が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
生
じ
て
い
た
。
丸
善
石
油
の
代
表
と
し
て
ソ
連
に
原
油
調
達

交
渉
に
当
た
っ
た
福
田
は
、
値
段
が
日
々
に
上
が
っ
て
い
く
中
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
倍
程
度
の
値
段
で
、
ソ
連
の
公
社

か
ら
の
調
達
に
成
功
し
、
そ
れ
が
結
果
的
に
大
変
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
後
に
振
り
返
っ
て
(23
)

い
る
。

四

政
治
の
世
界
へ
：
父
の
中
東
訪
問
補
佐
役
時
代
と
首
相
時
代
に
お
け
る
中
東

福
田
康
夫
は
一
七
年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
丸
善
石
油
に
勤
務
し
た
後
、
一
九
七
六
年
一
一
月
に
同
社
を
退
き
、
父
で
あ
る
衆
議

院
議
員
福
田
赳
夫
の
秘
書
と
な
っ
た
。
翌
年
一
二
月
か
ら
一
年
間
は
、
そ
の
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
経
済
・
内
外
政
策
に
間
接
的
に
関
わ
り
始
め
た
。

大
蔵
省
官
僚
で
あ
っ
た
父
福
田
赳
夫
は
、
一
九
四
八
年
の
昭
電
疑
獄
事
件
に
関
わ
っ
た
の
を
機
に
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
退
官
し
、

し
ば
ら
く
浪
人
の
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
家
族
や
同
級
生
に
刺
激
を
受
け
、
地
盤
も
な
い
ま
ま
政
界
進
出
を
決
め
た
と
回
想
し
て

(24
)

い
る
。
一
九
五
二
年
一
〇
月
の
第
二
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
群
馬
三
区
か
ら
無
所
属
で
立
候
補
・
当
選
し
、
四
七
歳
で
衆
議
院
議

員
と
な
っ
た
。
政
界
に
入
っ
て
か
ら
は
岸
信
介
と
行
動
を
共
に
し
、
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
岸
総
裁
の
下
で
自
民
党
幹
事
長
を
務
め
、
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同
年
六
月
第
二
次
岸
改
造
内
閣
に
入
閣
し
た
。
岸
は
若
手
政
治
家
と
し
て
の
福
田
赳
夫
を
大
切
に
育
て
よ
う
と
し
、
安
保
改
定
を
仕
上

げ
る
た
め
の
岸
政
権
最
後
の
内
閣
人
事
改
造
で
も
あ
る
「
五
九
・
六
人
事
」
に
農
林
大
臣
と
し
て
福
田
を
入
閣
さ
せ
た
の
で
(25
)

あ
る
。
岸

は
も
っ
と
も
信
頼
・
重
用
し
た
側
近
の
一
人
、
い
わ
ゆ
る
「
一
番
の
ブ
レ
ー
ン
」
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
福
田
を
定
義

し
、
特
に
そ
の
政
策
的
な
考
え
が
素
晴
ら
し
い
と
評
価
し
て
(26
)

い
た
。
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
福
田

赳
夫
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
の
は
、
間
違
い
な
く
一
九
七
六
年
一
二
月
か
ら
二
年
間
首
相
を
つ
と
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
福
田
赳
夫

は
、
現
役
の
総
理
大
臣
と
し
て
は
最
初
に
中
東
を
正
式
に
訪
問
し
た
。
一
九
七
八
年
九
月
五
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
中
東
訪
問
に
お
い

て
イ
ラ
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
歴
訪
(27
)

し
た
。

こ
う
し
た
福
田
赳
夫
の
議
員
引
退
ま
で
の
一
四
年
間
を
そ
の
傍
で
支
え
た
の
は
、
石
油
会
社
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
を
積
ん
だ
息
子
の

康
夫
で
あ
っ
た
。
実
際
に
丸
善
石
油
を
辞
め
る
直
前
か
ら
、
父
の
政
治
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
と
い
う
。
父
の
下
で
国
内
外
政
治
・

経
済
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
政
界
入
り
の
準
備
を
し
つ
つ
、
康
夫
は
一
九
七
八
年
九
月
の
父
の
中
東
訪
問
に
同
行
は
し
な
か
っ
た
が
そ

の
準
備
に
参
画
し
、
石
油
会
社
で
重
ね
た
中
東
に
関
す
る
経
験
を
活
か
し
て
い
る
。

福
田
康
夫
は
、
議
員
に
な
る
前
、
首
相
秘
書
官
と
し
て
、
日
中
平
和
友
好
条
約
へ
向
け
た
中
国
、
ア
メ
リ
カ
と
の
舞
台
裏
交
渉
、
さ

ら
に
日
本
外
交
の
多
角
化
を
目
指
し
た
「
全
方
位
平
和
外
交
」
の
一
環
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
外
交
に
も
関
与
(28
)

し
た
。
父
の
下
で
経
験
を

積
ん
だ
康
夫
は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
父
の
引
退
と
共
に
、
群
馬
三
区
か
ら
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
て
初
当
選
し
、
そ
の

後
五
回
連
続
当
選
し
た
。
当
選
一
回
生
と
し
て
行
っ
た
国
際
活
動
の
一
つ
は
、
湾
岸
戦
争
直
後
に
機
雷
除
去
の
た
め
に
中
東
に
派
遣
さ

れ
た
日
本
の
掃
海
艇
の
自
衛
隊
員
を
、
現
地
で
激
励
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
聞
き
取
り
で
具
体
的
に
語
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
後
福
田
は
、
外
務
政
務
次
官
（
一
九
九
五
年
）、
自
民
党
外
交
部
会
長
（
一
九
九
五
年
）、
同
副
幹
事
長
（
一
九
九
七
年
）、
自
民
党

政
務
調
査
会
副
会
長
（
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
第
二
次
森
喜
朗
内
閣
の
官
房
長
官
に
就
い
た
。
二
〇
〇
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一
年
四
月
に
組
閣
さ
れ
た
第
一
次
小
泉
純
一
郎
内
閣
で
も
、
引
き
続
き
官
房
長
官
に
就
任
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
福
田
康
夫
は
、

二
〇
〇
四
年
五
月
の
辞
任
ま
で
三
年
七
ヶ
月
（
総
計
一
二
八
九
日
）
官
房
長
官
に
在
任
し
、
戦
後
の
日
本
政
界
で
歴
代
官
房
長
官
の
中

で
二
番
目
に
長
く
在
任
し
た
政
治
家
で
(29
)

あ
る
。

二
〇
〇
七
年
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
安
倍
晋
三
率
い
る
自
民
党
が
敗
北
し
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
安
倍
首
相
が
同
年
九
月
一
二

日
に
突
然
辞
意
を
表
明
し
た
。
福
田
康
夫
は
そ
の
後
継
者
と
し
て
総
裁
選
挙
に
出
馬
し
、
麻
生
太
郎
前
自
民
党
幹
事
長
を
破
っ
て
、
同

月
に
自
民
党
第
二
二
代
の
総
裁
に
な
り
、
続
い
て
同
月
二
五
日
に
第
九
一
代
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
(30
)

し
た
。
福
田
康
夫
が
首
相
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
政
史
上
初
め
て
親
子
二
代
の
首
相
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

父
・
福
田
赳
夫
の
地
盤
・
人
脈
を
引
き
継
い
だ
康
夫
は
、
岸
信
介
元
総
理
の
後
継
派
閥
の
清
和
会
の
指
導
者
だ
っ
た
た
め
、
政
治
家

と
し
て
の
中
東
と
の
付
き
合
い
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
現
実
主

義
的
な
資
源
論
者
で
あ
り
、
政
策
重
視
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。

福
田
康
夫
は
中
東
と
の
民
間
外
交
を
大
事
に
し
、
歴
代
首
相
の
中
で
初
め
て
首
相
自
ら
首
相
官
邸
で
民
間
企
業
の
契
約
署
名
式
に
立

ち
会
っ
た
政
治
家
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
七
日
に
コ
ス
モ
石
油
や
丸
紅
商
事
な
ど
が
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
契
約
を
締
結
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
(31
)

っ
た
。

福
田
は
、
首
相
時
代
、
中
東
諸
国
の
中
で
も
特
に
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
と
の
関
係
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
ア
ブ
ダ
ビ

首
長
国
は
、
福
田
政
権
当
時
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
の
日
本
に
と
っ
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
ぐ
第
二
位
の
原
油
調
達
国
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
福
田
は
、
日
本
国
首
相
と
し
て
ア
ブ
ダ
ビ
と
の
友
好
関
係
を
強
化
し
、
三
〇
億
ド
ル
を
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
国
営
石
油
会
社
に
融

資
す
る
事
業
に
乗
り
出
(32
)

し
た
。
石
油
危
機
時
に
石
油
業
界
の
現
場
で
原
油
の
安
定
的
な
供
給
の
必
要
性
を
肌
身
で
痛
感
し
た
福
田
は
、

首
相
に
就
任
し
て
か
ら
ア
ブ
ダ
ビ
と
原
油
確
保
に
向
け
て
の
関
係
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
福
田
が
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国

と
こ
う
し
た
原
油
供
給
の
安
定
化
を
固
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
背
景
に
は
、
父
赳
夫
以
来
の
ザ
イ
ー
ド
・
ビ
ン
＝
ス
ル
タ
ン
・
ア
ー
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ル
＝
ナ
ヒ
ヤ
ー
ン
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
の
首
長
で
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
初
代
大
統
領
）
や
そ
の
三
男
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
皇
太

子
と
の
個
人
的
な
関
係
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
聞
き
書
き
の
中
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
湾
岸
危
機
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
米
国
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
つ
い
て
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
が
勃
発
し

た
前
後
か
ら
自
衛
隊
の
中
東
派
遣
ま
で
の
政
策
決
定
経
緯
を
、
日
本
政
府
の
当
事
者
で
あ
っ
た
福
田
か
ら
直
接
に
話
を
聞
き
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
湾
岸
戦
争
当
時
、
福
田
康
夫
は
衆
議
院
議
員
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
周
辺
の
掃
海
作
業
の
た
め
に
中
東

に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
の
隊
員
た
ち
の
激
励
の
た
め
に
現
地
ま
で
行
き
、
当
時
激
し
く
批
判
さ
れ
た
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
に
つ
い
て
、

自
民
党
の
中
で
も
好
意
的
な
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
(33
)

っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
の
自
衛
隊
の
中
東
派
遣
が
合
憲
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
福
田
は
、
自
衛
隊
員
が
海
外
で
戦
闘
行
為
を
し
な
い
限
り
、
海
外
へ
の
派
遣
に
は
問

題
が
な
く
、
ま
た
、
戦
闘
相
手
が
国
で
は
な
く
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
国
家
間
の
争
い
で
あ
る
戦
争
行
為
は
な
か
っ
た
と
い
う

解
釈
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
福
田
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
と
憲
法
九
条
と
の
矛
盾
は
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
の

で
(34
)

あ
る
。

五

民
間
外
交
：
日
本
・
中
東
関
係
に
お
け
る
民
間
人
に
つ
い
て

民
間
外
交
に
お
け
る
「
民
間
人
」
と
は
、
何
か
。
民
間
人
は
、
国
家
の
正
式
外
交
主
体
で
あ
る
「
外
務
機
関
」、
つ
ま
り
「
官
」
と

協
力
し
て
行
動
を
共
に
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
官
・
政
と
公
共
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
も
対
外
交
流
・
交
渉
を
独
立
・
独
自
に
行
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
両
者
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
あ
る
い
は
対
立
が
生
じ
た
場
合
も
存
在
す
る
。
戦
後
対
中
東
外
交
に
関
し
て
は
、「
官
」
と

「
民
」
が
公
に
共
働
し
た
の
は
非
常
に
稀
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
政
」
と
「
民
」
は
正
式
の
場
で
は
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
裏
面
で

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。
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中
東
諸
国
と
の
外
交
を
考
え
る
際
、
今
回
の
福
田
元
総
理
か
ら
の
聞
き
取
り
に
お
い
て
言
及
が
な
さ
れ
た
、
田
中
清
玄
（
一
九
〇
六

～
一
九
九
三
）・
中
谷
武
世
（
一
八
九
八
～
一
九
九
〇
）・
山
下
太
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
七
）
ら
民
間
人
の
政
治
的
人
脈
を
無
視
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
中
東
に
は
伝
統
的
な
独
自
の
政
治
文
化
が
あ
り
、
非
公
式
の
人
間
関
係
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
外
交
交
渉
の
成
否
が
決
ま
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
の
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ス
ワ
ン
・
ハ

イ
・
ダ
ム
の
日
本
人
技
術
者
に
よ
る
建
設
の
試
み
に
、
中
谷
武
世
と
ナ
セ
ル
大
統
領
と
の
間
の
親
し
い
個
人
的
関
係
が
作
用
し
た
こ
と

は
、
そ
の
一
例
で
(35
)

あ
る
。
さ
ら
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
と
す
る
湾
岸
諸
国
の
政
治
・
社
会
制
度
に
お
い
て
、
宗
教
、
即
ち
イ
ス

ラ
ー
ム
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
ア
ラ
ブ
石
油
会
社
の
重
役
だ
っ
た
林
昂
（
一

九
一
六
～
二
〇
一
七
）
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
し
た
（
ム
ス
リ
ム
名
は
オ
マ
ル
-O
m
ar-）
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
サ
ウ
ジ
王
室
や
民
間
の

ア
ラ
ブ
人
の
心
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
た
。
林
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
駐
在
の
日
本
人
大
使
よ
り
も
王
室
に
対
し
て
顔
が
利
い
て
い
た
こ

と
は
、
サ
ウ
ジ
と
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
り
の
あ
る
冷
戦
期
の
日
本
人
の
間
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
話
で
(36
)

あ
る
。
そ
の
他
、
山
下
太

郎
と
同
じ
く
、
戦
後
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
に
あ
っ
て
日
本
と
中
東
を
結
ぶ
存
在
と
し
て
、
杉
本
茂
（
一
九
一
二
～
一
九
七
九
）
も
注

目
に
値
す
る
。

丸
善
石
油
の
副
社
長
で
あ
っ
た
杉
本
茂
は
、
田
中
清
玄
と
中
山
素
平
（
一
九
〇
六
～
二
〇
〇
五
）
ら
に
よ
る
日
本
自
主
原
油
開
発
油

田
確
保
計
画
に
基
(37
)

づ
き
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
で
石
油
権
益
を
獲
得
し
た
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
一
九
六
八
年
一
月
一

(38
)

七
日
に
日
本
で
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
株
式
会
社
を
三
間
安
市
（
一
九
〇
三
～
一
九
七
四
）
と
共
に
設
立
し
た
。
福
田
康
夫
は
、
こ
う
し
た
杉

本
茂
に
つ
い
て
、
今
回
の
聞
き
書
き
の
中
で
貴
重
な
発
言
を
残
し
、
彼
の
独
自
な
ビ
ジ
ネ
ス
思
想
は
自
分
が
丸
善
石
油
に
入
社
す
る
際

の
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
杉
本
に
関
し
て
、
バ
ル
カ
ン
政
治
家
と
称
さ
れ
る
元
首
相
の
三
木
武
夫
が
「
こ
せ
こ
せ

し
た
と
こ
ろ
が
少
し
も
な
い
、
器
量
の
大
き
い
人
物
だ
っ
た
」
と
語
る
(39
)

一
方
、
戦
後
日
本
の
金
融
界
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
中
山

素
平
は
「
異
色
の
財
界
人
で
し
た
〈
中
略
〉
経
済
人
と
し
て
卓
越
し
た
先
見
性
を
備
え
て
お
ら
れ
〈
中
略
〉
丸
善
石
油
を
辞
め
ら
れ
た
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時
、
こ
の
人
を
生
か
す
べ
き
だ
と
信
じ
て
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
に
推
薦
し
ま
し
た
が
、
彼
の
活
躍
、
功
績
は
大
変
な
物
で
し
た
」
と
振
り
返

っ
て
(40
)

い
る
。

杉
本
茂
は
日
本
の
石
油
業
界
で
多
く
の
人
に
信
頼
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
卓
越
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
上
記
の
様
に
、
政
界
の
み
な
ら
ず
ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
界
で
も
そ
の
人
物
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
山
素
平
に
よ
り

ア
ブ
ダ
ビ
石
油
権
益
獲
得
事
業
に
推
薦
さ
れ
た
杉
本
は
、
田
中
清
玄
と
共
に
こ
の
事
業
で
成
功
し
た
結
果
、
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
の
副
社
長

と
し
て
戦
後
日
本
の
石
油
業
界
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ア
ブ
ダ
ビ
石
油
の
設
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
か
ら
の
石
油
開
発
権
利
獲
得
に
は
、
田
中
清
玄
の
役
割
も
大
き
か
っ

た
。
田
中
と
ア
ブ
ダ
ビ
と
の
関
係
は
一
九
六
七
年
に
始
ま
り
、
田
中
は
カ
タ
ー
ル
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
よ
う
に
中
東
地
域
の
小
さ
い
産
油

国
の
首
脳
部
と
も
親
し
か
(41
)

っ
た
。
英
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
で
英
国
の
大
使
を
務
め
た
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ド
ル

ト
ン
か
ら
一
九
六
七
年
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
の
シ
ェ
イ
ク
・
ザ
ー
イ
ド
・
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
に
紹
介
さ
れ
た
田
中
は
、
一
九
六
〇
年
代
後

半
、
石
油
に
乏
し
い
日
本
へ
の
原
油
確
保
の
た
め
に
中
東
で
油
田
入
手
の
活
動
を
行
い
、
ザ
ー
イ
ド
首
長
と
油
田
開
発
権
を
獲
得
す
る

た
め
の
交
渉
を
始
め
た
。
田
中
が
最
初
の
本
格
的
な
交
渉
の
為
に
現
地
に
連
れ
て
行
っ
た
日
本
人
の
専
門
家
は
、
杉
本
茂
で
あ
(42
)

っ
た
。

戦
後
日
本
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
に
関
す
る
仕
事
を
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
田
中
は
、
そ
の
二
つ
の
分
野
で
全
力
を
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
国
た
る
日
本
の
復
興
・
発
展
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
社
会
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
(43
)

い
う
。

こ
う
し
た
田
中
の
果
た
し
た
役
割
に
対
し
て
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
福
田
の
言
動
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
杉
本

茂
や
後
述
す
る
中
谷
武
世
ほ
ど
、
評
価
は
高
く
な
か
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の

よ
う
に
福
田
康
夫
は
、
岸
派
を
受
け
継
い
だ
父
・
福
田
赳
夫
の
影
響
を
受
け
、
同
じ
政
治
色
の
あ
る
清
和
会
の
政
治
家
と
し
て
活
躍
し

た
。
そ
の
た
め
、
岸
や
そ
の
側
近
を
「
嫌
悪
し
て
い
る
」
と
明
ら
か
に
言
明
し
て
い
る
田
中
清
玄
と
は
あ
ま
り
接
点
が
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一
方
、
上
述
し
た
民
間
人
の
中
で
、
戦
後
の
対
中
東
政
策
に
お
い
て
も
っ
と
も
政
治
色
が
強
く
、
政
治
家
と
も
っ
と
も
密
接
な
関
係

を
有
し
て
い
た
の
は
、
間
違
い
な
く
中
谷
武
世
で
あ
る
。
中
谷
は
、
戦
後
、
改
進
党
・
日
本
民
主
党
系
か
ら
自
民
党
設
立
に
関
わ
り
、

日
本
ア
ラ
ブ
協
会
会
長
や
自
民
党
相
談
役
と
し
て
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
っ
た
。
そ
し
て
衆
議
院
議
員
を
一
期
経
験
し
た
に
過
ぎ
な
い

な
が
ら
も
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
け
た
。
彼
は
、
岸
信
介
、
中
曽
根
康
弘
、
福
田
赳
夫
、
三
木
武
夫
ら
の
政
治
家
と
親
し
く
付
き
合
う

一
方
で
、「
吉
田
路
線
」
や
田
中
角
栄
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
日
本
外
交
を
、
資
源
保
障
論
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
中
東
」
を
戦

後
日
本
外
交
の
軸
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
地
域
」
と
し
て
位
置
づ
け
、「
吉
田
路
線
」
と
は
異
な
る
日
本
外
交
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
。

中
谷
は
、
平
凡
社
を
創
立
し
た
下
中
弥
三
郎
（
一
八
七
八
～
一
九
六
一
）
や
当
時
若
手
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
中
曽
根
康
弘
と
一
九
五

七
年
中
東
を
訪
問
し
、
ク
ワ
ト
リ
・
シ
リ
ア
大
統
領
や
ナ
セ
ル
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
な
ど
の
ア
ラ
ブ
諸
国
首
脳
と
会
合
し
て
(44
)

い
る
。
中
谷

は
、
中
東
の
ア
ラ
ブ
民
族
運
動
、
特
に
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
問
題
に
協
力
す
る
こ
と
や
日
本
政
界
の
関
心
を
そ
こ
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
を

自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
(45
)

と
し
、
中
東
和
平
に
関
し
て
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
近
い
ア
メ
リ
カ
の
態
度
に
協
力
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
」
と
明
確

に
述
べ
て
(46
)

い
る
。

こ
う
し
た
中
谷
と
福
田
康
夫
と
の
関
係
は
、
父
福
田
赳
夫
を
通
じ
て
築
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
谷
を
高
く
評
価
す
る
福
田
康
夫

は
、
日
本
に
お
け
る
「
中
東
の
元
年
」
と
も
呼
称
す
べ
き
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
の
前
か
ら
中
谷
と
付
き
合
い
、
彼
の
こ
と

を
、
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
未
知
の
中
東
世
界
へ
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
く
れ
た
重
要
人
物
だ
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
福
田
康
夫
は
石
油
会
社
勤
務
の
原
体
験
に
基
づ
い
た
石
油
資
源
論
を
そ
の
一
つ
の
対
中
東
認
識
・
政
策
の
根
幹
と
し

つ
つ
、
そ
れ
故
に
、
中
東
と
の
関
係
に
お
け
る
民
間
人
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

戦
後
日
本
の
中
東
外
交
に
お
い
て
は
、
政
治
家
と
民
間
人
と
の
相
互
作
用
が
存
在
し
、
そ
れ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
日

本
外
交
の
中
に
中
東
を
位
置
付
け
る
際
に
は
、
従
来
の
中
東
研
究
で
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
制
度
的
な
外
交
ル
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
人
と
政
治
家
と
の
関
係
も
十
分
に
解
明
し
て
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
、
福
田
康
夫
の
今
回
の
回
想
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は
貴
重
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

付
記
：
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
解
説
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
特
別
奨
励
研
究
（
外
国
人
特
別
研
究
員
）
課
題
番
号
17F17011「
戦
後
日
本
の
『
中
東
』

に
対
す
る
認
識
と
外
交
政
策

資
源
保
障
論
を
超
え
て

」
の
成
果
で
あ
る
。

(1
）
御
厨
貴
『
政
治
の
眼
力

永
田
町
「
快
人
・
怪
物
」
列
伝
』
文
芸
春
秋
、
二
〇
一
五
、
二
〇
〇
頁
。

（
2
）
福
田
康
夫
「
国
民
交
流
の
深
化
が
拓
く
新
時
代
の
日
中
関
係
」『
月
刊

経
団
連
』
二
〇
一
二
年
四
月
、
三
〇
～
三
三
頁；

「
ア
ジ
ア
を
動
か
し
た
「
福
田
ド
ク
ト
リ

ン
」
の
三
〇
年
」『
ワ
セ
ダ
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
一
号
、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
研
究
機
構
、
二
〇
〇
七
、
一
八
～
二
三
頁
。

（
3
）
福
田
康
夫
「
福
田
康
夫
元
総
理

消
費
者
庁
立
ち
上
げ
を
語
る

福
田
康
夫
元
総
理
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

」
原
早
苗
・
木
村
茂
樹
（
編
）『
消
費
者
庁
・
消
費
者

委
員
会
創
設
に
込
め
た
想
い
』
商
事
法
務
、
二
〇
一
七
、
一
～
六
頁
。

（
4
）
福
田
康
夫
・
五
百
旗
頭
真
・
増
田
寛
也
・
清
家
篤
（
新
春
座
談
会
）「
人
口
減
少
受
け
止
め

長
期
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
」『
ア
ジ
ア
時
報
』
一
般
社
団
法
人
ア
ジ
ア
調
査

会
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
三
三
～
四
二
頁
。

（
5
）
福
田
康
夫
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

公
文
書
の
扱
い
と
そ
の
国
の
か
た
ち
」『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
リ
ソ
ー
ス
・
ガ
イ
ド
（
Ｌ
Ｒ
Ｇ
）』
二
〇
一
七
、
冬
号
（
第
一
八

号
）、
一
一
四
～
一
一
九
頁
。

（
6
）
福
田
康
夫
・
森
川
桂
造
「
一
六
〇
号
記
念
対
談

ア
ラ
ブ
と
の
交
流
を
推
進
し
よ
う
」『
季
刊
ア
ラ
ブ
』
一
六
〇
号
、
日
本
ア
ラ
ブ
協
会
、
二
〇
一
七
、
二
～
五
頁
。

（
7
）
福
田
康
夫
・
五
百
旗
頭
真
「
乱
世
の
世
界
と
日
本

二
一
世
紀
を
ど
う
生
き
る
か
」『
ア
ジ
ア
時
報
』
通
巻
五
一
九
号
、
一
般
社
団
法
人
ア
ジ
ア
調
査
会
、
二
〇
一

六
年
九
月
、
三
二
～
三
五
頁
。

（
8
）
福
田
康
夫
・
衛
藤
征
士
郎
『
一
国
は
一
人
で
興
り
、
一
人
で
亡
ぶ
』
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
二
〇
〇
五
、
七
六
～
八
六
頁
。

（
9
）
例
え
ば
、
福
田
元
総
理
に
よ
る
中
国
の
原
油
輸
入
先
に
つ
い
て
の
説
明
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
三
の
最
後
）
で
は
、
中
国
の
中
東
依
存
度
が
ア
フ
リ
カ
へ
よ
り
低
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
近
年
の
中
国
も
日
本
と
同
じ
く
、
中
東
地
域
が
同
国
の
原
油
輸
入
先
の
構
成
で
一
位
を
占
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
二
〇
〇
三
年
・
二
〇
〇

四
年
の
時
点
で
も
湾
岸
地
域
か
ら
の
原
油
輸
入
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
二
倍
程
度
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
に
三
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
六

年
・
二
〇
一
七
年
の
時
点
に
お
い
て
も
湾
岸
へ
の
依
存
度
が
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
よ
り
二
倍
程
度
で
あ
っ
た
（
大
阪
産
業
大
学
経
済
学
部
教
授
の
横
田
高
明
の

論
文
を
参
照
、「
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
動
向
と
北
東
ア
ジ
ア

原
油
・
製
品
油
を
中
心
に
し
て

」
http://w
w
w
.eco.osaka-sandai.ac.

jp/A
CRC/report/2007/0908yokota-JP.pdf（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
）。
さ
ら
に
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
デ
ー
タ
を
参
照
、「
中
国
と

湾
岸
地
域
：
原
油
を
軸
と
し
た
関
係
と
そ
の
発
展
」
http://w
w
w
.ide.go.jp/library/Japanese/Publish/Periodicals/M
e_review
/pdf/201710_01

.pdf（
ア
ク

セ
ス
：
二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日
））。

聞き書き 福田康夫元総理「中東」関係回想録（シナン・レヴェント）

67



（
10
）
栗
田
康
之
・
宮
嵜
晃
臣
「
日
本
経
済
の
歩
み
」
SGCIM
E（
編
）『
現
代
経
済
の
解
読

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
日
本
経
済

』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
七
、

一
七
一
～
一
七
三
頁；

宮
崎
勇
。「
座
談
会

復
興
過
程
と
高
度
成
長
期
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集
部
『
高
度
成
長
期
へ
の
証
言

下
』
東
京
：
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九

九
九
、
三
九
〇
頁
。

（
11
）
中
村
隆
英
『
日
本
経
済

そ
の
成
長
と
構
造

』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
、
二
二
八
～
二
四
三
頁
。

（
12
）
国
際
石
油
市
場
を
主
導
す
る
多
国
籍
資
本
に
つ
い
て
詳
し
く
参
照
、
A
nthony
Sam
pson.T
heSeven
Sisters-T
heG
reatO
ilCom
paniesand
T
heW
orld

T
hey
Shaped,CoronetBooks,H
odder
and
Stoughton,1975.

（
13
）
即
ち
、
石
油
輸
出
国
機
構
は
一
九
六
八
年
一
一
月
の
第
一
七
回
総
会
で
、
原
油
公
示
価
格
は
油
質
や
消
費
地
への
距
離
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
め
る
べき
で
あ
る
と

決
議
し
た
の
で
あ
る
。
産
油
国
の
中
で
こ
れ
に
直
ち
に
答
え
た
の
は
リ
ビ
ア
で
あ
る
。
当
時
の
リ
ビ
ア
政
府
は
、
リ
ビ
ア
の
石
油
は
低
硫
黄
で
あ
る
上
に
ヨ
ー
ロ
ッパ
に
も
近
い
と
い

う
利
点
を
掲
げ
て
、
一
バ
ー
レ
ル
当
た
り
四
〇
セ
ン
ト
の
公
示
価
格
の
引
き
上
げ
を
リ
ビ
ア
に
あ
る
国
際
石
油
会
社
に
求
め
た
。
さ
ら
に
一
九
六
九
年
九
月
の
ク
ー
デ
ー
タ
で
政

権
を
握
った
ム
ア
ン
マル
・ア
ル
・カ
ダ
フ
ィ
（
一
九
四
二
～
二
〇
一
一
）
は
、
国
内
で
操
業
し
て
い
る
外
国
石
油
会
社
に
対
し
て
、
公
示
価
格
と
と
も
に
、
初
め
て
所
得
税
率
の
引

き
上
げ
も
要
求
し
た
。
翌
年
九
月
ア
メ
リ
カ
系
の
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
石
油
会
社
に
公
示
価
格
と
所
得
税
率
の
引
き
上
げ
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
リ
ビ
ア
は
、
引
き
続
き

他
社
に
も
そ
の
要
求
を
押
し
付
け
る
こ
と
と
し
た
。
リ
ビ
ア
の
動
き
に
促
さ
れ
た
中
東
の
他
の
産
油
国
と
西
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ジ
ェリ
ア
も
、
国
際
石
油
資
本
、
い
わ
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー

と
激
し
い
交
渉
を
経
て
、
原
油
公
示
価
格
と
所
得
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
参
照
、
山
村
喜
晴
『
戦
後
日
本
外
交
史
Ⅴ

経
済
大
国
への
風
圧

』
三
省
堂
、

一
九
八
四
、
一
九
九
頁
。

（
14
）
同
上
、
二
〇
〇
頁
。

（
15
）
Ian
Seym
our
O
PEC:Instrum
entofChange,the
M
acm
illan
Press,1980,55～
97.

（
16
）
白
鳥
潤
一
郎
『「
経
済
大
国
」
日
本
の
外
交

エネ
ル
ギ
ー
資
源
外
交
の
形
成

一
九
六
七
～
一
九
七
四
年

』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
五
、
一
二
六
頁
。

（
17
）
さ
ら
に
テ
ヘラ
ン
協
定
が
結
ば
れ
た
年
の
八
月
に
ニク
ソ
ン
・シ
ョック
が
起
こ
る
こ
と
と
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
も
公
示
価
格
の
表
示
通
貨
で
あ
る
ド
ル
の
購
買
力
低
下
を
補
償
す
る
べ

く
、
原
油
公
示
価
格
の
引
き
上
げ
を
国
際
石
油
会
社
に
求
め
た
。
翌
一
九
七
二
年
一
月
に
ジ
ュネ
ー
ブ
で
中
東
産
油
国
と
国
際
石
油
会
社
と
の
間
で
ジ
ュネ
ー
ブ
協
定
が
締
結
さ

れ
、
さ
ら
に
ド
ル
の
変
動
が
一
層
激
し
く
な
る
と
、
一
九
七
三
年
六
月
に
原
油
公
示
価
格
を
調
整
す
る
よ
う
に
内
容
が
更
新
さ
れ
た
。
参
照
、
山
村
、
前
掲
書
、
二
〇
一
～

二
〇
二
頁
。

（
18
）
田
村
秀
治
『
ア
ラ
ブ
外
交
五
五
年
下

友
好
ひ
と
す
じ
に

』
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
、
二
三
七
～
二
三
九
頁
。

（
19
）
石
川
良
孝
『
オ
イ
ル
外
交
日
記

第
一
次
石
油
危
機
の
現
地
報
告

』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
、
二
二
三
頁
。

（
20
）
H
iroshiShim
izu.̒
T
he
Japanese
trade
contact
w
ith
the
M
iddle
Eastʼ,K
aoru
Sugihara
and
J.A
.A
llan（
edit.）.Japan
in
the
Contem
porary

M
iddle
E
ast,Routledge,1993,27;

K
azushige
H
irasaw
aʠJap anʼ s

T
ilting

N
eut rality ʡ

,J.C.H
urew
itz（
edit.）.O
il,the
A
rab-IsraelD
ispute,and
the

IndustrialW
orld.W
estview
Press,1976,138.

（
21
）
日
本
の
他
の
主
な
エネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
石
炭
（
一
六
・
三
％
）、
水
力
発
電
（
二
・
六
％
）、
天
然
ガ
ス
（
一
・
一
％
）、
原
子
力
発
電
（
〇
・
九
％
）
で
あ
った
。
参

照
、
K
azushige
同
上
、
三
〇
六
頁
。
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（
22
）
M
ichaelM
.Y
oshitsu.Caughtin
the
M
iddle
E
ast–Japan’s
D
iplom
acy
in
T
ransition–,Lexington
Books,1984,1～

2

.

（
23
）
福
田
康
夫
・
森
川
桂
造
「
一
六
〇
号
記
念
対
談
：
ア
ラ
ブ
と
の
交
流
を
推
進
し
よ
う
」
日
本
ア
ラ
ブ
協
会
『
季
刊
ア
ラ
ブ
』
一
六
〇
号
、
二
〇
一
七
、
二
～
五
頁
。

（
24
）
福
田
赳
夫
『
回
顧
九
十
年
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
、
八
三
～
八
九
頁
。

（
25
）
原
彬
久
『
戦
後
政
治
の
証
言
者
た
ち

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
往
く

』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
、
一
二
四
～
一
四
五
頁
。

（
26
）
岸
信
介
・
矢
次
一
夫
・
伊
藤
隆
『
岸
信
介
の
回
想
』
文
芸
春
秋
、
一
九
八
一
、
一
六
三
～
一
六
五
頁
。

（
27
）
村
田
良
平
『
村
田
良
平
回
想
録

戦
い
に
敗
れ
し
国
に
仕
え
て

上
巻
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
、
二
七
六
～
二
七
九
頁
。

（
28
）
福
田
赳
夫
元
総
理
大
臣
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、
若
月
秀
和
『
現
代
日
本
政
治
史
④

大
国
日
本
の
政
治
指
導

一
九
七
二
～
一
九
八
九
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
二
、
八
〇
～
一
〇
三
頁；

若
月
秀
和
『
全
方
位
外
交
の
時
代

冷
戦
変
容
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
一
九
七
一
～
一
九
八
〇

』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
、
一
五
四

～
二
二
四
頁
。

（
29
）
首
相
官
邸
・
福
田
総
理
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
参
照
、
https://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/hukudaprofile/sokuseki.htm
l（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
八
年
八
月
二
八
日
、

午
後
一
五
時
三
一
分
）。
現
在
の
在
任
日
数
歴
代
ト
ッ
プ
は
菅
義
偉
で
あ
る
。

（
30
）
工
藤
泰
志
（
編
）『
福
田
政
権
の
一
〇
〇
日
評
価
』
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
二
〇
〇
八
、
六
頁
。

（
31
）
『
産
経
新
聞
』「
ア
ブ
ダ
ビ
と
民
間
事
業
署
名
式
、
異
例
の
首
相
同
席

原
油
調
達
、
強
力
サ
ポ
ー
ト
」
東
京
朝
刊
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
七
日
付
、
総
合
二
面
。

（
32
）
『
産
経
新
聞
』「
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
関
係
強
化
、
原
油
確
保
へ
三
〇
億
ド
ル
融
資
」
東
京
朝
刊
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
八
日
付
、
経
済
面
。

（
33
）
湾
岸
戦
争
の
際
、
日
本
政
府
の
政
策
決
定
経
緯
・
実
態
に
つ
い
て
参
照
、
板
垣
雄
三
（
編
）『
中
東
湾
岸
戦
争
と
日
本
』
第
三
書
館
、
一
九
九
一；

折
田
正
樹
『
外

交
証
言
録

湾
岸
戦
争
・
普
天
間
問
題
・
イ
ラ
ク
戦
争
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
、
一
二
一
～
一
四
六
頁
。

（
34
）
福
田
元
総
理
は
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
小
泉
政
府
の
支
持
表
明
の
過
程
に
つ
い
て
二
〇
一
六
年
の
ア
ジ
ア
調
査
会
の
講
演
会
で
も
既
に
触
れ
て
い
る
。
福
田
・
五
百
旗

頭
、
前
掲
論
、
三
二
～
三
五
頁
。
イ
ラ
ク
戦
争
と
自
衛
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
森
本
敏
『
イ
ラ
ク
戦
争
と
自
衛
隊
派
遣
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
四；

大
石
圧
一

「
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
問
う

イ
ラ
ク
戦
争
・
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
と
の
関
連
で

」
横
浜
商
科
大
学
公
開
講
座
委
員
会
（
編
）『
民
主
主
義
の
現
在
』
南
窓
社
、

二
〇
〇
五
、
一
八
九
～
二
〇
五
頁；

永
井
浩
『「
ポ
ス
ト
真
実
」
と
対
テ
ロ
戦
争
報
道

メ
デ
ィ
ア
の
日
米
同
盟
を
検
証
す
る

』
明
石
書
店
、
二
〇
一
八
。

（
35
）
中
谷
武
世
「
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
を
日
本
の
技
術
で
」『
民
族
と
政
治
』
二
六
号
、
一
九
五
七
年
八
月
、
四
～
五
頁；

中
谷
武
世
、
下
中
弥
三
郎
、
中
曽
根
康
弘
、

そ
の
他
「
ア
ス
ワ
ン
・
ダ
ム
を
日
本
の
技
術
で
」『
民
族
と
政
治
』
二
七
号
、
一
九
五
七
年
九
月
、
二
八
～
五
二
頁；

中
谷
武
世
、
下
中
弥
三
郎
、
中
曽
根
康
弘
、
久
保

田
豊
「
久
保
田
豊
氏
に
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
を
㘤
く
」『
民
族
と
政
治
』
二
七
号
、
一
九
五
七
年
九
月
、
六
六
～
八
〇
頁
。

（
36
）
林
昂
「

林
昂
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ア
ラ
ブ
と
の
七
〇
年

利
己
を
超
え
て
普
遍
な
る
も
の
へ
」
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
館
文
化
部
（
編
）『
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
と
日
本

そ
の
素
顔
と
絆

』
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
大
使
館
、
二
〇
一
〇
、
一
三
～
四
七
頁
。

（
37
）
中
山
素
平
・
田
中
清
玄
「
第
八
章
：
石
油
危
機
へ
の
対
応
」
鎌
田
勲
・
高
村
壽
一
（
編
）『
証
言
・
戦
後
経
済
史

あ
の
時
の
真
実
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九

八
八
、
二
〇
五
～
二
二
五
頁
。

ま
た
、
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
利
権
獲
得
過
程
へ
の
田
中
清
玄
の
関
与
に
つ
い
て
詳
し
く
参
照
、
田
中
清
玄
『
田
中
清
玄
自
伝
』
文
芸
春
秋
、
一
九
九
三
、
二
三
五
～
二
六
二
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頁；

田
中
清
玄
一
九
八
一
年
三
月
一
五
日
。「
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
生

ア
ラ
ブ
の
国
王
と
の
交
友
を
赤
裸
々
に
告
白

」『
臨
時
増
刊
財
界
』
二
九
⑹
、
一
四
四
～
一
四

九
頁
。

（
38
）
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
株
式
会
社
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
同
社
の
正
式
な
サ
イ
ト
を
参
照
、http: //ad oc. ct s- co.n et /j oh o/02/

（
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
八
年
八
月
二
七

日
）。

（
39
）
三
木
武
夫
「
友
人
・
杉
本
茂
君
を
偲
ぶ
」
杉
本
茂
追
悼
集
刊
行
委
員
会
『
炎
の
軌
跡

杉
本
茂
』
内
外
問
題
研
究
所
、
一
九
八
〇
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
40
）
中
山
素
平
「
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
」、
同
上
、
二
九
頁
。

（
41
）
田
中
、
一
九
八
一
、
前
掲
論
、
一
四
六
頁
。

（
42
）
同
上
、
一
四
七
頁
。

（
43
）
東
京
大
学
法
学
部
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
・
原
資
料
部
・
田
中
清
玄
関
係
文
書
（
ア
ブ
ダ
ビ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
）、「Pref ace

by
S eig en

T
an ak a

-I-

（
英
文
タ
イ
プ
コ
ピ
ー
一
二
枚
）」（II -3-5. 2

）
一
九
七
五
、
三
～
四
頁
。

（
44
）
中
谷
武
世
『
ア
ラ
ブ
と
日
本

日
本
ア
ラ
ブ
交
流
史

』
原
書
房
、
一
九
八
三
、
ⅱ
、
ⅲ
、
三
頁
。

（
45
）
中
谷
武
世
『
昭
和
動
乱
期
の
回
想

中
谷
武
世
回
顧
録

上
』
泰
流
社
、
一
九
八
九
、
七
九
～
八
〇
頁
。

（
46
）
中
谷
武
世
「
ア
ラ
ブ
は
一
つ
」『
民
族
と
政
治
』
八
月
号
、
一
九
九
〇
、
四
～
七
頁
。
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レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
空
け
て
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
戦
後
日
本
に
お
け
る
中
東
認

識
・
政
策
に
つ
い
て
伺
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

福
田
：
は
い
、
ど
う
ぞ
。

一

中
東
の
定
義
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ま
ず
は
中
東
の
定
義
な
の
で
す
が
、
中
東
と
は
ア
ラ
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Ⅱ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
：
福
田
康
夫
元
総
理

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
シ
ナ
ン
・
レ
ヴ
ェ
ン
ト

〔
二
〇
一
八
年
五
月
二
日
（
水
）・
二
〇
一
八
年
八
月
一
七
日
（
金
）・
二
〇
一
八
年
九
月
七
日
（
金
）
於
：
福
田
康
夫
事
務
所
〕

一

中
東
の
定
義
に
つ
い
て

二

日
本
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム
概
念
に
つ
い
て

三

日
本
の
中
東
政
策
に
お
け
る
要
点
に
つ
い
て

四

戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
と
中
東

五

湾
岸
危
機
に
つ
い
て

六

福
田
赳
夫
と
中
東

七

福
田
康
夫
と
「
中
東
」
と
の
出
会
い

八

政
治
家
へ
の
転
身

九

石
油
危
機
に
つ
い
て

一
〇

福
田
康
夫
首
相
と
「
中
東
」

一
一

イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て

一
二

イ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て

一
三

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題

一
四

民
間
外
交
に
つ
い
て

一
五

中
東
民
間
外
交
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

一
六

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題



ブ
諸
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ペ
ル
シ
ャ
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
も
中
東
の
一
部
と
い
う
見
解
も

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
広
域
中
東
と
い
う
概
念
。
こ
う
し
た
輪
郭
が
な
い

定
義
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
こ
れ
は
悩
ま
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
都
度
悩
む
こ
と
が
あ

る
。
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
中
東
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
な
と

迷
い
ま
す
。
い
ま
で
も
そ
う
で
す
。
は
っ
き
り
し
た
定
義
、
明
確
な
定

義
は
、
お
そ
ら
く
な
い
で
し
ょ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
ア
ジ
ア
の
一
部
、
西
の
ア
ジ
ア
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
も

考
え
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
時
々
の
都
合
で
、
都
合
の
い
い
よ
う
に
解

釈
す
る
と
い
う
便
利
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
と
か
パ
キ
ス
タ
ン
と
か
、
あ
の
へ
ん
の
地
域
の
こ
と
も
含
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
ア
ジ
ア
と
中
東
と
分
け
る
人
が
一
般
的
に
は

多
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
そ
の
境
界
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
は
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
で
は
エ
ジ
プ
ト
は
ど
う

な
の
か
。
あ
れ
は
中
東
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
せ
い
ぜ
い
そ
の
へ
ん
ぐ
ら

い
ま
で
が
、
中
東
の
一
番
南
端
と
皆
さ
ん
理
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ね
。
東
の
方
は
曖
昧
。
で
す
か
ら
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
ア

ジ
ア
と
言
っ
た
ら
一
番
分
か
り
や
す
い
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
の
定
義
に
つ
い
て
は
中
東
地
域
＝
イ
ス
ラ
ー
ム

圏
と
い
う
見
解
も
あ
り
ま
す
が
、
福
田
総
理
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。福

田
：
そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
と
、
た
と
え
ば

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
な
大
国
も
あ
る
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
も
あ
る
し
、

正
直
に
言
っ
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
も
の
の
混

在
し
て
い
る
の
が
、
ア
ジ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。で

も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
混
在
し
て
い
る
か
ら
、
逆
に
う
ま
く
い
く

こ
と
も
あ
る
わ
け
で
ね
。
た
と
え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
も
、
そ
う
い

う
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
も
あ
る
と
。
仏
教
の
国
、
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
が
あ

り
ま
す
が
、
み
ん
な
混
在
し
て
仲
良
く
や
っ
て
い
る
と
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

一
〇
カ
国
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
な
ん
で
す
よ
ね
。

二

日
本
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム
概
念
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
質
問
に
移
り
ま
す
。
日
本
社
会
の
一
般
的
な
認

識
上
、
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
が
不
可
分
の
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
あ
る
大
学
で
学
生
に
、
中
東
の
イ
メ
ー
ジ

を
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
書
い
て
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
ら

し
く
て
、
そ
れ
で
、
や
は
り
答
え
は
「
怖
い
」
と
か
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」

と
か
「
宗
教
」
が
必
ず
出
て
く
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
中
東
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
う
認
識
を
理
解
す
る
た
め
に
は
中
東
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の
国
際
的
な
認
識
で
い
う
と
、
一
九
七
九
年
は
重
要
な
年
で
す
。
一
九

七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
、
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
以
降
中
東
と
イ

ス
ラ
ー
ム
は
国
際
的
に
同
一
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
通
説
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
現
地
の
政
情
に
も
連
動
し
た
点
で
す
。
一
九
七
九
年
の
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
ま
で
は
ア
ラ
ブ
民
族
団
結
と
い
う
民
族
優
先

の
意
識
が
強
か
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
以
降
イ
ス
ラ
ー

ム
は
も
う
ど
の
世
界
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
前
面
に
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
世
界
と
異
な
っ
て
、
イ
ラ
ン
・

イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
一
般
認
識
へ
の
影
響
は
皆
無
に
近
い
で
す
。
あ
と

あ
と
に
な
っ
て
、
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
概
念
は
、
同
じ
枠
組
み

の
中
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

イ
ス
ラ
ー
ム
概
念
に
関
す
る
戦
後
日
本
社
会
の
一
般
認
識
に
つ
い
て

は
、
小
生
は
こ
う
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
や
は
り
一
九
九
一
年
、
つ
ま

り
冷
戦
が
終
焉
し
た
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
国
際
的
な
他
者
概
念
が
変
化
し

た
。福

田
：
何
概
念
で
す
か
？

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
他
者
、
い
わ
ゆ
る
ア
ザ
ー
で
す
。
他
者
概
念
が
変
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
ソ
連
と
い
う
概
念
か
ら
ど
ん
ど
ん
ム

ス
リ
ム
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
変
わ
っ
て
き
た
。
従
っ
て
国
際
社
会
に

愛
着
心
が
強
か
っ
た
戦
後
日
本
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
か
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
バ
ッ
ク
に
あ
り
ま
し
て
、
決
定
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を

意
識
し
た
の
は
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
だ
と
思
い
ま
す
。
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
は
や
は
り
転
換
期
だ
っ
た

と
い
う
気
は
し
ま
す
。
纏
め
て
言
い
ま
す
と
、
九
・
一
一
以
降
、「
中

東
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
は
、
日
本
社
会
で
強
ま
っ
て
き
た
か

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
福
田
首
相
は
い
か
が
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
僕
は
、
中
東
と
い
っ
た
ら
石
油
と
、
も
う
直
結
す
る
ん
で
す

よ
。
そ
う
い
う
目
で
見
て
い
た
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
中
東
と
い
う
と
石
油
が
出
る
と
こ
ろ
と
い
う
認
識

を
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
は
九
・
一
一
と
い
う
の
は
、

革
命
的
な
、
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
っ
た
解
説
な

ん
か
も
、
ず
い
ぶ
ん
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
て
、
日
本
の

国
民
的
に
言
え
ば
、
九
・
一
一
で
目
が
覚
め
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
ね
。
僕
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
か
に
つ
い
て
は
、
仏
教
と

は
違
う
ん
だ
よ
と
い
う
認
識
が
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ェ

イ
ト
か
ら
い
え
ば
七
割
が
石
油
、
三
割
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
、
そ
ん
な
感

じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
日
本
の
国
民
的
に
は
一
〇
〇
％
、
九
・
一
一

は
「
あ
あ
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
始
め
た
と
。
で

も
、
い
ま
だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
、
依
然
と
し
て
多
い
と
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思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
宗
教
に
な
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
て
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
も
そ
う
な
の
で
す
け
ど
、
日
本
人
は
ち
ょ
っ
と
引
く
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
け
れ
ど
も
。

福
田
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
警
戒
心
と
か
を
持
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
は
個
人
差
も
あ
る
と
思
う
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
ま
だ
に
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
か
、
イ
ラ
ク
の
あ
あ
い
う
騒
動
な
ん
か
見
て
い
る
と
で
す

ね
。
そ
れ
か
ら
イ
エ
メ
ン
の
問
題
と
か
、
相
変
わ
ら
ず
あ
る
わ
け
で
す

ね
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
れ
は
ム
ス
リ
ム
の
責
任
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。福

田
：
そ
う
で
す
。
そ
れ
も
な
い
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
な

ん
と
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
状
況
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
た
ら
い
い
の
か
ね
。
そ
れ
は
切
に
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
に
つ
い
て
い
か
が
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
僕
は
一
九
五
九
年
か
ら
石
油
の
会
社
に
入
っ
て
、
石
油
を
通

し
て
中
東
地
域
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

ね
。
そ
の
こ
ろ
石
油
の
場
合
は
、
中
東
と
い
う
と
油
の
出
る
と
こ
ろ
と

い
う
理
解
、
非
常
に
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
イ
ラ
ン
も

当
然
そ
の
中
に
入
る
わ
け
で
す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
は
イ
ラ
ン
で
起
こ

っ
た
。

日
本
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
。
イ
ラ
ン
に
非
常
に
依
存
し
て

い
て
、
イ
ラ
ン
が
当
時
一
番
多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
イ
ラ
ニ
ア

ン
ヘ
ビ
ー
な
ど
と
い
っ
て
、
日
本
で
一
番
使
い
や
す
い
原
油
で
し
た
。

サ
ウ
ジ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
硫
黄
分
が
高
く
て
、
で
す
か
ら
あ
ま
り

歓
迎
し
な
か
っ
た
。

特
に
日
本
が
自
主
開
発
し
た
サ
ウ
ジ
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
中
間
地
帯
の

ア
ラ
ビ
ア
石
油
の
石
油
は
、
極
め
て
サ
ル
フ
ァ
、
硫
黄
分
の
多
い
、
わ

れ
わ
れ
が
本
当
に
使
う
の
に
困
る
石
油
で
し
た
。
僕
ら
は
あ
の
こ
ろ
か

ら
硫
黄
分
と
い
う
の
は
公
害
の
も
と
と
い
う
こ
と
で
、
既
に
そ
の
こ
ろ

か
ら
日
本
で
は
硫
黄
分
の
少
な
い
石
油
の
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
石
油
と
い
う
の
は
、
油
種
に
よ
っ
て
軽
い
部
分
と
ガ
ソ
リ

ン
分
と
、
い
わ
ゆ
る
燃
料
だ
け
に
使
う
重
油
分
と
か
、
そ
う
い
う
構
成

が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
構
成
な
ど
を
考
え
た
場
合
で
も
、
イ
ラ
ン

の
原
油
と
い
う
の
は
使
い
や
す
か
っ
た
。

そ
の
イ
ラ
ン
で
革
命
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
非
常
に

当
時
困
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
商
売
で
イ
ス
ラ
ー
ム

は
理
解
し
て
い
る
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）。
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三

日
本
の
中
東
政
策
に
お
け
る
要
点
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
質
問
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
中
東

政
策
に
お
い
て
、
い
ま
か
ら
申
し
上
げ
る
要
素
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま
ず
、
資
源
で
す
。
先
ほ
ど
少
し
お
っ
し
ゃ

っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
も
し
加
え
ら
れ
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し

た
い
で
す
。
二
番
は
宗
教
、
つ
ま
り
イ
ス
ラ
ー
ム
で
す
。
三
番
は
相
互

依
存
性
で
す
。
四
番
は
安
全
保
障
で
す
。

福
田
：
資
源
の
問
題
、
こ
れ
は
順
番
よ
く
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。（
笑
）

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：（
笑
）。

福
田
：
や
は
り
中
東
と
い
う
の
は
、
日
本
に
対
す
る
資
源
の
供
給
、

特
に
産
業
の
米
と
い
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
東
に
依
存
し
て
い
た

と
。
そ
し
て
石
油
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、
石
炭
を
使
わ
な
く
な
っ
た
と

い
う
産
業
的
な
革
命
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
固
体
の
石
炭
と
い
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
流
動
性
の
あ
る
石
油
と
い
う
も
の
に
変
わ
っ
た
。
急

速
に
石
炭
は
衰
え
た
の
で
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
産
業
革
命
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
で
す
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
れ
は
日
本
で
い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

福
田
：
一
九
五
五
年
ご
ろ
か
ら
、
実
際
は
一
九
五
〇
年
ぐ
ら
い
か
ら

石
油
依
存
に
転
換
を
始
め
た
。
日
本
は
石
油
が
な
い
か
ら
戦
争
を
し
た

と
も
い
わ
れ
る
く
ら
い
石
油
は
極
め
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
対
し
て
、
石
油
を
供
給
さ
せ
な
い
よ

う
に
妨
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
と
戦
わ
な
け
れ
ば
日
本
は

生
き
て
い
け
な
い
と
覚
悟
し
て
戦
争
を
し
た
ん
で
す
よ
。
石
油
が
戦
争

の
大
き
な
原
因
だ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
石
油
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中
国
の
沿
岸
部
か
ら
内

陸
部
へ
侵
略
し
、
さ
ら
に
南
の
ほ
う
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
、
ボ
ル
ネ

オ
な
ど
ま
で
行
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
石
油
に
対
す
る
思
い
と
い

う
の
は
、
非
常
に
強
か
っ
た
。

そ
し
て
幸
い
な
こ
と
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
割
合
と
石
油
の
供

給
が
潤
沢
に
な
っ
た
の
で
す
。
供
給
過
剰
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
潤
沢

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
メ
ジ
ャ
ー
石
油
会
社
が
供
給
を
し
て
い
た
わ
け
で

す
。
中
東
産
油
国
に
利
権
を
持
つ
メ
ジ
ャ
ー
石
油
会
社
が
世
界
中
に
石

油
を
潤
沢
に
、
円
滑
に
供
給
す
る
、
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
し
た
の
で

す
。戦

後
の
ド
イ
ツ
、
日
本
は
、
そ
の
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
容
易
に
確
保

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
発
展
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
、
西

ド
イ
ツ
は
敗
戦
国
で
す
よ
。
そ
の
敗
戦
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ

が
び
っ
く
り
す
る
ぐ
ら
い
発
展
し
ち
ゃ
っ
た
、
そ
の
こ
と
自
身
に
非
常

に
脅
威
も
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
は
ね
。
そ
う
い
う
時

代
が
あ
っ
た
の
で
す
。

朝
鮮
戦
争
が
終
わ
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
経
済
が
順
調
に
発
展
す
る
段
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階
に
な
っ
て
、
一
九
五
五
年
以
降
は
石
油
の
供
給
が
十
分
に
あ
っ
て
、

日
本
の
産
業
も
石
炭
か
ら
切
り
替
え
て
、
切
り
替
え
な
が
ら
か
つ
量
も

増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
日
本
が
復
興
で
き

た
一
つ
の
大
き
な
原
因
が
、
石
油
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
先
も
少
し
話
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ー

ム
、
宗
教
に
つ
い
て
は
加
え
ら
れ
た
い
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
教
え
て
頂

き
た
い
で
す
。

福
田
：
中
東
地
域
は
、
石
油
資
源
の
供
給
国
で
あ
る
と
い
う
理
解
は

み
ん
な
が
し
て
い
た
わ
け
で
、
特
に
わ
れ
わ
れ
石
油
関
係
者
は
ね
。
し

か
し
、
当
時
ア
ラ
ビ
ア
石
油
、
一
九
五
五
年
ぐ
ら
い
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
交
渉
を
始
め
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
山
下
太
郎
で
す
ね
。
そ

の
交
渉
に
当
た
っ
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
相
手
の
交
渉
。
普
通
の
や
り

方
で
は
駄
目
で
、
ま
ず
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
非
常
に
苦
労
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
話
が

細
か
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
交
渉
す
る
と
き
に
林
さ
ん
と

い
う
人
が
い
て
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
林
昂
で
す
か
。

福
田
：
林
昂
と
い
っ
た
か
な
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
長
く
滞
在
し
た
ア
ラ
ブ
石
油
会

社
の
関
係
者
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
、
そ
う
。
あ
の
人
が
い
た
か
ら
う
ま
く
い
っ
た
ん
で
す

よ
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
こ
の
人
は
質
問
の
中
の
一
番
最
後
に
あ
る
の
で
す
。

答
え
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
で
す
か
。
あ
の
人
は
ア
ラ
ビ
ア
石
油
の
中
で
そ
ん
な
に

偉
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ
の
人
は
交
渉
の
た
め
に
、
自
分
自
身
イ

ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
ん
だ
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ム
ス
リ
ム
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

福
田
：
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
王
、
ま
た
一
族
の
方
々

に
非
常
に
信
頼
を
得
た
。
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
か
ら
来
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に

改
宗
し
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
評
価
を
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
非
常
に
信
頼
さ
れ
た
。
当
時
日
本
か
ら
送
っ
た
大
使
が
駐

在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
大
使
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な

か
っ
た
。
な
に
か
大
事
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
全
部
林
さ
ん
に
相
談
を
す

る
と
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
民
間
の
外
交
官
」
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
う
、「
民
間
の
外
交
官
」
で
す
ね
。
も
う
そ
の
ぐ
ら
い
の

力
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
王
に
会
い
た
い
の
だ
っ
た

ら
、
大
使
に
は
相
談
し
な
い
。
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
。
彼

の
お
か
げ
で
ア
ラ
ビ
ア
石
油
は
成
功
し
た
。
し
か
し
、
も
っ
た
い
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
権
益
の
改
定
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
残
念
だ
っ
た
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で
す
。

私
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
の
は
、
一
九
九

〇
年
に
湾
岸
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
と
き
で
す
ね
。
国
会
議
員

に
な
り
た
て
に
湾
岸
戦
争
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
日
本
は
い
っ
た
い
何

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
。
そ
れ
も
あ
と
の
質
問
に
あ
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

あ
の
と
き
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
行
き
ま
し
て
、
あ
そ
こ

に
行
っ
て
な
る
ほ
ど
中
東
の
政
治
は
複
雑
な
も
の
な
の
だ
な
と
肌
身
で

感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
前
に
も
関
心
を
持
っ
て
、
た

と
え
ば
、
井
筒
俊
彦
さ
ん
の
本
な
ど
を
見
て
お
り
、
頭
の
中
の
理
解
は

多
少
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
の
地
域
に
行
っ
て
初
め
て
、
複
雑
性
と
い
う

か
、
非
常
に
難
し
い
問
題
が
あ
る
と
、
歴
史
的
に
い
っ
て
も
、
宗
教
的

に
も
難
し
い
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
例
の
九
・
一
一
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
段
階
を
追

っ
て
理
解
も
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
深
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
、
た
い
し
た

こ
と
は
な
い
け
ど
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
は
相
互
依
存
性
に
つ
い
て
で
す
。

福
田
：
相
互
依
存
性
。
相
互
依
存
と
い
う
の
は
、
中
東
地
域
と
ア
ジ

ア
と
か
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
で
す
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
そ
れ
は
も
う
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
肌
身
で

感
じ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
国
々
と
の
関
係
を
強
化
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
最
後
に
安
全
保
障
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
。

福
田
：
石
油
の
供
給
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
安
全
保
障
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
日
本
は
中
東
石
油
に
ほ
と
ん
ど
依
存
を
し
て
い
る

と
。
中
国
も
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
中
東
へ
の
依
存
度
は
低
い

で
す
よ
。
ア
フ
リ
カ
か
ら
相
当
量
を
輸
入
し
て
い
る
か
ら
。
中
国
は
、

中
東
と
ア
フ
リ
カ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
ぐ
ら
い
で
は
な
い
で
す
か
ね
。

ど
ち
ら
が
賢
い
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
目
先
、
短

期
的
に
考
え
れ
ば
中
東
か
ら
輸
入
す
る
ほ
う
は
便
利
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
も

慣
れ
て
い
る
し
、
安
心
し
て
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

あ
ま
り
に
も
中
東
に
依
存
し
す
ぎ
る
と
、
こ
れ
は
あ
の
地
域
に
な
に
か

あ
っ
た
ら
大
変
だ
と
い
う
失
敗
、
そ
の
失
敗
は
例
の
湾
岸
戦
争
で
す
よ

ね
。で

す
か
ら
、
そ
の
へ
ん
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
あ
る
。
し
か
し
、
中
東
地
域
の
安
定
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
非

常
に
心
配
し
、
安
定
し
て
ほ
し
い
と
。
そ
の
ほ
う
が
ア
ラ
ブ
の
国
民
に

と
っ
て
も
、
は
る
か
に
利
益
が
多
い
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
よ
ね
。
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
の
た
め
に
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
常
々
考
え
て
い
ま
す
。
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四

戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
と
中
東

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
は
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
外
交
と
中
東
で
す
が
、
一
九

五
五
年
の
バ
ン
ド
ン
会
議
前
後
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
、
イ
ン
ド
と

い
っ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、
冷
戦
期
の
二
極
構
造
の
国
際
政

治
上
の
第
三
勢
力
と
し
て
浮
上
し
ま
し
た
。
脱
植
民
地
主
義
的
な
こ
う

し
た
動
き
に
対
す
る
日
本
の
ス
タ
ン
ス
、
政
策
に
つ
い
て
い
か
が
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
歴
史
的
に
も
、
そ
う
い
う
流
れ
の
中
で
こ
の
会
議
が
開
か
れ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
今
ま
で
植
民
地
化
さ
れ
て
い
た

地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
を
果
た
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

日
本
が
そ
の
先
佃
を
つ
け
た
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
れ
ま
す
が
。
で
も
、

そ
の
結
果
、
戦
争
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
明
ら
か
に
日
本
の
失
敗
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
流
れ
は
よ
く
理
解
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
方
向
に
い

く
の
は
必
然
で
あ
る
し
、
必
然
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
は
そ
う
い
う
方

向
の
動
き
に
は
協
力
を
し
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
協
力
し
す
ぎ
る
と

内
政
干
渉
に
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
に
、
戦
後
日
本
外
交
の
中
で
中
東
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
場
所
を
占
め
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
も
触
れ

ら
れ
た
と
は
思
う
の
で
す
が
。
や
は
り
ア
ジ
ア
外
交
の
中
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
捉
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。そ

れ
と
も
特
に
イ
ラ
ン
革
命
、
一
九
七
九
年
ま
で
の
現
地
の
政
情
に

連
動
す
る
よ
う
な
資
源
を
越
え
た
民
族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
た
と
え
ば
、
同
じ
ア
ジ
ア
民
族
と
い
う
意
識

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
し
て
も
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
々
は
中
東
地
域
に
政
治
的
に
介
入
し
て
い
た
わ
け
で
す
よ

ね
。
日
本
は
、
そ
れ
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
、
と
っ
か
か
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
で
す
。
わ
れ

わ
れ
の
願
う
こ
と
は
中
東
地
域
が
自
分
自
身
で
安
定
し
て
ほ
し
い
な

と
。し

か
し
、
な
に
か
手
伝
う
要
素
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ

わ
れ
と
し
て
で
き
う
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま

で
も
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
う
い
う
混
乱
の
時
期
に
お
い
て
な
に
を
な

す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
解
答
は
な
い
け
れ
ど
も
、
個
々

に
人
材
育
成
な
ど
の
面
に
お
い
て
日
本
ら
し
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
、
提
案
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
産
業
、
今
は
脱
石
油
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
の
脱
石
油
に
協
力
で
き
る
よ
う
な
産
業
分
野
に
お
け
る
協
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力
は
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
ば
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ジ
ェ
ッ
ダ
で
自
動
車
の
修
理
工
を
育
て

る
学
校
を
つ
く
っ
て
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
や
っ
て
い
ま
す
が
、
一
〇

何
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
味
な
仕
事
で
す
が
、
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
よ
。
だ

っ
て
中
東
は
自
動
車
が
な
い
と
動
け
な
い
、
身
動
き
で
き
な
い
、
公
共

交
通
機
関
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
自
動
車
に

対
し
て
、
故
障
し
て
も
す
ぐ
に
直
せ
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
訓
練
学

校
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
一
〇
〇
人
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
単
位
で
卒
業
生
を
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
ら
し
い

協
力
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
現
実
主
義
的
な
福
田
首
相
か
ら
見
て
、
中
谷
武
世
の

よ
う
な
大
ア
ジ
ア
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
代
表
す
る
「
ア
ラ
ブ
通
」
や

戦
前
か
ら
の
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
を
ど
う
評
価
し
て
お
ら
れ
ま
す
で
し

ょ
う
か
。

福
田
：
そ
れ
は
同
じ
名
前
だ
け
れ
ど
、
中
身
は
全
く
違
う
。
主
義
が

違
う
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
中
心
と
し
て
、
日
本
が
ア
ジ
ア
全
体
を
ま

と
め
て
い
こ
う
と
。
時
に
は
占
領
も
し
よ
う
、
植
民
地
に
し
よ
う
と
い

う
魂
胆
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
戦
前
で
す
ね
。

福
田
：
戦
前
は
。
戦
後
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
考
え
方

を
し
て
い
る
人
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い
で
し
ょ
う
。
中
谷
さ
ん
に
し
て

も
、
そ
う
い
う
反
省
か
ら
逆
に
ア
ジ
ア
全
体
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
み

ん
な
と
仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
日
本
に
い
て
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
。
昔
は
向
こ
う
に
も
ど
こ
に
も
自
分
た
ち
が
行

っ
ち
ゃ
お
う
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
行
く
と
い
う
の
は
進
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。福

田
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
侵
略
も
含
め
て
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
戦
後
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
お
互
い
に
協
力
、
相

互
協
力
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
そ
う
。
仲
良
く
し
て
い
こ
う
。
み
ん
な
で
仲
良
く
し
て

い
こ
う
、
そ
う
い
う
考
え
方
で
す
ね
。
根
本
的
に
違
い
ま
す
。
名
前
は

同
じ
と
し
て
も
ね
。
ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
の
は
、
今
は
あ
ま
り
は
や
ら

な
い
よ
ね
。
日
本
が
ア
ジ
ア
主
義
に
な
っ
た
時
、
中
国
は
何
て
言
う
？

中
国
の
人
は
「
ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
何
で
す
か
」。
自

分
た
ち
が
中
心
の
ア
ジ
ア
主
義
。
存
在
し
な
い
で
す
。
も
っ
と
グ
ロ
ー

バ
ル
で
す
よ
ね
。
自
由
経
済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
身
が
中
谷
と
異
な
る
も
の
の
、
戦
後
の
田
中
清
玄

も
「
ア
ジ
ア
連
盟
」
と
い
う
ア
ジ
ア
地
域
主
義
を
唱
え
た
こ
と
が
あ
り
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ま
す
。
田
中
の
ア
ジ
ア
連
盟
構
想
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
と
言
い
ま
す
と
、
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
一
つ
と
な
る
こ

と
で
す
。

な
ぜ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
入
れ
た
か
と
い
う
と
、
ア
ジ
ア
地
域
だ
と
ム

ス
リ
ム
が
い
っ
ぱ
い
在
留
し
て
い
る
し
、
彼
ら
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
国
が
必
要
だ
と
い
う
の

が
、
彼
の
発
想
で
す
。

福
田
：
田
中
さ
ん
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
し
て
人
口
も
多
い
し
、
そ

し
て
資
源
も
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

五

湾
岸
危
機
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
湾
岸
危
機
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
社
会
は
、
湾
岸
戦
争
中
日
本
が
自
衛
隊
の
派
遣
を
し
て
く
れ
る
と
い

う
期
待
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
日
本
政
府
は
そ
れ

に
応
え
ず
、
資
金
協
力
に
と
ど
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
事
実
も
含
め
て
、
湾
岸
危
機
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し

ょ
う
か
。

福
田
：
日
本
の
国
是
と
い
う
か
、
憲
法
で
戦
争
は
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
憲
法
に
抵
触
す
る
こ
と
は

し
な
い
。
で
す
か
ら
戦
争
中
は
、
戦
争
に
関
係
の
な
い
分
野
で
協
力
で

き
る
分
野
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
協
力
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
チ
ャ
ン

ス
は
な
か
な
か
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば
い
く
ら
で
も
協
力
し
た
い
と
、
自
衛
隊

も
派
遣
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
掃
海
艇
を
派
遣
し
ま
し
た
。
あ

の
と
き
は
五
〇
〇
人
派
遣
し
た
の
で
す
。
私
も
現
地
に
行
っ
て
自
衛
隊

員
を
激
励
も
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
戦
争
が
終
わ

っ
た
あ
と
で
す
。
掃
海
艇
と
い
う
の
は
、
機
雷
を
除
去
す
る
わ
け
で

す
。
ほ
か
の
国
も
そ
れ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
国
が
や
り
残

し
た
難
し
い
地
域
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
掃
海
作
業
は
、
お
そ
ら

く
相
当
な
評
価
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

戦
争
中
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
批
判

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
相
当
な
お
金
は
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
結
構
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
総
合
的
に
い

え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
協
力
を
し
た
国
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
番

と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
も
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
自
衛
隊
の
激
励
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ

と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
僕
は
国
会
議
員
に
な
っ
て
ま
だ
一
年
し
か
た
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
ね
。
ア
ブ
ダ
ビ
に
行
く
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
た
ま
た
ま
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
ア
ブ
ダ
ビ
に
行
っ
て
国
王
な
ど
に
会
い
ま
し
た
。
今

の
皇
太
子
は
外
務
大
臣
で
し
た
か
、
彼
と
も
会
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
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時
、
た
ま
た
ま
掃
海
艇
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ

た
わ
け
で
す
。
じ
ゃ
激
励
し
に
行
こ
う
と
い
う
の
で
、
ど
う
い
う
激
励

か
と
言
え
ば
、
隊
員
な
ど
は
港
に
つ
い
て
少
し
羽
を
伸
ば
し
た
い
と
い

う
わ
け
で
、
み
ん
な
上
陸
し
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
艦
長
だ
と
か
偉
い

人
な
ど
は
残
っ
て
い
て
、
彼
ら
と
少
し
話
を
す
る
と
か
、
激
励
を
す
る

と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

そ
れ
か
ら
隊
員
に
あ
の
時
は
ま
ん
じ
ゅ
う
を
持
っ
て
い
っ
た
。
で
も

五
〇
〇
人
だ
か
ら
す
ご
い
ん
だ
よ
。
一
人
二
個
だ
っ
て
一
〇
〇
〇
個
で

し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
結
構
な
数
で
す
ね
。

福
田
：
結
構
な
数
を
持
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
週
刊
誌
と

か
何
百
冊
持
っ
て
い
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
福
田
先
生
は
一
人
で
激
励
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。福

田
：
議
員
を
連
れ
て
い
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
議
員
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
三
人
で
行
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
み
ん
な
自
民
党
の
議
員
で
し
た
か
。

福
田
：
自
民
党
の
議
員
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
運
賃
が
高
い
。
ま
ん

じ
ゅ
う
と
雑
誌
を
持
っ
て
い
っ
た
、
そ
れ
が
運
賃
だ
け
で
二
〇
〇
万
ぐ

ら
い
か
か
っ
た
か
な
。
オ
ー
バ
ー
ウ
エ
ー
ト
（
笑
）。
そ
う
い
う
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
隊
員
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

福
田
：
そ
う
思
う
け
ど
ね
。
三
カ
月
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
行
っ
た
わ
け

だ
か
ら
。

六

福
田
赳
夫
と
中
東

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
課
題
に
移
り
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
お
父
様

の
福
田
赳
夫
様
と
中
東
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
第
一
問
で
す
。
歴
代
首

相
の
中
で
初
め
て
、
福
田
赳
夫
元
総
理
は
中
東
の
訪
問
を
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
七
八
年
九
月
五
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
中
東
訪
問
に
お
い

て
、
イ
ラ
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
首
脳
と
会
談
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
田
康
夫
先
生
は
、
お
父
様
の
こ

の
訪
問
に
秘
書
と
し
て
参
加
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

福
田
：
私
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
行
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

福
田
：
そ
の
と
き
行
か
な
か
っ
た
。
行
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
計

画
を
つ
く
る
の
に
参
画
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
私
の
父
は
経
済
を
や

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
経
済
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
重
視

し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
日
本
の
二
次
産
業
製
造
業
は
非
常

に
ウ
ェ
イ
ト
が
高
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
の
は
極
め
て
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
産
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油
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
気
を
使
っ
て
お
り
ま
し

た
。だ

か
ら
、
先
ほ
ど
あ
な
た
の
質
問
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
う
い
う

国
々
と
ど
う
い
う
相
互
協
力
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

て
い
た
わ
け
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
に
、
お
父
様
の
福
田
赳
夫
元
総
理
と
ア
ラ
ブ
協
会

創
立
者
で
あ
る
元
改
進
党
議
員
の
中
谷
武
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ご

存
じ
の
こ
と
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
田
：
彼
は
、
よ
く
自
宅
な
ど
に
来
て
い
ま
し
た
。
事
務
所
に
も
伺

を
つ
い
て
よ
く
来
て
い
た
。
中
谷
氏
が
、
割
合
と
信
用
し
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
中
東
に
関
す
る
情
報

は
、
中
谷
氏
か
ら
ず
い
ぶ
ん
聞
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：『
民
族
と
政
治
』
と
い
う
。

福
田
：
雑
誌
だ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
。『
民
族
と
政
治
』
と
い
う
雑
誌
を
彼
が

担
当
で
作
っ
て
い
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
去
年
の
八
月
か
ら
一

〇
月
の
間
で
一
生
懸
命
読
ん
だ
ら
、
お
父
様
の
福
田
赳
夫
様
と
の
写
真

が
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出
て
き
て
、
仲
が
い
い
ね
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

福
田
：
仲
が
よ
か
っ
た
で
す
。
仲
が
い
い
と
い
う
か
、
お
互
い
に
意

見
を
交
換
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
福
田
赳
夫
も
中
東
の
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
よ
く
知
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
で
す
か
ら
、
中
谷
武
世
が
見
て
き
た
、
ま
た
話

し
て
き
た
こ
と
を
、
そ
の
時
々
に
聞
く
と
い
う
こ
と
は
よ
く
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て
は
、
関
心
を
強
く
持
っ
て
お
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
中
谷
氏
は
ア
ラ
ブ
協
会
を
創
設
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
功
績

も
あ
り
ま
す
し
ね
。
当
時
、
非
常
に
少
な
い
パ
イ
プ
役
で
あ
っ
た
こ
と

は
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
、
中
東
地
域
で
ほ
か
に
そ

う
い
う
お
付
き
合
い
を
す
る
人
が
い
な
い
中
で
、
彼
は
日
本
人
と
し
て

一
生
懸
命
そ
の
重
要
性
を
感
じ
な
が
ら
付
き
合
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
中
谷
氏
は
そ
れ
な
り
の
見
識
を
持
っ
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
引
き
続
き
、
福
田
赳
夫
先
生
に
関
す
る
質
問
で
す

が
、
福
田
康
夫
先
生
は
政
界
に
入
る
前
に
お
父
様
の
福
田
赳
夫
様
の
下

で
一
四
年
間
も
秘
書
を
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
秘
書
官
と
し
て
接

し
た
福
田
赳
夫
先
生
、
言
い
換
え
れ
ば
福
田
康
夫
先
生
か
ら
見
た
福
田

赳
夫
像
に
つ
い
て
伺
い
た
い
の
で
す
。
ま
ず
ど
の
よ
う
な
政
治
家
で
し

た
か
。

そ
の
次
は
、
福
田
赳
夫
様
の
中
東
観
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

福
田
：
政
治
経
歴
が
長
い
で
す
よ
ね
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
役
職
を
し

て
い
ま
す
。
大
臣
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
ま
す
し
ね
。
大
臣
の
在
職
期

間
も
長
か
っ
た
し
、
大
臣
で
な
け
れ
ば
自
民
党
の
幹
事
長
を
す
る
と
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か
、
要
職
を
休
む
間
も
な
く
連
続
し
て
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら

ね
。そ

う
い
う
中
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
々
と
の
お
付
き
合
い
と
い
う
の

は
、
当
然
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
政
策
決
定
を
ず
っ
と
し
て
き

ま
し
た
か
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
々
の
政
治
家
と
か
、
ま
た
主
要
な
人

た
ち
が
、
よ
く
相
談
に
来
る
、
ま
た
頼
み
に
来
る
と
い
う
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
割
合
と
お
付
き
合
い
し
た
人
は
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
特
に
仲
が
よ
か
っ
た
リ
ー
ダ
ー
と
は
。

福
田
：
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
す
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
は
い
、
そ
う
で
す
。

福
田
：
た
と
え
ば
、
ア
ラ
ブ
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
国
王
の
ザ
ー
イ
ド
さ
ん

で
す
ね
。
彼
な
ど
は
、
中
谷
武
世
さ
ん
が
向
こ
う
で
話
を
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
よ
。
会
っ
た
ら
非
常
に
親
し
く
、
お
互

い
に
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
す
る
と
。
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
も

福
田
赳
夫
と
い
っ
た
ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
事
に
し
て
く
れ
る
、
そ

う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
話
が
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
ア
ブ
ダ
ビ
国
王
の
ザ
ー

イ
ド
と
田
中
清
玄
と
の
関
係
に
つ
い
て
御
存
じ
の
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
頂
き
た
い
で
す
。

福
田
：
田
中
清
玄
さ
ん
は
、
ジ
ャ
パ
ン
石
油
開
発
を
つ
く
る
と
き

に
、
権
利
を
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
の
了
解
を
得
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
田
中
清
玄
さ
ん
は
そ

の
と
き
だ
け
で
す
ね
。
長
い
付
き
合
い
を
ず
っ
と
し
て
い
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
石
油
危
機
の
と
き
で
、
ど
う
し

て
も
日
本
が
必
要
だ
と
い
う
と
き
に
田
中
さ
ん
が
一
生
懸
命
動
い
て
、

そ
し
て
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
と
最
後
話
を
し
た
と
。

Ｂ
Ｐ
（
レ
ヴ
ェ
ン
ト
Ḽ
：
British
Petroleum
）
の
持
っ
て
い
た
権

利
を
も
の
す
ご
く
高
い
値
段
で
買
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
一
番
喜
ん
だ
の

は
Ｂ
Ｐ
で
す
よ
。
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
し
か
し
そ
れ
を
日

本
が
買
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
折
衝
は
し
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
も
。
田
中
清
玄
さ
ん
が
交
渉
し
た
の
は
Ｂ
Ｐ
で
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
が
強
か
っ

た
と
の
理
解
で
宜
し
い
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
う
で
す
。
権
利
を
Ｂ
Ｐ
が
ど
こ
に
売
る
か
と
。
あ
の
と
き

は
な
に
し
ろ
ば
か
高
い
値
段
で
買
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
Ｂ
Ｐ
は
大

喜
び
で
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
田
中
清
玄
が
日
本
よ
り
も
、
Ｂ

Ｐ
を
喜
ば
す
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
っ
て
い
い
の
で
す
か
。

福
田
：
そ
う
で
す
。
そ
う
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
分
か
り
ま
し
た
。
戻
り
ま
し
て
、
お
父
様
の
福
田
赳
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夫
様
の
中
東
観
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

福
田
：
中
東
観
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
と
よ
く
付
き
合
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味

で
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
も
の
に
対
す
る
理
解
と
感
覚
は
、
十
分
持
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
場
合
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

経
済
を
応
援
す
る
と
い
う
立
場
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
石
油
が
あ
る

か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
日
本
か
ら
便

益
を
供
与
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
形
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
東
の
場
合
に
は
、
石
油
を
向
こ
う
か
ら
も
ら
う
よ
う
な
、
そ
の
た

め
に
お
願
い
す
る
み
た
い
な
感
じ
だ
け
れ
ど
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
必

ず
し
も
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
中
核

的
な
国
と
し
て
経
済
を
し
っ
か
り
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
の
た

め
に
協
力
を
し
よ
う
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
い
っ
た
国
々
に
経
済
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
の
利
益
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

福
田
：
当
然
あ
り
ま
す
。
当
時
は
中
国
も
経
済
的
に
は
、
ま
だ
ま
だ

小
さ
な
国
だ
っ
た
の
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
も
も
ち
ろ
ん
小
さ
い
で
す

よ
。
で
も
、
い
ず
れ
は
こ
の
国
々
が
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
だ
ろ
う
と
。
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
も
し
て
お
り
ま
し
た
か

ら
、
そ
う
い
う
国
々
が
成
長
し
た
ら
、
国
々
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
経
済
面
に
お
い
て
も
お
互
い
に
利
益
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
で
す
。

戦
前
は
そ
こ
に
軍
事
力
を
投
入
し
た
わ
け
で
す
。
そ
う
で
は
な
い
形

で
お
互
い
に
利
益
し
よ
う
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本
は
向
こ

う
が
育
つ
ま
で
は
協
力
し
よ
う
と
、
こ
ち
ら
か
ら
は
ギ
ブ
し
よ
う
、
ギ

ブ
ア
ン
ド
ギ
ブ
で
い
こ
う
と
い
う
ぐ
ら
い
の
考
え
方
を
し
て
お
っ
た
で

す
ね
。
だ
か
ら
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
ア
ジ
ア
地
域
に
対
し
て
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど
も
、
非
常
に
供
与
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

七

福
田
康
夫
と
「
中
東
」
と
の
出
会
い

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
は
福
田
康
夫
先
生
に
つ
い
て
伺
い
た
い
の
で
す

が
、
先
生
が
中
東
と
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。
ど
の

よ
う
な
出
来
事
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
こ
れ
は
石
油
が
こ
れ
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
不
足
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
第
四
次
中
東
戦
争
の
前
で
す
か
、
一
九
七
二
年
の
こ

ろ
に
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ま
だ
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
起
き
て
い
な
い
の

で
す
ね
。

福
田
：
起
き
る
寸
前
で
す
。
そ
の
こ
ろ
石
油
が
出
る
国
を
調
査
に
行

っ
た
の
で
す
。
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
ほ
か
の
会
社
な
ど
も
代
表
を

出
し
て
、
全
部
で
七
人
だ
っ
た
か
な
、
調
査
に
行
っ
た
の
で
す
。
そ
の

と
き
イ
ラ
ン
に
も
、
サ
ウ
ジ
に
も
行
き
ま
し
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
に
も
行
き
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ま
し
た
。
石
油
が
出
る
と
こ
ろ
は
世
界
中
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
も
行
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
最
初
の
出

会
い
で
す
。

当
時
、
イ
ラ
ン
の
パ
ー
レ
ビ
国
王
に
面
会
を
申
し
込
ん
だ
の
だ
け
れ

ど
も
、
残
念
な
が
ら
会
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
で
も
、
申
し
込
ん
だ
人

は
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
会
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
最
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
行
っ
て
、
エ
ッ
ソ
、
つ
ま
り
エ
ク
ソ
ン
と
い
う
名
前
を
変
え
る
前
の

段
階
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
会
社
に
も
行
き
ま
し
た
ね
。

そ
し
て
一
九
七
二
年
と
い
う
の
は
、
な
に
が
中
東
地
域
で
あ
っ
た
か

と
い
う
と
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
、
当
時
経
営
参
加
と
訳
し
て
お

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
今
ま
で
中
東
の
石
油
は
、
メ
ジ
ャ
ー
が
支
配
し

て
い
た
。
メ
ジ
ャ
ー
が
ほ
と
ん
ど
全
部
利
権
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

王
様
の
取
り
分
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
あ
と
の
九
〇
何
パ
ー
セ
ン
ト
は

全
部
メ
ジ
ャ
ー
オ
イ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
、
当
時
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
石
油
の
採
油
か
ら
消
費
国
の
末
端
消
費
者
ま
で
す
べ

て
を
支
配
し
て
い
た
。

そ
う
い
う
経
営
権
を
産
油
国
が
取
っ
ち
ゃ
お
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ

た
の
で
す
。
石
油
は
、
非
常
に
需
要
も
あ
る
し
、
日
本
、
西
ド
イ
ツ
以

外
に
も
順
調
に
需
要
が
伸
び
て
い
く
状
況
の
中
で
、
も
っ
と
経
営
権
を

持
っ
て
い
こ
う
と
。
ち
ょ
う
ど
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
強
化
さ
れ
た
こ
ろ
で
す
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
相
談
し
て
も
っ
と
経
営
参
加
し
よ
う
と
、
自
分
た
ち
が
取

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
メ
ジ
ャ
ー
・
オ
イ
ル
の
国
々
も
会
社
も
、
そ
れ
は
抵
抗
で
き

な
い
と
。
む
し
ろ
逆
に
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
た
会
社
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
。
と
い

う
の
は
、
中
東
地
域
と
い
う
の
は
、
政
情
、
政
治
的
に
不
安
が
あ
る
、

安
定
度
が
ど
う
も
不
透
明
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。当

時
は
原
子
力
発
電
と
い
う
の
が
だ
ん
だ
ん
出
て
き
て
、
メ
ジ
ャ

ー
・
オ
イ
ル
の
人
た
ち
も
い
ず
れ
石
油
か
ら
原
子
力
に
変
わ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
ぐ
ら
い
に
考
え
た
会
社
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
非
常
に

複
雑
な
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
イ
ラ
ン
の
よ
う
な
革
命
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
の

動
き
が
急
速
に
進
展
し
て
、
国
王
が
そ
れ
を
支
配
す
る
体
制
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
の
と
き
か
ら
国
王
に
対

し
て
も
っ
と
接
近
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
動
き
も
、
当
然
な
が

ら
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
と
全
く
違
う
状
況
に
な
っ
て
き

た
。
そ
う
い
う
中
で
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
の
は
起
こ
っ
た
わ
け
で

す
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
石
油
危
機
時
に
ソ
連
に
も
同
国
の
輸
出
公
社
と
の
原
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油
価
格
交
渉
の
為
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
訪

問
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
こ
の
訪

問
は
一
九
七
二
年
に
中
東
に
訪
問
し
た
時
に
つ
い
で
に
ソ
連
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
一
九
七
三
年
に
第
四

次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
て
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
の
あ
と
も
含
め
て
何
度
も
行
っ
て
い
る
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
わ
か
り
ま
す
が
、

ソ
連
と
い
う
の
は
意
外
で
す
ね
。

福
田
：
ソ
連
は
日
本
海
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
か
ら
石
油
を
輸

出
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
硫
黄
分
の
少
な
い
非
常
に

い
い
原
油
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
買
う
た
め
に
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ソ
連
か
ら
石
油
を
買
う
の
は
、
一
九
七
三
年
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
以
降
で
す
か
。

福
田
：
そ
の
前
か
ら
で
す
。
別
に
増
や
す
と
か
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
い
う
の
も
、
向
こ
う
も
そ
う
い
う
特
殊
な
も
の
は
生
産
量
が
限

ら
れ
て
い
る
か
ら
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
日
本
の
中
東
資
源
外
交
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
日

本
が
一
九
七
二
年
ま
で
メ
ジ
ャ
ー
を
相
手
に
し
て
い
て
、
そ
れ
以
降
は

メ
ジ
ャ
ー
だ
け
で
は
駄
目
な
の
で
、
国
王
や
中
東
諸
国
の
首
脳
部
と
直

接
に
接
触
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
理
解
が
強
ま
っ
て
き

た
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

福
田
：
そ
れ
を
境
に
し
て
、
明
ら
か
に
切
り
替
わ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
メ
ジ
ャ
ー
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
相
手
に
す
れ
ば
よ

か
っ
た
で
す
。
メ
ジ
ャ
ー
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
日
本
ま
で
売

り
に
来
る
わ
け
で
す
。
日
本
に
い
て
、
座
っ
て
い
て
買
え
た
わ
け
で

す
。
契
約
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
時
代
が
終
わ
っ
た
わ
け
で

す
。
む
し
ろ
産
油
国
に
直
接
交
渉
し
に
行
く
時
代
が
始
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
当
然
な
が
ら
、
そ
う
い
う
国
々
と
も
っ
と
密
接
な
関
係
を
持
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
状

況
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
質
問
で
す
が
、
福
田
総
理
は
早
稲
田
大
学
を
卒

業
さ
れ
た
あ
と
、
丸
善
石
油
に
入
社
し
、
約
一
七
年
間
同
社
に
お
勤
め

に
な
り
ま
し
た
。
丸
善
石
油
時
代
の
福
田
先
生
に
つ
い
て
詳
細
に
お
話

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
な
ぜ
石
油
会
社
に
勤
務
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

福
田
：
こ
れ
は
、
私
が
大
学
生
時
代
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
式
の
会
社
運

営
に
関
心
を
持
ち
、
い
ず
れ
は
金
も
う
け
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
わ

け
で
す
よ
。
当
時
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
は
、
企
業
で
仕

事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
ぐ
ら
い
に
ま
だ
日
本
が

貧
し
い
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
学
生
の
頃
は
、
僕
は
経
営
学
な
ど

を
ず
い
ぶ
ん
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
卒
業
す
る
頃
に
は
、
普
通
の

会
社
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
、
こ
れ
か
ら
伸
び
る
会
社
。
と
い
う
こ
と
は
、
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当
時
、
何
と
い
っ
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石
炭
か
ら
転
換
し
て
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
た
頃
で
す
よ
。
同
時
に
、
石
油
化
学
原
料

と
し
て
の
石
油
が
着
目
さ
れ
て
い
た
頃
で
、
い
ま
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸

び
る
分
野
で
仕
事
を
す
る
の
が
一
番
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
れ
で
、
石
油
会
社
の
中
で
、
ほ
か
に
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

当
時
、
一
番
活
発
に
積
極
的
な
経
営
を
し
て
い
る
会
社
が
丸
善
石
油
だ

っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
丸
善
石
油
が
一
番
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
、
そ
こ
に
入
る
こ
と
を
決
め
た
ん
で
す
。
後
年
、
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
を

開
発
し
た
杉
本
茂
は
な
か
な
か
ア
イ
デ
ア
マ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

人
間
的
に
も
大
変
立
派
な
人
で
し
た
。
そ
の
人
は
普
通
の
仕
事
を
し
な

い
、
新
し
い
も
の
を
発
想
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
人
な
ん
で
す
ね
。

彼
が
書
い
た
本
な
ん
か
も
見
て
い
ま
し
て
、「
あ
あ
、
こ
う
い
う
会
社

は
い
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
、
丸
善
石
油
に
入
っ
た
の
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
の
当
時
か
ら
杉
本
茂
と
の
面
識
が
あ
っ
た
ん
で
す

か
？福

田
：
面
識
は
な
か
っ
た
で
す
。
そ
の
本
を
通
し
て
し
か
な
か
っ
た

ん
で
す
。
本
の
中
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
当
時

は
石
油
を
日
本
が
外
国
か
ら
買
う
の
が
当
り
前
で
し
ょ
。
し
か
し
、
そ

の
石
油
を
ア
メ
リ
カ
に
売
る
こ
と
を
考
え
た
人
な
ん
で
す
よ
。
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
日
本
は
当
時
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
は
需
要
が

少
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
ガ
ソ
リ
ン
分
が
余
る
ん
で

す
よ
。
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
は
も
う
モ

ー
タ
ー
カ
ー
時
代
で
す
か
ら
ね
。
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
す
る
と
い
う
状
況

の
中
で
、
ガ
ソ
リ
ン
成
分
を
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
発
想
を
す
る
人
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

当
時
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
石
油
を
輸
出
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
石
油
は
全
部
外
国
か
ら
く
る
も
の
、
く
る
一
方
だ
と
考
え
て
い

た
。
原
油
を
タ
ン
カ
ー
に
積
ん
で
日
本
に
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
帰
る

時
に
タ
ン
カ
ー
は
空
っ
ぽ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
空
っ
ぽ
の
と
こ
ろ

に
ナ
フ
サ
を
積
ん
だ
ん
で
す
。
ナ
フ
サ
と
い
う
か
ガ
ソ
リ
ン
成
分
を

ね
。
だ
か
ら
運
賃
が
安
く
な
る
わ
け
で
す
。
向
こ
う
も
安
い
ナ
フ
サ
を

入
手
で
き
る
。

ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
当
た
り
前
の
話
だ
け
れ
ど
、
当
時
は
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
る
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
本
も
出
し
て
い
ま
し
た
し
、
面
白
い
な
と
。
こ

う
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
る
人
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
れ
で
、
そ
う
い
う
人
が
い
る
会
社
に
行
き
た
い
と

い
う
。

福
田
：
そ
う
、
そ
う
な
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
既
に
少
し
触
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
丸
善
石
油
で

は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
の
ご
経
験
は

あ
と
で
政
治
に
関
わ
ら
れ
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
生
か
さ
れ
た
で
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し
ょ
う
か
。
特
に
中
東
と
の
関
係
に
お
い
て
、
な
に
か
影
響
が
あ
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
あ
り
ま
し
た
ね
。
入
っ
た
こ
ろ
は
、
石
油
は
メ
ジ
ャ
ー
が
扱

っ
て
い
た
。
そ
し
て
比
較
的
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
ジ

ャ
ー
も
一
生
懸
命
売
り
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
楽

な
こ
ろ
は
、
私
は
計
画
的
な
仕
事
、
会
社
の
経
営
計
画
と
い
っ
た
よ
う

な
計
画
分
野
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
前
に
、
偶
然
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
石

油
の
調
達
部
門
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
。
石
油
の
調
達
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
仕
事
の
内
容
が
が
ら
り
と
変
わ
っ

た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
調
達
の
多
様
化
、
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
調

達
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
、
ず
い
ぶ
ん
国
を
増
や
し
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
石
油
調
達
部
門
で
具
体
的
に
ど
ん
な
仕
事
さ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
石
油
の
輸
入
そ
の
も
の
で
す
。
輸
入
実
務
と
い
う
か
、
輸
入

を
契
約
す
る
こ
と
が
一
番
大
き
な
仕
事
で
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
し
た
ら
、
中
東
だ
け
で
は
な
く
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
あ

た
り
も
あ
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
産
油
国
と
の
直
接
な
交

渉
な
ど
も
行
っ
た
と
い
う
例
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
当
時
は
、
相
手
は
産
油
国
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
メ
ジ
ャ
ー
な

ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
メ
ジ
ャ
ー
・
オ
イ
ル
で
す
。
当
時
は
ま
だ
、
直

接
的
な
産
油
国
と
の
交
渉
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う

ど
石
油
危
機
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
経
営

参
加
）
が
、
と
い
う
動
き
が
同
時
並
行
的
に
起
こ
っ
て
、
要
す
る
に
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
団
結
が
、
力
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
パ

ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
。
要
す
る
に
、
メ
ジ
ャ
ー
か
ら
取
り
戻
す
ん

だ
と
。
そ
う
し
た
ら
ば
、
い
ま
ま
で
産
油
国
と
交
渉
し
た
こ
と
の
な

い
、
経
験
の
な
い
国
々
が
、
み
ん
な
慌
て
て
押
し
か
け
た
わ
け
で
す

よ
。
そ
し
て
、
石
油
の
値
段
を
押
し
上
げ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

が
石
油
危
機
の
と
き
の
混
乱
の
要
因
の
一
つ
で
す
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
先
ほ
ど
福
田
先
生
は
一
九
七
二
年
に
初
め
て
中
東
に

行
っ
た
と
仰
っ
た
が
、
丁
度
こ
の
と
き
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
、
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
石
油
の
調
達
部
門
に
い
た
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
寸
前
で
す

ね
。
そ
の
と
き
は
調
査
団
で
行
っ
た
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
団
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
参
加
し
て
行
っ
た
ん
で
す
。

八

政
治
家
へ
の
転
身

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
に
移
っ
て
い
た
だ
い
て
宜
し
い
で
す
か
、
つ
ま
り

丸
善
石
油
で
の
ご
経
験
は
あ
と
で
政
治
に
関
わ
ら
れ
て
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
形
で
生
か
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
中
東
と
の
関
係
に
お
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い
て
、
な
に
か
影
響
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
う
い
う
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
し
て
外
国
、
産
油
国
と
の
関

係
を
考
え
て
い
く
と
、
政
治
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な
要
素
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
特
に

外
交
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
意
識
し
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
私
が
国
会
議
員
に
な
っ
て
、
外
交
を
一
番
最
初
に
手
が
け
た
一
つ
の

理
由
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
そ
う
い
う
基
礎
的
な
知
識
は
十
分
に
持
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

政
治
家
に
な
っ
て
か
ら
も
非
常
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
こ
こ
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
外
交
は
伝
統
的
な
外
交
で
す

か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
的
な
外
交
で
す
か
。

福
田
：
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
は
伝
統
的
な
外
交
で
す
。
し
か
し
そ
の

伝
統
的
な
外
交
の
基
礎
は
な
に
か
と
い
え
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
。
や
は
り
国
民
同
士
の
理
解
が
、

外
交
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
外
交
が
う
ま
く
い
く
か
ど

う
か
、
国
民
同
士
が
お
互
い
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
国
民

同
士
が
お
互
い
を
認
め
合
う
関
係
に
あ
れ
ば
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
も
進
め
や
す
い
で
す
。

も
し
そ
う
で
な
い
と
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
の
は
う
ま
く
い
か

な
い
で
す
よ
ね
。
国
民
が
反
対
し
て
外
交
が
う
ま
く
い
く
こ
と
に
は
な

か
な
か
な
ら
な
い
。
も
し
な
っ
た
と
し
て
も
困
難
を
伴
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
の
は
幅
が

広
い
け
れ
ど
も
、
と
て
も
大
事
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
に
移
り
ま
す
。

福
田

ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
追
加
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
は
い
、
ど
う
ぞ
。

福
田
：
日
本
は
戦
後
、
実
際
問
題
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
で
す
よ
。
そ
れ
が
中
心
的
な
課
題
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
の
国
と
同
じ
よ
う
な
、
た
と
え
ば
軍
事
力
と
か
、
そ
う

い
う
要
素
が
な
い
ん
で
す
か
ら
、
ほ
か
の
国
と
は
全
く
違
う
状
況
に
あ

る
。
軍
事
力
を
意
識
し
な
い
外
交
と
な
り
ま
す
と
、
や
は
り
人
的
交
流

と
か
人
材
育
成
と
か
、
産
業
を
育
成
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
形
に
な

り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
外
務
省
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
。
そ

う
で
し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
こ
は
、
少
し
進
ん
で
か
ら
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

く
の
で
す
け
れ
ど
も
。
次
に
う
か
が
い
た
い
の
は
、
一
九
五
九
年
か
ら

一
九
七
六
年
の
間
、
丸
善
に
勤
務
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
で
す
ね
。
そ
ん
な
も
の
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
何
が
き
っ
か
け
で
、
丸
善
石
油
を
辞
め
て
、
政
界
と

い
う
か
、
お
父
さ
ま
の
福
田
赳
夫
の
下
で
秘
書
役
を
す
る
こ
と
を
決
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
も
そ
も
産
業
政
策
の
中
の
石
油
の
位
置
づ
け
、
会
社
の
在
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り
方
も
含
め
て
、
も
う
限
界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
が
一
つ

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
は
、
い
ろ
い
ろ
開
発
会
社
な
ど
に
「
参
加
し

な
い
か
」、
と
い
う
話
も
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
石
油
の
業

界
の
中
で
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
若
干
抵
抗
が
あ
っ
た

し
、
た
ま
た
ま
政
治
の
ほ
う
に
足
を
突
っ
込
ん
で
い
く
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
私
が
丸
善
に
い
た
最
後
の
頃
は
、
政
治
の
仕
事
に
相
当
関
与
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
父
親
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
れ

を
補
佐
す
る
立
場
の
人
が
必
要
だ
と
感
じ
て
、
そ
れ
で
仕
事
を
変
え
た

ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
こ
か
ら
も
う
ず
っ
と
政
界
で
活
躍
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
そ
う
。
そ
れ
か
ら
、
当
時
は
中
選
挙
区
制
と
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
な
か
な
か
選
挙
が
大
変
な
ん
で
す
よ
。
選

挙
運
動
が
大
変
な
ん
で
す
。
選
挙
運
動
と
は
、
選
挙
が
始
ま
っ
て
か
ら

の
話
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
も
う
要
す
る
に
三
六
五
日
、
ず
っ
と
選
挙

な
ん
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
年
が
ら
年
中
選
挙
運
動
で
す
。
中
選
挙

区
制
の
弊
害
の
一
番
大
き
な
と
こ
ろ
は
そ
こ
に
あ
る
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
し
た
ら
、
人
の
力
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
か
。

福
田
：
そ
う
な
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ス
タ
ッ
フ
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
で
し
ょ
う
。

福
田
：
ス
タ
ッ
フ
も
た
く
さ
ん
要
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
そ
れ
を
ま

と
め
て
い
く
人
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
中
選
挙
区
制
で
、
選
挙

区
に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
を
中
心
に
い
ろ
ん
な
活
動
を
す
る

わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
中
選
挙
区
制
の
と
き
は
、
や
は
り
後
援
会
の
組

織
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
と
は

も
う
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
し
っ
か
り
し
た
組
織
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
組
織
を
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
い
ま
よ
り
当
時
の
選
挙
争
い
は
激
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
で
す
。
私
の
父
の
選
挙
区
は
、
福
田
、
中
曽
根
、
小

渕
、
そ
れ
に
社
会
党
は
委
員
長
を
や
っ
た
山
口
と
い
う
、
こ
の
四
人
で

す
よ
。
毎
回
こ
れ
で
争
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
大
変
な
ん
で
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
み
ん
な
強
い
候
補
者
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
や
っ
て
後
援
会
組
織
を
つ
く
っ
て
く
る
と
、
福
田
と
中

曽
根
は
い
つ
も
も
の
す
ご
く
熾
烈
な
戦
い
を
し
た
。
ど
っ
ち
が
一
番
に

な
る
か
。
後
援
会
同
士
と
す
る
と
、
や
は
り
自
分
の
ほ
う
が
勝
た
な
い

と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。
も
う
必
死
の
戦
い
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
大
変
で
す
ね
。

福
田
：
そ
れ
は
大
変
で
す
よ
。
そ
れ
が
中
選
挙
区
制
。
こ
ん
な
選
挙

制
度
は
よ
く
な
い
と
い
う
の
は
、
福
田
赳
夫
は
ず
っ
と
主
張
し
て
い

た
。
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
岸
信
介
。
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レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
は
い
つ
頃
か
ら
変
わ
っ
た
ん
で

す
か
。
や
は
り
冷
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
か
。

福
田
：
う
ん
？

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
変
わ
っ
た
の
は
冷
戦
終
焉
後
、
つ
ま
り
一
九
九
〇
年

代
に
入
っ
て
か
ら
な
ん
で
す
か
。

福
田
：
一
九
九
七
年
の
選
挙
で
第
一
回
目
の
小
選
挙
区
制
に
変
わ
り

ま
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
一
九
九
〇
年
代
で
す
か
。

福
田
：
そ
う
。
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
の
頃
に
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

が
起
こ
っ
て
、
そ
れ
が
他
の
不
祥
事
と
重
な
っ
て
選
挙
制
度
の
変
更
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
一
九
九
四
年
に
今
の
小
選
挙
区
制
に
な
り
ま
し

た
。一

九
五
五
年
以
来
自
民
党
が
ず
っ
と
勝
っ
て
い
る
の
は
、
野
党
が
弱

い
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
も
う
ま
っ
た
く
日
本
独
特
の
政
治
の
話
に
な
っ

て
し
ま
う
（
笑
）。
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
て
、
中
選
挙
区
制
が

小
選
挙
区
制
に
な
っ
た
一
番
大
き
な
原
因
は
、
自
民
党
の
中
に
お
け
る

戦
い
が
激
し
す
ぎ
る
。
そ
の
戦
い
の
テ
ー
マ
は
政
策
じ
ゃ
な
い
。
政
策

は
同
じ
で
す
か
ら
。
自
民
党
の
中
同
士
で
す
か
ら
。
あ
と
、
サ
ー
ビ
ス

合
戦
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
ね
。

結
果
的
に
は
金
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
金
が
か
か
る
の

を
い
と
わ
ず
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
お
金
も

調
達
で
き
た
。
企
業
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
な
か
っ
た
。
で
す

か
ら
企
業
の
闇
の
献
金
も
あ
っ
た
し
、
そ
れ
か
ら
政
治
資
金
規
正
法
、

受
け
取
る
側
の
規
制
も
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
し
、
非
常
に
ル
ー
ズ
な
時

代
。
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
と
か
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
い
ま
で
も
行
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
さ
っ
き
の
話
の
中
で
、
丸
善
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
最

後
の
頃
、
政
界
に
も
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
か
の
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て
い

た
と
い
う
の
は
、
会
社
的
な
仕
事
で
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

福
田

い
や
、
そ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
切
別
。
一
切
、
切
り
離

し
て
ね
。
仕
事
に
は
影
響
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
た
。

九

石
油
危
機
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
で
す
が
、
い
き
な
り
話
が
変
わ
り
ま
し
て
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
戦
後
中
東
認
識
、
政
策
を
理
解
す
る
上
で
、
一
九

七
三
年
に
起
こ
っ
た
石
油
危
機
が
大
き
な
転
換
期
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
石
油
危
機
の
際
、
福
田
総
理
は
丸
善
石
油
に
勤
務
中
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
当
事
者
と
し
て
の
同
危
機
に
つ
い
て
、
少
し
伺
い
た
い

で
す
。
先
ほ
ど
も
若
干
触
れ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
丸
善
で
の
個

人
的
な
経
験
や
、
同
じ
会
社
の
中
で
、
政
財
界
の
人
と
の
付
き
合
い
の

上
で
も
し
追
加
で
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
同
危
機
が
日
本
社
会
や
政
治
、
経
済
界
に
与
え
た
影
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響
と
は
な
ん
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
認
識
と
政
策
レ
ベ
ル
を
軸
に
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

福
田
：
難
し
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
幅
が
広
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
答

え
に
く
い
け
れ
ど
も
。
一
九
七
三
年
と
い
う
の
は
ま
さ
に
転
換
期
で
す

よ
。
こ
れ
は
同
時
に
、
中
東
の
産
油
国
自
身
の
転
換
期
で
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
そ
う
い
う

も
の
が
、
一
歩
も
二
歩
も
三
歩
も
後
退
し
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
世

界
が
変
わ
っ
た
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
の
社
会
や
政
治
、

経
済
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
か
。
い
ま
ま
で
の
発
想
、
考
え
方

は
、
根
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。

国
民
的
に
い
え
ば
、
石
油
が
な
く
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な

い
と
い
う
こ
と
が
一
番
分
か
り
や
す
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
石
油
が
い
か
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
か
に
気

が
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
油
は
日
本
の
産
業
だ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
の
経
済
全
般
に
深
く

染
み
渡
っ
た
と
い
う
の
は
、
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
よ
ね
。
あ
ま

り
に
も
深
く
入
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
も
、
当
然
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

概
念
、
こ
れ
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
日
本
だ
け
の
話
で
は
な
い
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
小
型
車
が

そ
の
こ
ろ
か
ら
急
速
に
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で

小
型
車
を
つ
く
っ
て
い
た
日
本
は
、
非
常
に
経
済
的
に
は
利
益
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
反
面
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
大
型
車
を
つ

く
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
自
動
車
産
業
は
非
常
に
斜
陽
化
し
て
い
っ
た

と
。
あ
の
こ
ろ
は
転
機
で
す
よ
。
そ
う
い
う
世
界
の
経
済
に
与
え
た
影

響
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か
し
、
も
と
を
正
せ
ば
各
個
人
が
そ
の
こ
と

を
意
識
し
始
め
た
、
そ
う
い
う
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
追
加
し
て
い
え
ば
、
当
時
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
提
言
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
二
～
三
年
前
で
す
。

そ
の
考
え
方
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
提
言
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
人
口
が

ど
ん
ど
ん
増
え
る
、
資
源
を
ど
ん
ど
ん
使
う
、
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て

い
た
ら
地
球
が
破
滅
す
る
と
い
う
提
言
で
す
。
そ
う
い
う
提
言
と
石
油

シ
ョ
ッ
ク
は
ち
ょ
う
ど
重
な
る
の
で
す
。
文
明
的
に
も
非
常
に
重
要
な

要
素
で
あ
っ
た
と
。
そ
の
へ
ん
は
あ
な
た
も
よ
く
研
究
し
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
な
に
か
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
あ
り
ま
す
よ
。
大
い
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
メ
ジ
ャ

ー
・
オ
イ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
パ
ー
テ

ィ
シ
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
レ
ヴ
ェ
ン
ト
Ḽ
：
経
営
参
加
）
を
受
け
入
れ
る
考

え
方
に
な
っ
た
一
つ
の
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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そ
の
へ
ん
の
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
産
業
社
会
経
済
、
そ
し
て
国
民
生

活
に
影
響
を
与
え
た
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は

公
害
問
題
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
そ
の
こ
ろ
か
ら
強
く
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

一
〇

福
田
康
夫
首
相
と
「
中
東
」

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
内
閣
総
理
大
臣
に
就
か
れ
た
と
き
、
中
東
諸
国
と
ど

の
よ
う
な
付
き
合
い
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
政
策
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
ー
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
幸
い
に
し
て
私
が
総
理
大
臣
を
し
て
い
る
こ
ろ
は
、
特
別
な

問
題
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
年
間
で
は
、
中
東
関
係
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
で
す
ね
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
わ
り
あ
い
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て
く

れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。
中
東
の
石
油
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

中
東
関
係
で
全
般
的
に
言
う
と
、
あ
の
頃
は
平
穏
な
時
代
で
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
外
的
に
大
き
な
事
件
と
か
は
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
あ
の
頃
は
、
環
境
問
題
で
す
よ
。
国
際
的
な
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
、
環
境
問
題
と
い
う
と
脱
石
油
で
す
よ
。
だ
か

ら
そ
の
頃
も
、
や
は
り
石
油
か
ら
だ
ん
だ
ん
離
れ
て
い
く
こ
と
と
同
時

に
、
中
東
諸
国
も
だ
ん
だ
ん
と
。
い
ま
ま
で
自
噴
し
て
い
た
。
力
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
油
田
が
皆
年
を
取
っ
て
、
た
と
え
ば
水
を
注
入
す
る

と
か
、
ガ
ス
を
注
入
す
る
と
か
で
出
す
と
こ
ろ
も
出
て
、
老
齢
化
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
新
し
い
石
油
開
発
、
た
と
え
ば
穴

を
掘
る
こ
と
を
、
少
し
や
ら
な
く
な
っ
て
き
た
時
期
で
も
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
こ

れ
は
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

当
時
石
油
価
格
が
一
七
〇
ド
ル
と
か
八
〇
ド
ル
と
か
、
値
段
が
高
く
な

っ
た
ん
で
す
ね
。
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
の
破
綻
で
は
あ
る
の

だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
民
主
主
義
国
家
が
少
し
異
常
な

状
況
を
示
し
た
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

あ
の
と
き
は
ア
メ
リ
カ
が
ガ
ス
の
開
発
を
始
め
た
。
み
ん
な
が
始
め

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
な
に
し
ろ
石
油
価
格
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ

て
い
っ
た
の
で
す
か
ら
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
石
油
の
生
産
が
そ
れ
に

追
い
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
開
発
の
限
界
が

あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
産
油
国
も
、
そ
ん

な
に
ほ
う
ぼ
う
掘
っ
て
た
く
さ
ん
出
し
て
い
る
も
の
が
売
れ
な
く
な
っ

た
ら
、
値
段
が
下
が
る
だ
け
で
し
ょ
う
。
石
油
は
備
蓄
が
利
か
な
い
ん

で
す
よ
。
備
蓄
は
量
が
限
ら
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
需
要
が
ど
ん
ど

ん
な
い
と
、
生
産
も
で
き
な
い
。
す
ぐ
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。
あ
ふ
れ
る

と
大
変
だ
か
ら
。
石
油
は
い
っ
た
ん
掘
っ
て
、
出
だ
す
と
止
ま
ら
な
い
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ん
で
す
よ
。
止
め
る
と
き
は
、
そ
の
油
田
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
と
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
お
金
も
か
か
る
し
ね
。
結
局
あ
ふ
れ
て
し
ま

う
。
そ
う
し
た
ら
安
売
り
し
よ
う
と
。
す
ぐ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
。
安
売
り
す
る
と
、
原
油
価
格
が
下
が
る
で
し
ょ
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は

そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
そ
の
た
め
に

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
つ
く
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
生
産
調
整
機
構

で
す
。
価
格
を
維
持
す
る
た
め
の
機
構
で
す
。
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
一
番
注
意
し
て
お

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
結
果
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

し
か
し
、
そ
れ
は
中
東
が
原
因
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
金
融
経
済
に
対
す
る
行
き
過
ぎ
た
考
え
方
、

そ
れ
が
問
題
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
当
時
は
脱
石
油
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
に
転
化
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
当
時
石
油
が
不

足
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
は
石
油
開
発
を
や
め

て
シ
ェ
ー
ル
に
転
換
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
シ

ェ
ー
ル
で
ま
か
な
お
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
穀
物
に
対
す
る
水
の
供
給
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
の
生
産
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
穀
物
価
格
が
暴
騰
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
水
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
穀
物
を
作
る
人
た
ち

が
農
業
を
辞
め
て
土
地
を
シ
ェ
ー
ル
の
開
発
業
者
に
売
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
い
う
問
題
で
す
。
そ
し
て
穀
物
不
足
で
、
穀
物
相
場
は
値
段

が
上
が
っ
て
、
世
界
的
に
イ
ン
ド
な
ど
で
穀
物
が
不
足
す
る
と
か
、
米

が
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

石
油
の
不
足
、
穀
物
の
暴
騰
、
世
界
中
が
非
常
に
不
安
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
と
き
に
、
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
い
う
会
社
の
破
綻
が

重
な
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
時
期
が
あ
っ
て
、
一
時
的
に
景

気
が
後
退
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
中
東
が
原
因
と
い

う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
特
に
親
し
か
っ
た
中
東
首
脳
と
は
誰
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

福
田
：
ザ
ー
イ
ド
さ
ん
、
当
時
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
け
れ
ど

も
。
そ
の
息
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
、
国
王
的
な
立
場
で
活
躍
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
彼
と
は
親
し
い
関
係
と
い
う
か
、
昔
一
九
九
〇
年
湾

岸
戦
争
の
と
き
に
ア
ブ
ダ
ビ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
ザ
ー
イ
ド

さ
ん
に
も
会
っ
た
し
、
皇
太
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
、
彼
に
も
会
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
し
。
そ
う
い
う
経
験
を
お
互
い
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
す

か
ら
、
割
合
と
気
楽
に
い
ろ
い
ろ
話
が
で
き
る
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ム
ハ
ン
マ
ド
氏
は
非
常
に
日
本
に
対
し
て
関
心
の
強
い
人
で

す
。
な
に
に
関
心
を
持
っ
た
か
と
い
う
と
、
大
和
魂
で
は
な
い
け
れ
ど
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も
、
武
士
道
と
い
う
も
の
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
。
要
す
る
に
彼
の

関
心
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
日
本
は
戦
後
日
本
全
体
が
焦
土

と
化
し
て
、
し
か
し
そ
こ
か
ら
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
急
速
に
立
ち
上
が

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
ド
イ
ツ
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
。

日
本
は
ア
ジ
ア
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
国
で
は
な
い
と
思

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
急
速
に
発
展
し
た
の
は
い
っ
た
い
ど
う

し
て
な
の
か
、
な
に
が
原
因
な
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
武
士
道
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
取
り
な
が
ら
自
分
の
国
の
発
展
を

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

福
田
：
そ
う
、
そ
の
通
り
で
す
。
そ
こ
で
人
材
育
成
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
思
い
が
至
っ
て
、
当
時
日
本
人
学
校
と
い
う
も
の
が
ア

ブ
ダ
ビ
に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
学
校
と
い
っ
て
も
、
生
徒
が
三
〇
人

ぐ
ら
い
の
小
さ
な
学
校
で
す
。
そ
こ
に
自
分
の
子
ど
も
ま
で
入
れ
て
く

れ
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
無
理
と
し
て
も
、
ア

ブ
ダ
ビ
の
人
を
三
〇
人
か
、
四
〇
人
か
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
や
っ
て

い
ま
す
。
日
本
人
的
な
教
育
を
し
て
い
ま
す
。

非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
と
っ
て
大
事

な
石
油
の
調
達
も
順
調
に
い
っ
て
い
る
と
。
新
し
い
契
約
を
日
本
に
与

え
て
く
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。
で
す
か
ら
相
互

協
力
は
非
常
に
順
調
に
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
両
国
関
係
を
資
源
だ
け
で
は
な
く
て
、
全
面
的
に
考

え
る
と
の
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
で
き
う
る
こ
と
は
な
る
べ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で

す
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
の
中
で
資
源
確
保
も
で
き
ま
す
ね
。

福
田
：
そ
う
、
そ
う
で
す
。
ア
ブ
ダ
ビ
も
脱
石
油
を
考
え
て
い
る
わ

け
で
し
ょ
う
。
石
油
資
源
は
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
で

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
な
に
が
必

要
か
を
考
え
る
。
特
に
ア
ブ
ダ
ビ
の
場
合
に
は
緑
化
事
業
を
し
て
い
ま

す
よ
ね
。
緑
化
す
る
た
め
に
は
水
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
水
が
な
い

わ
け
で
す
よ
ね
。
だ
け
れ
ど
も
、
海
水
を
淡
水
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
は
そ
う
い
う
水
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
淡
水
化
の
装
置

を
向
こ
う
に
提
供
す
る
こ
と
は
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

で
も
淡
水
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
装
置
を
動
か
す
電
力
が
必
要
な

の
で
す
。
電
力
は
な
に
か
ら
つ
く
る
か
と
、
石
油
を
燃
や
す
の
か
ど
う

か
と
い
う
悩
ま
し
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
い

ま
は
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
し
ょ
う
。
ア
ブ
ダ
ビ
は
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
ず
い

ぶ
ん
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
砂
漠
中
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
展
開
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
い
ろ
い
ろ
な
知

恵
を
出
し
合
う
と
、
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
福
田
総
理
は
イ
エ
メ
ン
と
な
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に
か
特
別
な
関
係
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
私
の
友
人
が
イ
エ
メ
ン
の
人
と
親
し
く
な
っ
て
、
イ
エ
メ
ン

協
会
を
つ
く
ろ
う
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
に
そ
の
会
長
を
し
て
く
れ

と
言
う
の
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
そ
う

し
よ
う
と
、
私
が
会
長
に
な
っ
て
、
会
長
と
し
て
な
に
か
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
イ
エ
メ
ン
の
国
に
行
っ
て
、
サ
レ
ハ
大
統
領
、

彼
と
お
付
き
合
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
日
本
の
中
に
イ
エ
メ
ン

議
員
連
盟
を
つ
く
り
ま
し
て
、
大
統
領
が
日
本
に
来
れ
ば
、
彼
は
二
回

来
ま
し
た
が
、
議
員
連
盟
の
人
が
集
ま
っ
て
歓
迎
を
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
。
で
す
か
ら
、
サ
レ
ハ
氏
は
私
を
非
常
に
信
用
し
て
く
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

イ
エ
メ
ン
に
対
し
て
な
に
か
要
求
す
る
こ
と
は
、
私
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
な
に
か
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
け
れ
ど

も
、
し
か
し
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
ま
さ

に
、
国
民
と
国
民
の
お
付
き
合
い
を
し
よ
う
と
始
め
た
わ
け
で
す
か

ら
。そ

う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
日
本
は
民
間
の
人
た
ち
が
努
力
し
て
そ

う
い
う
関
係
を
つ
く
る
、
い
ろ
い
ろ
な
協
会
、
友
好
協
会
、
そ
う
い
う

も
の
を
つ
く
る
こ
と
に
努
力
し
て
く
れ
た
人
が
い
ま
す
。
い
ま
野
田
と

い
う
女
性
大
臣
が
い
る
で
し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
野
田
聖
子
。
彼
女
の
お
じ
い
さ
ん
、
野
田
卯
一
、
こ
の
人
は

な
か
な
か
偉
い
人
で
、
国
会
議
員
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
ア
ジ
ア
の
す

べ
て
の
国
々
と
の
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
全
く

民
間
の
協
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
い
ま
で
も
存
在
し
ま

す
。一

一

イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
質
問
で
す
。
二
〇
〇
三
年
三
月
、
米
国
が
主
体

と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
参
加
し
て
、
大
量
破

壊
兵
器
保
持
を
理
由
と
す
る
イ
ラ
ク
自
由
作
戦
の
も
と
で
、
イ
ラ
ク
戦

争
が
始
ま
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
一
部
の
欧
州
国
が
反
対

し
、
国
連
決
議
も
な
い
ま
ま
米
国
主
導
に
よ
る
イ
ラ
ク
戦
争
で
す
が
、

日
本
は
英
国
よ
り
も
い
ち
早
く
米
国
と
の
同
盟
を
重
視
し
た
上
で
、
支

持
を
表
明
し
ま
す
。

そ
れ
で
復
興
支
援
と
し
て
自
衛
隊
も
派
遣
し
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
当
時
福
田
先
生
は
小
泉
政
権
で
官
房
長
官
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
日
本
側
の
当
事
者
と
し
て
間
近
で
経
験
し
て
お

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
こ
う
い
っ
た
経
緯
。
要
は
日
本
政
府
の

米
国
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
支
持
表
明
へ
の
経
緯
、
ま
た
は
日
本
政
府
の

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
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福
田
：
そ
ん
な
簡
単
に
し
ゃ
べ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
よ
。
経
緯
は
長

い
か
ら
ね
。
簡
単
に
お
話
し
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
日
米
同
盟
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
日
本
は
賛
成
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
日
本
自
身
が
戦

争
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
も
当
然
知
っ
て
い
る
。

当
時
は
、
な
る
べ
く
賛
成
す
る
国
を
増
や
し
た
い
と
ア
メ
リ
カ
は
思
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
日
本
は
戦
争
に
は
参
加
し
な
い
け
れ
ど
、
賛
成
は
し

て
く
れ
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
ぜ
ひ
そ
う
し
て

く
れ
と
い
う
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。

当
時
は
小
泉
首
相
で
、
彼
は
戦
争
を
開
始
す
る
寸
前
ま
で
、
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
に
対
し
て
は
、
戦
争
は
よ
く
な
い
。
戦
争
を
し
な
い
で
平
和

的
な
解
決
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
言
い
続
け
て
き
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
表
面
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
一
般
に
は
報
道
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
よ
う
に
言
い
続
け
て
き
た
。
た
だ
、
も
し
ど

う
し
て
も
戦
争
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
支
持
す
る
。
ア
メ
リ
カ

が
決
め
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
は
支
持
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
た

時
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
支
持
す
る
と
い
う
表
明
は
し
た
。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
支
持
す
る
と
言
い
な
が
ら
自
分
た
ち
も
戦
争
に

参
加
し
た
国
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
立
場
が
全
く
違
い

ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
日
本
側
で
す
か
。

福
田
：
日
本
は
。
最
初
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
日
本
は
、
戦
争
最

中
に
軍
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
あ
っ
た
。
そ

う
い
う
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
賛
成

し
て
く
れ
る
国
が
ほ
し
い
、
数
を
増
や
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う

言
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
、
ノ
ー
と
言
う
理
由
は
な
い
わ
け
で
す
。
特

に
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
し
て
も
攻
撃
す
る
と
決
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
同
盟
国
と
し
て
、
決
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
反
対

す
る
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

た
だ
、
戦
争
は
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
ず
っ
と
言
い

続
け
て
き
た
。
だ
か
ら
戦
争
を
す
る
に
は
国
連
決
議
を
取
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
も
何
度
も
言
っ
た
。
そ
の
前
の
段
階
だ
け
れ
ど
、
そ
の
た
め

に
国
連
で
新
し
い
決
議
を
す
る
よ
う
な
努
力
も
ア
メ
リ
カ
は
ず
い
ぶ
ん

し
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
戦
争
反
対
と
言
い
続
け
た
。
僕

等
は
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
に
対
し
て
核
兵

器
な
ど
を
廃
棄
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
も
も
っ
と
強
く
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、

も
し
か
し
た
ら
フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
フ
セ
イ
ン
と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
が

戦
争
に
反
対
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
も
戦
争
し
な
い
か
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も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
を
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
つ
い
最
近

の
、
対
北
朝
鮮
の
問
題
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
北
朝
鮮
か
ら
み
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
が
核
を
や
め
ろ
と
言
う
け
れ
ど
、
し
か
し
ロ
シ
ア
な
ど

が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
助
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
ば
、
そ
れ

は
自
信
を
得
る
わ
け
で
す
。

今
、
現
実
に
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
か
な
か
核
を
や
め
な
い
の

は
、
中
国
と
か
ロ
シ
ア
が
い
ざ
と
な
れ
ば
守
っ
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
期
待
が
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
駆
け
引
き
を

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

フ
セ
イ
ン
も
そ
う
い
う
駆
け
引
き
を
し
た
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
そ
の

結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
し
て
も
や
る
と
い
っ
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
フ

セ
イ
ン
も
命
を
落
と
し
た
わ
け
で
す
。
金
正
恩
は
そ
う
い
う
道
を
望
む

ん
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
金
正
恩
は
そ
う
い
う
こ
と
を
見
て
い
ま

す
、
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が

本
気
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
は
怖
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
。
そ
う
い
う
微
妙
な
駆
け
引
き
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
何
と
も
言
え

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
も
フ
セ
イ
ン
に
対
し
て
、
何
と
か
し
て
核
兵
器
を
や
め
さ

せ
よ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
二
年
も
、
も
っ
と
長

く
交
渉
を
ず
っ
と
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
九
九
〇
年
の
湾
岸
戦

争
以
来
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
パ
パ
は
戦
争
を
や
っ
た
。
あ
の
時
は
う
ま
く
や

っ
た
。
し
か
し
徹
底
的
に
や
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
フ
セ
イ
ン
を
生
か
し

て
お
い
た
か
ら
、
そ
の
あ
と
フ
セ
イ
ン
が
勝
手
な
こ
と
を
始
め
て
し
ま

っ
た
。
一
〇
年
た
っ
た
ら
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で

九
・
一
一
の
テ
ロ
が
起
こ
っ
た
。
今
度
は
自
分
が
こ
れ
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
自
分
の
メ
ン
ツ
が
立
た
な
い
と
、
も
し
か
し
た
ら
思
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
国
際
的
に
非
難
を
受
け
た
一
番
大
き
な
理
由
は
、
国

連
決
議
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

福
田
：
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
反
対
し
た
か
ら
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
「
ア
メ
リ
カ
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た
、
イ
ラ
ク
は
核

は
や
め
ろ
」
と
強
く
言
っ
た
ら
変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
僕
は
思

っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
日
本
か
ら
も
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
特

使
を
送
っ
て
そ
う
い
う
説
得
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
な
ん
で
す
か
。

福
田
：
で
も
な
か
な
か
説
得
で
き
な
か
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
彼
ら
は
固
く
反
対
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
そ
う
、
固
く
反
対
し
た
。
そ
れ
は
イ
ラ
ク
が
解
放
さ
れ

た
あ
と
で
、
ど
う
い
う
分
け
前
を
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
各
国
は

考
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
な
る
ほ
ど
。

福
田
：
国
際
政
治
と
い
う
の
は
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
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ね
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
小
泉
と
ブ
ッ
シ
ュ
の
首
脳
会
談
で
、
小
泉
首
相
か
ら

米
国
側
に
、
戦
争
中
に
日
本
が
支
持
し
て
も
戦
闘
地
で
、
言
い
換
え
れ

ば
戦
う
と
い
う
形
で
は
な
く
て
、
た
と
え
ば
資
金
提
供
な
ど
と
い
う
他

の
形
に
な
る
こ
と
を
予
め
言
っ
て
、
そ
の
結
果
日
本
の
支
持
し
方
に
つ

い
て
既
に
前
も
っ
て
向
こ
う
（
レ
ヴ
ェ
ン
ト
Ḽ
：
ア
メ
リ
カ
政
府
）
の

理
解
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

福
田
：
ア
メ
リ
カ
で
す
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
は
い
、
ア
メ
リ
カ
で
す
。

福
田
：
も
ち
ろ
ん
、
も
ち
ろ
ん
。
十
分
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
ア
メ

リ
カ
も
、
あ
れ
し
て
く
れ
、
こ
れ
し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な

こ
と
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
日
本
は
そ
の
後
、
自
衛
隊
を
送
っ
た
の

で
す
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
要
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
隊
の
よ
う
に
戦
闘

地
で
は
戦
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
当
時
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
見
る
と
、
い
っ
ぱ

い
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

福
田
：
テ
ロ
と
の
戦
い
だ
よ
。
で
も
、
国
家
的
な
戦
い
と
い
う
の
は

五
月
に
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
終
戦
の
仕
方
が
ア
メ
リ
カ
も

よ
く
な
か
っ
た
と
思
う
。
あ
と
に
テ
ロ
を
残
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
の
理
由
で
す
が
、
大
量
破
壊
核
兵
器
保
持
と
い

う
、
あ
と
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
側
で
米
国
議
会
に
出
さ
れ
た
報
告
書
も

立
証
し
た
し
、
英
国
で
も
ブ
レ
ア
批
判
に
回
っ
て
く
る
報
告
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
結
局
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

福
田
：
こ
れ
は
正
直
言
っ
て
わ
か
ら
な
い
。
国
連
事
務
総
長
ま
で
、

あ
る
と
言
っ
て
ね
。
そ
れ
で
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
が
発
表
し
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て
の
見
解
、
国
連
へ
の
報
告
と
か
そ
う
い

う
も
の
を
踏
ま
え
て
、
調
査
団
も
送
っ
た
わ
け
で
す
。
結
果
的
に
言
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
に
何
と
か
だ
ま
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
で
は
な
い
け
れ
ど
。
で

も
そ
れ
は
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
で
す
ら
だ
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
同
じ
ア
メ
リ
カ
人
で
さ
え
だ
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
え
え
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
陰
謀
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
れ
ば
ね
、
は
た
し
て
本
当
に
正
し
か
っ
た
、
良
か
っ
た
の
か

ど
う
か
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
議
論
あ
り
ま
す
。
で
も
戦
争
を
し
て
し
ま

っ
た
し
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
結
論
が
出
ち
ゃ
っ
た
。
あ
と
残
っ
た
の
は

テ
ロ
な
ん
だ
、
大
規
模
な
テ
ロ
な
ん
だ
。
そ
し
て
混
乱
な
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
ね
。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
と
大
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分
違
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

福
田
：
今
は
、
そ
れ
は
フ
セ
イ
ン
を
や
っ
つ
け
れ
ば
、
あ
の
国
は
民

主
国
家
に
な
っ
て
、
経
済
も
繁
栄
す
る
し
、
安
定
し
た
地
域
に
な
る
ん

だ
と
い
う
説
明
で
す
よ
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
日
本
側
は
そ
れ
を
一
〇
〇
％
信
用
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

福
田
：
信
用
し
た
。
と
い
う
の
は
、
大
量
破
壊
兵
器
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
か
な
り
の
確
度
で
そ
う
だ
と
い
う
よ
う
に
信
じ
て
い
ま
し

た
。
ほ
か
に
情
報
が
な
い
ん
だ
か
ら
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
こ
を
聞
き
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、
日
本
国
家
と
し

て
独
自
に
現
地
に
つ
い
て
の
情
報
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ

う
い
う
支
持
表
明
を
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
流
れ
て

き
た
情
報
に
基
づ
い
て
支
持
表
明
に
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
け
れ
ど
。

福
田
：
あ
の
時
の
情
報
と
い
う
の
は
、
あ
そ
こ
で
交
渉
し
て
い
る
当

事
者
た
ち
か
ら
く
る
情
報
が
中
心
で
す
。
だ
か
ら
国
連
の
人
が
ど
こ
ま

で
や
っ
て
く
れ
た
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
国
連
が
専
門
家
が
入
っ
て
中

立
的
な
立
場
で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
事
務
総
長
ま
で
入

っ
て
や
っ
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官

が
そ
れ
を
発
表
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
信
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を

信
用
し
な
い
と
言
っ
た
ら
、
こ
れ
こ
そ
国
際
紛
争
の
も
と
に
な
り
ま

す
。そ

れ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
ブ
レ
ア
は
も
の
す
ご
い
批
判
を
受
け
た
け
れ

ど
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
よ
ね
。

福
田
：
あ
そ
こ
は
批
判
を
受
け
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
人
以

上
が
戦
死
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
戦
争
を
始
め
る
前
で
も
す
で

に
一
二
〇
人
か
三
〇
人
か
死
ん
で
い
ま
す
。
ブ
レ
ア
も
評
判
の
悪
い
こ

と
を
し
て
い
た
。
そ
れ
で
猛
烈
に
躊
躇
し
た
。
だ
か
ら
支
持
表
明
を
す

る
。
日
本
も
し
た
け
れ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
持
表
明
を
す
べ
き
か
ど
う

か
、
い
つ
す
る
か
。
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
英
米
関
係
が
壊
れ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
表
明
は
す
る
け
れ
ど
、
い
っ
た
い
い
つ
す
れ

ば
い
い
の
か
。
日
本
が
先
に
し
て
く
れ
た
ら
、
そ
の
あ
と
に
表
明
し
た

い
な
と
考
え
た
ん
だ
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
い
う
話
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
持
っ
て
き
た
ん
で

す
か
。

福
田
：
そ
れ
は
僕
の
と
こ
ろ
に
は
き
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
か
。
福
田
先
生
の
ほ
う
に
来
た
の
で
す

か
。福

田
：
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
大
使
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
の
は
イ
ギ
リ

ス
も
メ
ン
ツ
つ
ぶ
す
わ
け
だ
け
れ
ど
ね
。
日
米
関
係
に
も
必
要
な
い
し
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ね
。レ

ヴ
ェ
ン
ト
：
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
早
く
支
持
表
明
し
た
の
は
そ
こ
に

あ
る
わ
け
で
す
か
。
関
係
な
い
で
す
か
。

福
田
：
小
泉
総
理
が
記
者
会
見
し
て
支
持
す
る
と
い
う
表
明
を
す
る

の
は
、
そ
の
日
の
一
二
時
だ
っ
た
か
に
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
す

か
ら
日
本
は
支
持
す
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
の
総
理
大
臣
の
ス
ピ
ー
チ

を
見
て
く
れ
と
い
う
よ
う
に
回
答
し
た
わ
け
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
で
す
か
。

福
田
：
確
約
を
与
え
な
か
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
イ
ラ
ク
派
遣
の
自
衛
隊
で
当
時
、
戦
死
者
は
出
た
ん

で
す
か
。

福
田
：
ゼ
ロ
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ゼ
ロ
で
す
ね
。
当
時
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
自
衛
隊
派
遣

に
つ
い
て
憲
法
違
反
と
か
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
た
し
か
に
名
古
屋
高
等
裁
判
所
あ
た
り
で
そ
う
い
う
判
決
も
出
て

い
ま
し
た
。

福
田
：
だ
か
ら
あ
の
テ
ロ
行
為
を
戦
闘
行
為
だ
と
い
う
よ
う
に
理
解

を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
戦
争
で
す
。
し
か
し
テ
ロ
か
戦
争
か
と
い
う
定
義

の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。
法
的
な
解
釈
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。

や
は
り
テ
ロ
は
テ
ロ
だ
、
戦
争
じ
ゃ
な
い
。
戦
争
と
い
う
の
は
国
家
間

の
争
い
で
し
ょ
う
。
国
家
意
志
が
入
っ
て
い
る
わ
け
。
テ
ロ
は
何
だ
か

わ
か
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
が
争
っ
て
い
る
わ
け
で
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
る
と
い
う

解
釈
な
ん
で
す
ね
。

福
田

い
や
、
フ
セ
イ
ン
は
国
家
の
元
首
で
す
。
国
家
の
意
志
で

す
。
テ
ロ
は
誰
の
意
志
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
み
ん
な
で
い
っ
て
何
だ

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
部
族
的
な
争
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
し
か
し
日
本
政
府
が
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
の
意

図
と
い
う
か
、
フ
セ
イ
ン
に
対
し
て
で
は
な
く
て
、
そ
の
国
に
あ
る
テ

ロ
リ
ス
ト
た
ち
に
対
し
て
。

福
田
：
フ
セ
イ
ン
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
し
た
ら
憲
法
九
条
と
の
矛
盾
も
別
に
生
じ
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
な
い
ん
で
す
。
な
い
ん
で
す
。
た
だ
テ
ロ
の
規
模
は
大
規
模

に
な
っ
て
、
そ
れ
は
将
来
国
家
を
形
成
す
る
と
か
、
国
家
に
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
国
家
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず

る
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
憲
法
違
反
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
戦
闘
行
為
は
し
て
い
ま
せ
ん
か

ら
。
攻
撃
は
受
け
た
け
れ
ど
、
こ
っ
ち
か
ら
撃
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

ら
。
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一
二

イ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
次
の
質
問
で
す
が
、
二
〇
〇
八
年
、
首
相
在
任
中
に

当
時
の
イ
ラ
ン
大
統
領
、
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
に
会
わ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
当
時
の
イ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
教
え
て
頂
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
そ
れ
は
た
ま
た
ま
会
っ
た
の
で
す
。
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う

の
が
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
会
議
の
合
間
に

会
っ
て
、
一
時
間
ぐ
ら
い
論
争
し
た
け
れ
ど
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
論
争
と
い
う
の
は
、
国
際
関
係
的
な
こ
と
で
す
か
。

福
田
：
う
う
ん
。
イ
ラ
ン
が
経
済
制
裁
を
受
け
て
い
た
で
し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
だ
か
ら
何
で
イ
ラ
ン
は
そ
う
い
う
こ
と
を
続
け
る
か
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
経
済
が
成
長
し
な
い
で
国
民
に
不
利
益
を
与
え
る
。
そ

う
い
う
こ
と
を
な
ぜ
続
け
る
か
、
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
。
あ
ん

た
は
経
済
制
裁
を
受
け
な
い
よ
う
に
核
開
発
を
透
明
化
す
る
の
が
い
い

ん
だ
よ
。
た
と
え
ば
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
レ
ヴ
ェ
ン
ト
Ḽ
：
International

A
tom
ic
Energy
A
gency）
か
ら
専
門
家
を
呼
ん
で
見
せ
る
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
も
、
あ
そ
こ
と
あ

そ
こ
だ
け
見
て
、
こ
こ
は
見
せ
ま
せ
ん
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な

く
て
、
自
由
に
見
せ
た
ら
ど
う
な
の
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
制

裁
も
な
く
な
る
し
、
経
済
的
な
国
際
間
の
交
流
も
活
発
化
す
る
し
、
経

済
は
活
性
化
す
る
し
、
日
本
だ
っ
て
技
術
提
携
を
す
る
と
か
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
し
た
。

彼
も
そ
れ
は
そ
う
な
ん
だ
よ
。
反
対
し
に
く
い
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
認
め
て
い
る
と
い
う
か
。
で
も
な
か
な
か
「
う
ん
」

と
言
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
今
の
北
朝
鮮
と
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

福
田
：
似
て
い
る
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
彼
ら
も
そ
こ
ま
で
透
明
じ
ゃ
な
い
の
で
。

福
田
：
北
朝
鮮
の
場
合
に
は
上
に
誰
も
い
な
い
。
金
正
恩
が
決
め
て

い
ま
す
。
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
は
上
に
宗
教
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
宗
教
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
だ
か
ら
、
自
分
は
そ
う
思
う
け
れ
ど
、
だ
け
ど
で
き
な
い
な

と
。
そ
う
い
う
も
ど
か
し
さ
で
す
よ
。
本
当
に
顔
に
そ
う
い
う
ふ
う
に

書
い
て
あ
り
ま
し
た
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
イ
ラ
ン
の
大
統
領
と
会
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
何
か
問
題
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

福
田
：
問
題
な
い
。
そ
の
あ
と
で
、
Ｇ
⚘
サ
ミ
ッ
ト
で
、
僕
は
イ
ラ

ン
に
行
っ
て
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
に
会
っ
た
よ
と
言
っ
た
ら
、「
そ

れ
は
ど
ん
な
話
し
た
？
」
と
逆
に
聞
い
て
き
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
誰
で
す
か
。
ブ
ッ
シ
ュ
で
す
か

福
田
：
ブ
ッ
シ
ュ
。
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レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
ブ
ッ
シ
ュ
に
そ
の
話
し
た
ん

で
す
か
。
前
も
っ
て
じ
ゃ
な
く
て
、
や
っ
て
か
ら
と
い
う
話
な
ん
で
す

か
。福

田
：
あ
と
の
話
。
結
局
ア
メ
リ
カ
が
交
渉
し
て
も
、
向
こ
う
は
ぜ

ん
ぜ
ん
駄
目
な
ん
だ
よ
。
長
い
争
い
だ
か
ら
ね
。
彼
ら
は
い
っ
た
い
何

を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ん
と
い
う
こ
と
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
も
非
常
に

関
心
は
持
っ
て
い
て
、
何
と
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
け
れ

ど
、
現
実
に
話
を
し
て
も
、
ど
う
も
う
ま
く
通
じ
な
い
。
自
分
自
身
が

や
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
や
ら
せ
て
い
る
わ
け
だ
け
れ
ど
。
ど
う

も
話
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か
突
破
口
が
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
。

日
本
は
伝
統
的
に
イ
ラ
ン
と
は
ず
っ
と
付
き
合
い
が
あ
る
し
、
ア
メ

リ
カ
は
そ
れ
を
快
く
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
。
経
済

制
裁
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
必
ず
日
本
に
対
し
て
、
交
流
や
め

て
く
れ
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
っ
て
く
る
け
れ
ど
、
日
本
は
イ
ラ

ン
と
は
歴
史
的
な
付
き
合
い
が
あ
る
か
ら
、
付
き
合
い
は
し
ま
す
よ

と
。
た
と
え
ば
経
済
制
裁
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は

で
き
る
だ
け
の
協
力
は
し
ま
す
け
れ
ど
、
お
付
き
合
い
は
し
ま
す
と
い

う
こ
と
は
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ア
メ
リ
カ
側
に
で
す
か
。

福
田
：
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
言
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
も
、
そ
れ
は
も
う
し
ょ
う
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
別
に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の
反
対
と
か
そ
う
い
う
の
は

な
い
ん
で
す
か
。

福
田
：
反
対
で
き
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
時
に
言
う
ん
で

す
。
ア
メ
リ
カ
だ
っ
て
話
が
で
き
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
日
本
ぐ
ら
い
話

が
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
と
言
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
や
は
り
ア
メ
リ
カ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。

福
田
：
思
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
ブ
ッ
シ
ュ
の
時
代
ま
で
は
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ブ
ッ
シ
ュ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
わ
け
で

す
ね
。

一
三

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
二
つ
前
の
質
問
と
ち
ょ
っ
と
関
連
し
ま
す
が
、
ア
フ

ガ
ン
戦
争
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
ま
ず
ソ
連
が
や
っ

て
い
て
、
そ
の
あ
と
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
入

っ
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
の
日
本
の
協
力
が

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
の
派
遣
と
か
、
資
金
提
供
な
ど
が

ア
メ
リ
カ
側
か
ら
要
求
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
こ
れ
は
、
請
求
は
さ
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
と
し
て
は
何
か
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や
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。
工
夫
し
た
。
結
局
何

を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
結
論
は
洋
上
の
給
油
活
動
。
要
す
る
に
タ
ン

カ
ー
に
油
を
載
せ
て
。
あ
の
へ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
タ
ン
カ
ー
と
か

フ
リ
ゲ
ー
ト
と
か
戦
闘
用
の
船
な
ど
た
く
さ
ん
来
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
の
に
給
油
し
て
あ
げ
た
。
こ
れ
は
喜
ば
れ
ま
し
た
。
喜
ば
れ
た
し
、

な
お
か
つ
経
費
が
安
か
っ
た
。
給
油
の
油
の
代
金
だ
け
だ
か
ら
安
い
。

非
常
に
い
い
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
自
衛
隊
の
派
遣
と
い
う
の
は
、
米

国
側
か
ら
そ
う
い
う
話
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
最
初
か
ら
戦
闘
行
為
だ
か
ら
ね
。
だ
か

ら
カ
ナ
ダ
な
ど
も
、
戦
争
行
為
を
す
る
こ
と
な
ど
絶
対
駄
目
だ
と
い
う

お
国
柄
な
の
だ
け
れ
ど
、
簡
単
に
考
え
て
、
す
ぐ
終
わ
る
と
思
っ
て
行

っ
て
、
な
か
な
か
終
わ
ら
な
く
て
、
結
局
八
〇
人
か
九
〇
人
死
ん
だ
。

も
う
一
〇
〇
以
上
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
二
〇
〇
九
年

ぐ
ら
い
に
カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
、
向
こ
う
の
偉
い
人
に
会
っ
た
ら
泣
い
て

い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
カ
ナ
ダ
は
平
和

国
家
を
う
た
い
も
の
に
し
て
い
て
、
そ
れ
が
戦
争
行
為
に
な
っ
て
八
〇

人
、
九
〇
人
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
カ
ナ
ダ
人
で
す
ね
。

福
田
：
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
死
者
を
出
し
て
、
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な

い
で
や
め
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
だ
か
ら
ま
だ
や
め
ら
れ
な
い
と
言
っ

て
い
た
。
本
当
に
か
わ
い
そ
う
だ
よ
ね
。
結
論
が
な
か
な
か
出
な
い
ん

だ
か
ら
。
結
論
が
出
れ
ば
成
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
れ

ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
政
治
家
で
も
国
際
政
治
経
済
学
者
で
も
あ
り
、
自
民

党
の
議
員
も
や
っ
て
い
る
浜
田
和
幸
先
生
の
『
大
恐
慌
以
後
の
世
界
』

と
い
う
本
の
中
で
、「
福
田
先
生
の
首
相
在
任
中
、
実
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
福
田

首
相
は
そ
れ
を
断
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
聞
い
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
。
そ
の
他
、
も
ち
ろ
ん
巨
額
資
金

提
供
も
求
め
ら
れ
た
と
。

福
田
：
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
強
く
言
っ
て
き
た
の
は
民
主
党
政
権
に

な
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
。
そ
う
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
が
で
き
な
く

て
、
逆
に
、
民
主
党
は
給
油
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ

の
ほ
う
は
面
白
く
な
い
よ
う
な
顔
を
し
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら

ア
フ
ガ
ン
に
は
金
を
出
し
た
ん
だ
よ
。
こ
れ
は
大
変
な
お
金
を
出
し

た
。
五
〇
〇
〇
億
円
を
出
し
た
。
五
〇
億
ド
ル
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
日
本
が
で
す
か
。

福
田
：
日
本
が
。
何
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
。
給
油
を
ず
っ
と
続

け
て
い
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
も
文
句
言
え
な
い
し
、
そ
う
す
れ
ば
年
間
に

1
億
円
と
か
、
そ
ん
な
も
の
で
済
ん
だ
ん
だ
。
五
〇
〇
〇
億
円
で
す

よ
。
五
〇
億
ド
ル
出
し
た
。
民
主
党
政
権
は
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
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て
し
ま
っ
た
。
ば
か
ば
か
し
い
ん
だ
よ
ね
、
本
当
に
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
福
田
先
生
の
首
相
時
代
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

福
田
：
僕
の
時
は
給
油
活
動
を
ず
っ
と
続
け
て
い
た
か
ら
、
む
し
ろ

積
極
的
に
や
っ
て
い
た
か
ら
ね
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
文
句
言
え
な
い

し
、
む
し
ろ
大
変
ご
機
嫌
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
四

民
間
外
交
に
つ
い
て

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
外
交
の
現
場
を
担
う
の
は
、
政
治
家
と
外
交
官
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
交
を
遂
行
す
る
上
で
、
政
官
界
の
人
、
政

治
家
、
外
務
省
な
ど
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
社
、
企
業
や
民
間
知

識
人
と
の
政
策
レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
話
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
戦
後
日
本
の
中
東
認
識
、
政
策
に
お
け
る
、
官
僚
で

も
政
治
家
で
も
な
い
民
間
の
人
や
団
体
の
役
割
、
い
わ
ゆ
る
民
間
外

交
、
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

福
田
：
民
間
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
意
見
を
交
換
し
、
お
互
い
の
文

化
を
楽
し
む
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
同
士
の
信
頼

が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
が
や
は
り
外
交
の
基
礎
と
し
て
必
要
な
こ
と
で

あ
る
と
。
こ
れ
は
外
交
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

う
い
う
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
国
が
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
っ
た
ら

ね
、
国
が
そ
の
結
果
を
利
益
す
る
、
国
が
命
令
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
民
間
人
同
士
が
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
、
特
に
い

ま
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
の
中
で
、
国
民
同
士
が

た
と
え
ば
働
き
に
行
く
こ
と
も
含
め
て
。
あ
な
た
も
こ
う
し
て
や
っ
て

く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ

と
の
積
み
重
ね
が
結
局
世
界
を
平
和
に
導
い
て
い
く
原
動
力
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
か
な
い
と
、
政
治
と
い
う
の
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
争
う
も
の
で
す
よ
。
少
し
で
も
利
益
を
増
や
そ
う
と
か
、
別

に
そ
の
政
治
家
が
ど
う
こ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
か
ら
褒
め
て
も
ら
い
た
い
、
評

価
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
い
う
考
え
方
を
持
つ
の
が
政
治
家
で
す

よ
。
特
に
民
主
主
義
の
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
傾
向
が
強
い
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
考
え
方
は
ど
う
し
て
も
お
互
い
ぶ
つ
か
り
合
う
、
け
ん

か
し
合
う
、
そ
う
い
う
関
係
に
陥
り
が
ち
な
も
の
で
す
。
本
来
、
そ
う

い
う
性
格
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
政
治
は
時
と
し
て
ぶ
つ
か

り
合
っ
て
交
渉
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
に
、
国
民
同
士
が
、
た
と
え

ば
島
の
問
題
が
あ
る
よ
と
、
そ
の
話
は
そ
う
簡
単
に
解
決
し
な
い
だ
ろ

う
と
、
解
決
す
る
ま
で
待
っ
て
い
て
い
い
の
か
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。

解
決
す
る
た
め
に
何
一
〇
年
も
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
も
北
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方
領
土
の
問
題
と
か
、
こ
れ
も
七
〇
何
年
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

中
国
と
は
尖
閣
列
島
が
あ
る
し
ね
。
韓
国
と
は
竹
島
が
あ
る
し
。
こ
う

い
う
も
の
は
一
日
、
二
日
で
は
解
決
し
な
い
で
す
よ
。
し
か
し
、
政
治

的
に
は
、
も
し
く
は
外
交
的
に
は
ぶ
つ
か
る
と
き
が
あ
る
の
で
す
。

で
も
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
普
通
の
お
付
き
合
い
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
よ
と
。
で
な
い
と
、
ほ
か
の
多
く
の
国
民
が
お
互
い
に
惨
め
な
思

い
を
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
不
幸
じ
ゃ
な
い
か

と
。
み
ん
な
を
幸
せ
に
す
る
た
め
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
長
い
目
で

見
て
、
そ
の
国
と
国
と
の
関
係
は
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
、
こ
れ
が

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
基
礎
、
基
本
的
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
実
は
次
の
質
問
は
そ
れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
と
は
な
ん
で
す
か
と
い
う
こ
と
を
伺
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
。
や
は
り
国
民
と
国
民
同
士
の
関
係
の
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
で
い
ろ

い
ろ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
政
治
家
ま
た
は
国
は

そ
の
結
果
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
ね
。

し
か
し
、
協
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
る
の
に
、
最
初
の
段
階

で
国
の
ほ
う
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
若
干
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
。

福
田
：
必
須
条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
っ
た
ら
便
利
と

い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
で
も
そ
う
い
う
こ
と
は
、
国

民
の
ほ
う
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
そ
う
い
う
国
民
に
対
す
る
教
育
は
大
事
で
す
。
学
校
教
育
で
も

い
い
、
社
会
教
育
で
も
い
い
。
そ
し
て
ま
た
外
務
省
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
す
る
と
。
そ
し
て
国
民
が
動
き
や
す
い

状
況
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
、
こ
れ
が
政
治
家
の
仕
事
、
外
務
省
の
仕
事

で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
福
田
総
理
は
政
治
家
で
、
官
僚
と
異
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
外
交
官
、
つ
ま
り
伝
統
的
な
外
交
を
遂
行
し
て

い
る
外
務
省
の
官
僚
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
人
間
を

あ
ま
り
快
く
思
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
の
意
見
・

観
察
は
そ
う
で
す
。

福
田
：
す
べ
て
が
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
ま
り
上

等
な
外
交
官
じ
ゃ
な
い
よ
。

外
務
省
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
自
分
た
ち
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や

る
の
だ
と
法
律
で
全
部
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
偉
く
な
る

人
た
ち
は
、
二
年
ご
と
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
今
ま
で
中
東
を
や
っ
て
い
た
、
そ
れ
が
急
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
平
気
で
行
わ
れ
る
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す

か
ら
ね
。
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で
す
か
ら
ず
っ
と
そ
の
国
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
人
た
ち
は
、

当
然
考
え
方
が
違
い
ま
す
。
そ
う
で
し
ょ
う
。
同
じ
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
中
に
は
あ
の
国
が
大
好
き
で
、
自
分
は
こ
の
仕
事
を
ず
っ

と
や
っ
て
い
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
偉
く
な
る
人
は
そ
れ

で
は
で
き
な
い
、
偉
く
な
れ
な
い
。
方
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
、
全
般
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
宿
命
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

は
や
む
を
得
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
伝
統
的
な
外
交
で
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
、
で
き
な
い
部
分
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
ほ
う

で
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
点
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
外
交
で
で
き
な
い
こ
と
を
す
べ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
や
れ
る
か

と
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
し
か
し
、
基
本
的
な
国
民
同
士
の
相
互
理
解
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

上
に
外
交
を
組
み
立
て
よ
う
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
特
に
政
治
家
の
場
合
は
、
国
民
か
ら
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
ね
。
あ
る
こ
と
を
言
う
と
国
民
が
喜

ぶ
と
い
え
ば
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
し
て
、
中
東

政
策
で
具
体
的
に
話
し
ま
す
と
、
中
東
調
査
会
、
一
九
五
六
年
に
で
き

て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
ア
ラ
ブ
協
会
、
五
八
年
、
中
東
協
力
セ
ン
タ

ー
、
こ
れ
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
、
七
三
年
以
降
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
う
し
た
団
体
が
戦
後
民
間
外
交
を
遂
行
す
る
上
で
大
事
な
役
割

を
果
た
し
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
役
割
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
協
会

と
福
田
先
総
理
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
伺
い
た
い
で
す
。

福
田
：
こ
れ
は
少
し
難
し
い
で
す
ね
。
み
ん
な
性
格
が
違
う
の
で

す
。
誰
が
や
っ
て
い
る
か
が
一
番
大
事
で
す
。
や
っ
て
い
る
人
に
よ
っ

て
、
そ
の
協
会
の
性
格
も
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
正
直
、
ア
ラ
ブ
協
会
は
、
中
谷
武
世
さ
ん
を
知
っ
て
い
る
か
ら
ア

ラ
ブ
協
会
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
。
そ
の
あ
と
の

人
も
知
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
あ
ア
ラ
ブ
協
会
と
一
緒
に
な
に

か
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。

中
東
調
査
会
と
い
う
の
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
が
や
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
私
は

正
直
言
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
は
。

福
田
：
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
中
心

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
こ
れ
は
実
務
的
で
す
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
で
す
か
。

福
田
：
う
ん
。
そ
れ
か
ら
企
業
と
か
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
当
時

の
通
産
省
の
外
郭
団
体
で
、
中
東
調
査
会
は
、
当
時
は
外
務
省
の
外
郭
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団
体
、
ア
ラ
ブ
協
会
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ま
さ
し
く
民
間
、
中
谷
武

世
先
生
が
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
こ
に
は
挙
げ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
お
父
様
の
福
田
赳
夫

元
総
理
が
中
東
に
歴
代
首
相
で
初
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
一
九
七
八

年
、
あ
の
歴
史
的
な
訪
問
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
中
東
文
化
セ
ン
タ

ー
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
田
赳
夫
先
生
の
命
令
で
初
め
て
、
そ
れ

ま
で
の
資
源
確
保
論
的
な
と
こ
ろ
と
違
っ
て
、
中
東
と
文
化
的
、
教
育

的
な
面
で
も
関
係
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
そ
の
訪
問
中
、
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は

中
東
文
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
が
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
立
民
族
学
博
物
館
の
初
代
館
長
で
あ
る
梅
棹
忠
夫
先
生
が
団
長

で
東
大
の
板
垣
雄
三
先
生
な
ど
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

福
田
：
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
か
、
要
す
る
に
外
交
官

に
任
せ
る
外
交
以
外
の
外
交
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
承
知
し
て
い
た

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
で
す
。
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
こ

ろ
、
一
九
七
一
年
に
（
昭
和
四
六
年
）
で
す
ね
、
そ
の
こ
ろ
は
日
米
関

係
が
人
的
に
、
非
常
に
希
薄
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
こ
ろ
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
国
際
交
流
基
金
）
を
つ
く
っ
た
の
で

す
。そ

の
と
き
福
田
赳
夫
は
、
外
務
大
臣
で
す
。
外
務
大
臣
と
し
て
、
外

務
省
が
普
通
は
や
ら
な
い
よ
う
な
人
的
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
で
、
も
と
も
と
は
日
米
関
係
を
中
心
に
考
え
た
わ
け
で
す
。
い
ま
は

い
ろ
い
ろ
な
国
、
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
か
、
本
来
の
外
交
、
伝
統
的
な
外
交
、

そ
う
い
う
も
の
だ
け
で
は
外
交
は
で
き
な
い
と
考
え
た
。
お
そ
ら
く
ほ

か
の
外
務
大
臣
で
は
あ
ま
り
考
え
な
い
こ
と
を
考
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
、
中
東
に
つ
い
て
も
同
じ
。
や
は
り
人
的
な
関
係
な
く
し

て
外
交
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
っ
た
。

一
五

中
東
民
間
外
交
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
民
間
外
交
の
重
要
人
物
と
し
て
、
い
ま
ま
で
の

話
の
中
に
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
出
て
き
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
中

谷
武
世
、
田
中
清
玄
、
小
林
元
、
林
昂
、
こ
れ
ら
の
名
前
は
代
表
的
な

も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

福
田
：
あ
の
方
が
い
る
じ
ゃ
な
い
。
山
下
太
郎
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ア
ラ
石
の
で
す
ね
。

福
田
：
う
ん
。
こ
れ
は
極
め
て
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
。
私
の
知
る
限

り
は
、
ア
ラ
ビ
ア
石
油
は
、
昭
和
三
三
年
ぐ
ら
い
に
山
下
太
郎
さ
ん
が

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た
テ
ー
マ
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
や
は
り
日
本

政
府
の
応
援
も
必
要
と
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
こ
で
彼
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
具
体
的
な
名
前
と
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か
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
福
田
赳
夫
。
あ
の
当
時
、
自
民
党
政
調
会
長
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
彼
の
仕
事
に
対
し
て
応
援
を
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
山
下
太
郎
と
福
田
赳
夫
様
の
話
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と

い
た
だ
け
ま
す
か
。

福
田
：
こ
れ
は
、
僕
が
話
の
中
身
は
あ
ま
り
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
で
も
面
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

福
田
：
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
家
に
来
て
い
ま
し
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
な
ん
で
す
か
。

福
田
：
何
度
も
来
て
い
ま
し
た
。
僕
も
会
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
に

行
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
の
報
告
に
来
た
り
し
て
い
た
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
の
他
に
、
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
岡
崎
勝

男
と
い
う
政
治
家
は
顧
問
で
、
結
構
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
い
う
の

が
、
山
下
太
郎
に
関
す
る
本
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
が
。

福
田
：
そ
う
で
す
か
。
そ
の
頃
の
財
界
人
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
た
か
は
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
岡
崎
さ
ん
も
年
を

と
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
は
あ
ま
り
影
響
力
が
な
く
な
っ
て

い
た
。
仕
事
の
面
で
は
あ
ま
り
関
係
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
の
前
に
岡

崎
さ
ん
は
外
務
大
臣
な
ど
や
っ
て
い
た
か
ら
ね
。
吉
田
内
閣
、
だ
い
ぶ

前
で
す
か
ら
、
仕
事
で
は
関
係
な
い
。
い
わ
ゆ
る
人
を
知
っ
て
い
る
か

ら
、
人
を
紹
介
す
る
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
、
山
下
太
郎
さ
ん
は
、
そ
れ
が
昭
和
三
四
年
で
し
ょ
う
。
四

八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
そ
の
頃
に
日
本
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
も
少
し
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
既
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
別
に
会
社
を
つ
く
っ
て
、

そ
し
て
…
…
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
こ
れ
は
山
下
太
郎
じ
ゃ
な
い
。
田

中
清
玄
だ
。
だ
か
ら
、
山
下
太
郎
さ
ん
は
ア
ラ
ビ
ア
石
油
だ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
そ
う
で
し
ょ
う
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
は
い
。

福
田
：
山
下
太
郎
さ
ん
は
何
年
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
？

わ
り
あ
い
早

く
亡
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
一
九
六
七
年
で
す
ね
。

福
田
：
一
九
六
七
年
、
昭
和
四
二
年
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
。

福
田
：
三
三
年
ぐ
ら
い
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
か
か
っ
て
、

四
二
年
に
亡
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
一
〇
年
足
ら
ず
で
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
一
八
八
九
年
の
生
ま
れ
か
。
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
晩
年
の
と

き
に
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
。
そ
れ
を
成
功
さ
せ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
で
も
、
そ
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本

聞き書き 福田康夫元総理「中東」関係回想録（シナン・レヴェント）

109



の
自
主
原
油
、
日
本
の
手
に
よ
っ
て
開
発
し
た
初
め
て
の
原
油
の
生
産

契
約
・
開
発
契
約
で
す
ね
。
そ
れ
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
こ
こ
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
杉
本

茂
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
ね
。

福
田
：
こ
れ
は
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
で
す
。
こ
の
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
は
大
変

成
功
し
て
、
そ
し
て
い
ま
で
も
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
の
す
ご

く
も
う
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。
山
下
太
郎
と
同
じ
よ
う
に
、
杉
本
茂
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
の
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
を
つ
く
っ
た
人

で
す
。
ど
う
い
う
つ
く
り
方
を
し
た
か
と
い
う
と
、
彼
は
ア
ブ
ダ
ビ
に

行
っ
て
国
王
と
会
い
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
ザ
ー
イ
ド
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
会
っ
て
、
彼
が
原
油
の
開
発
利
権
を
取
得
し
、
そ
れ
に
成
功
し
た
の

で
す
。
そ
の
利
権
を
も
と
に
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
を
つ
く
っ
た
。
極
め
て
大

事
な
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
は
い
ま
で
も
非
常
に
も
う
か

っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
利
権
の
延
長
も
二
年
ほ
ど
前
に
成
功
し
た
し
、
大

成
功
し
て
い
る
会
社
で
す
。
ほ
か
の
石
油
会
社
と
比
べ
て
も
利
益
上
げ

も
う
ま
く
や
っ
て
、
そ
の
ル
ー
ト
で
ア
ブ
ダ
ビ
と
の
関
係
を
強
化
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
杉
本
茂
と
い
う
の
は
、
丸
善
石
油
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。
丸
善

石
油
の
副
社
長
を
し
て
い
た
の
で
す
。
当
時
の
丸
善
石
油
の
経
営
は
社

長
の
和
田
完
二
の
積
極
経
営
が
金
融
機
関
か
ら
不
信
を
買
い
、
和
田
社

長
と
共
に
、
杉
本
茂
副
社
長
も
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
あ
と

彼
が
全
力
を
挙
げ
て
や
っ
た
の
が
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
の
開
発
で
す
。

一
六

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
最
後
の
課
題
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
石
油
や
民
間
外
交
か
ら
離
れ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た

ら
、
一
九
八
一
年
に
ア
ラ
フ
ァ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｏ
議
長
が
来
日
し
て
い
る
ん
で

す
。
そ
の
前
の
一
九
八
〇
年
に
、
日
本
・
パ
レ
ス
チ
ナ
友
好
議
員
連
盟

は
、
代
表
・
団
長
を
木
村
俊
夫
議
員
が
担
っ
て
、
ベ
イ
ル
ー
ト
だ
っ
た

か
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
議
長
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
中
東
で
ま
ず
面
会
し
て
、
そ
の
一

年
後
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
は
来
日
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
が
あ
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
あ
た
り
で
、
も
し
ご
存
じ
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
い
や
、
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
日
本
は
当
時
、
お

そ
ら
く
何
か
す
る
と
し
て
も
、
格
好
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
本

当
に
真
剣
に
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
か
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
決
し
よ
う
な
ど
と

い
っ
て
も
、
日
本
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
ん
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
な
ぜ
で
す
か
。

福
田
：
要
す
る
に
、
そ
う
い
う
歴
史
的
な
背
景
と
か
と
い
う
も
の
は

何
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
交
渉
す
る
方
向
も
分
か
ら
な
い
し
、
誰
と
交
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渉
し
た
ら
い
い
か
も
分
か
ら
な
い
。
だ
い
た
い
あ
あ
い
う
や
や
こ
し
い

交
渉
事
は
、
表
に
立
っ
て
い
る
人
た
ち
だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
。
や
は
り
陰
で
、
裏
で
動
か
す
人
た
ち
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
よ
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
や
は
り
あ
あ
い
う
線
引
き
を
し
て
し
ま
っ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ギ
リ
ス
と
か
の
国
々
の
問
題
が
根
本
的
に
あ
る
わ

け
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
。

言
っ
て
み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
う
歴
史
的
な
事
実
の
第
三
者
・

傍
観
者
で
す
よ
。
そ
れ
を
覆
す
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
だ
っ
て
、
人
道
援
助
し
か
で
き
な
い
ん
で
す
。

人
道
的
な
援
助
。
た
と
え
ば
困
窮
し
て
い
る
人
を
救
う
と
か
ね
。
そ
れ

は
結
局
人
的
な
、
人
を
送
り
込
む
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
材
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
結
局

何
を
す
る
か
と
い
っ
た
ら
、
お
金
を
あ
げ
る
こ
と
し
か
な
い
ん
で
す

よ
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
外
交
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
来
た
と
思
い

ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
日
本
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
、
何
回

か
仲
介
役
を
試
み
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
福
田
総
理
の
話
を
聞
く
と
、
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の
仲
介
に
は
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
か
ら
結
局
格
好
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

福
田
：
そ
れ
は
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
が
い
れ
ば
、
も
う
と
っ
く
に
解
決
し
て
い
ま
す
よ
。
そ
の

問
題
は
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
中
東
の
政
治
的
な
情
勢
の
中
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
対
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
は
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
問
題
は
い

か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
田
：
こ
れ
は
も
う
一
〇
〇
〇
年
続
い
て
い
る
争
い
だ
か
ら
、
そ
う

簡
単
に
な
ん
と
か
な
る
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
な
に
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

福
田
：
そ
し
て
こ
れ
は
同
時
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

も
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
本
当
に
宗
教
的
な
争
い
か
。
宗
教
が
違
っ

て
い
て
も
お
互
い
に
話
し
合
う
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
こ
は
大
事
な
こ
と
で
、
た
と
え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
だ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
宗
教
は
、
仏
教
国
も
あ
る
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
も
入
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
カ
国
も
う
五
〇
年
か
な
？

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
一
九
六
〇
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

福
田
：
五
〇
年
も
無
事
に
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
争
い
を
起
こ
さ
な

い
、
そ
れ
は
な
ん
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ア
ジ
ア
と
い
う
の

は
割
合
と
お
互
い
を
許
し
合
う
と
い
う
か
、
ま
あ
適
当
に
や
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
批
判
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
戦

争
が
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
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考
え
方
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
見
方
も
あ
る
の
で
す
。

私
も
著
者
の
一
人
で
あ
る
『
世
界
は
な
ぜ
争
う
の
か

国
家
・
宗

教
・
民
族
と
理
論
を
め
ぐ
っ
て

』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

も
う
三
年
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
政
治
家
と
宗
教
人
の
対
話
を

本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
結
局
な
に
が
大
事
な
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
こ
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
黄
金
律
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

ー
ル
、「
自
分
が
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
は
人
に
も
し
な
い
」
と
そ
の
精

神
で
す
。
こ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
お
そ
ら
く
イ
ス
ラ
ー
ム
に
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
は
中
国
で
も
あ
る
の
で
す
。
み
ん
な
同
じ
な
ん
で
す
よ
。
キ
リ

ス
ト
教
に
し
て
も
、
中
国
の
論
語
と
か
そ
う
い
う
も
の
に
し
て
も
。
い

ま
か
ら
二
六
〇
〇
年
前
の
も
の
な
の
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
当
時
、
そ

の
こ
ろ
の
政
治
家
が
考
え
た
こ
と
は
、
ど
う
し
た
ら
争
い
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
で
き
た
の
が
、
あ
あ
い

う
言
葉
な
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
言
葉
で
あ
り
、
論
語
の
言
葉
で
あ

り
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
基
本
は
な
に
か
と
い
え
ば
、
お
互
い
に
譲
り
合
お
う
で
は
な
い

か
と
い
う
寛
容
の
精
神
で
す
。
も
し
譲
り
合
え
ば
、
少
し
で
も
、
お
互

い
に
少
し
譲
れ
ば
ね
。
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
、

島
の
問
題
と
か
、
こ
れ
は
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
と
、
い
ず
れ
誰
か
が

解
決
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
、
そ
れ
ま
で
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
と
。

し
か
し
、
日
常
の
ほ
か
の
こ
と
は
全
部
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
よ

く
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
ま
さ
し
く
日
本
の
対
中
、
対
韓
外
交
は
、
そ
こ
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
。

福
田
：
そ
う
し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
中
東
の
諸
国
も
見
習
う
べ

き
点
だ
と
思
い
ま
す
。

福
田
：
う
ん
。
中
東
の
諸
国
も
も
っ
と
そ
う
い
う
考
え
方
。
で
す
か

ら
、
中
東
の
政
治
家
な
ど
も
呼
ん
で
話
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
人
の
話
を
聞
く
と
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
。
話
を
し
て
い
る

限
り
は
、
な
か
な
か
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
な
い
な
あ
と
思
う
け
れ
ど

も
。
し
か
し
み
ん
な
が
そ
う
い
う
ふ
う
な
意
見
を
出
し
て
、
な
お
戦
争

を
し
な
い
で
済
む
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
え
ば
、
結
論
は
そ

ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
お
互

い
に
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
譲
り
合
い
じ
ゃ
な
い
？

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
譲
り
合
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
譲
り
合
う
こ
と
で
す

ね
。福

田
：
譲
り
合
う
、
だ
か
ら
そ
れ
を
欧
米
人
に
言
う
と
、
原
則
が
な

い
と
、
原
則
は
大
事
で
あ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
言
葉
は
大
事
で
あ
る

み
た
い
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
ね
。
で
も
、
そ
れ
ば
か
り
言
っ
て
い
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る
と
争
い
が
起
き
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
戦
争
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
に

が
大
事
か
、
や
は
り
お
互
い
に
傷
付
け
合
う
こ
と
は
や
め
よ
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
ヴ
ェ
ン
ト
：
き
ょ
う
は
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

質
問
事
項

❶

中
東
の
定
義

ａ
．
中
東
と
は
ア
ラ
ブ
諸
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ペ
ル
シ
ア
だ
け
で
は

な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
も
「
中

東
」
の
一
部
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
広
域
中
東
」
と

い
う
概
念
で
す
。
こ
う
し
た
輪
郭
が
な
い
定
義
に
つ
い
て
は
い
か
が
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
中
東
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
お
ら
れ
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
日
本
社
会
の
認
識
上
、
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
が
不
可
分
の
概
念

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
同
一
視
さ
れ
始
め
た

の
は
、
世
界
と
同
じ
く
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム

革
命
以
降
と
い
う
意
見
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
小
生
は
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
の
ア
メ
リ
カ
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

点
、
つ
ま
り
「
中
東
＝
イ
ス
ラ
ム
」
と
い
う
認
識
の
形
成
期
に
つ
い

て
、
い
か
が
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ｃ
．
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
に
つ
い
て
い
か
が
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ｄ
．
日
本
の
中
東
政
策
に
お
い
て
以
下
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

資
源

イ
ス
ラ
ー
ム

相
互
依
存
性

安
全
保
障

❷

戦
後
の
ア
ジ
ア
外
交
と
中
東

ａ
．
一
九
五
五
年
バ
ン
ド
ン
会
議
前
後
か
ら
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
、
イ

ン
ド
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
冷
戦
期
の
二
極
構
造
の
国

際
政
治
へ
第
三
勢
力
と
し
て
浮
上
し
ま
し
た
。
脱
植
民
地
主
義
的
な
こ

う
し
た
動
き
に
対
す
る
日
本
の
ス
タ
ン
ス
・
政
策
に
つ
い
て
、
い
か
が

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
戦
後
日
本
外
交
の
中
で
、
中
東
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
場
所
を

占
め
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
ア
ジ
ア
外
交
の
中
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
に
こ
だ
わ
っ
て
捉
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
現
地
の
政
情
に
連
動
す
る
よ
う
な
、
資
源
を
超
え
た
民
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族
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
で
し
ょ
う
か

例

え
ば
、
同
じ
ア
ジ
ア
民
族
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か

。ｃ
．
福
田
先
生
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
と
い
う
よ
り
は
、
石
油
資
源
論

に
基
い
て
行
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
現
実
主
義

的
な
福
田
首
相
か
ら
見
て
、
中
谷
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
を
代
表

す
る
「
ア
ラ
ブ
通
」
な
い
し
戦
前
か
ら
の
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
を
ど
う

評
価
し
て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ｄ
．
湾
岸
危
機
で
す
が
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
は
日
本

が
自
衛
隊
員
の
派
遣
も
し
て
く
れ
る
と
の
期
待
を
有
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
日
本
政
府
は
そ
れ
に
答
え
ず
、
資
金
協
力
と
い
う

形
に
と
ど
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
湾
岸
危
機
に
つ
い
て
お
話
を
頂

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

❸

お
父
様
の
福
田
赳
夫
と
中
東

ａ
．
歴
代
首
相
の
中
で
初
め
て
福
田
赳
夫
元
総
理
は
中
東
に
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
一
九
七
八
年
九
月
五
日
か
ら
一
二
日
ま
で
の
中
東
訪
問
に

お
い
て
イ
ラ
ン
・
カ
タ
ー
ル
・
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
首
脳
と
会
談
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
田
康
夫
先
生
は
お
父
さ
ま
の

こ
の
訪
問
に
秘
書
と
し
て
携
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
を
振
り

返
っ
て
頂
き
、
こ
の
歴
史
的
な
訪
問
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
福
田
赳
夫
元
総
理
と
ア
ラ
ブ
協
会
創
立
者
で
元
改
進
党
議
員
の

中
谷
武
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
ご
存
知
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ｃ
．
福
田
康
夫
先
生
は
政
界
に
入
る
前
に
、
お
父
様
の
福
田
赳
夫
さ

ま
の
下
で
一
四
年
間
も
秘
書
を
さ
れ
た
ま
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
秘

書
官
と
し
て
接
し
た
福
田
康
夫
先
生
か
ら
見
た
福
田
赳
夫
像
に
つ
い
て

伺
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
政
治
家
で
し
た
か
。

福
田
赳
夫
さ
ま
の
中
東
観
に
つ
い
て
。

❹

福
田
康
夫
総
理
に
つ
い
て

ａ
．
福
田
康
夫
総
理
は
中
東
と
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
い
つ
で
し
ょ

う
か
。
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
切
っ
掛
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
石
油
危
機
時
に
ソ
連
に
も
同
国
の
輸
出
公
社
と
の
原
油
価
格
交

渉
の
為
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
訪
問
に
つ
い

て
具
体
的
に
教
え
て
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
こ
の
訪
問
は
一
九

七
二
年
に
中
東
に
訪
問
し
た
時
に
つ
い
で
に
ソ
連
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
一
九
七
三
年
に
第
四
次
中
東
戦

争
が
勃
発
し
て
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

ｃ
．
早
稲
田
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
丸
善
石
油
（
現
：
コ
ス
モ
石
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油
）
に
入
社
し
、
約
一
七
年
間
同
社
に
お
勤
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
丸

善
石
油
時
代
の
福
田
先
生
に
つ
い
て
詳
細
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
な
ぜ
石
油
会
社
に
勤
務
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

ｄ
．
丸
善
石
油
で
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ

の
ご
経
験
は
、
後
に
政
治
に
関
わ
ら
れ
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
活

か
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
中
東
と
の
関
係
に
お
い
て
、
何
か
影

響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

ｅ
．
何
が
き
っ
か
け
で
、
丸
善
石
油
を
辞
め
て
、
政
界
と
い
う
か
、

お
父
さ
ま
の
福
田
赳
夫
の
下
で
秘
書
役
を
す
る
こ
と
を
決
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

ｆ
．
⑴

戦
後
中
東
認
識
、
政
策
を
理
解
す
る
上
で
、
一
九
七
三
年

に
起
こ
っ
た
石
油
危
機
が
大
き
な
転
換
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
石
油

危
機
の
際
、
福
田
総
理
は
丸
善
石
油
に
勤
務
中
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
当
事
者
と
し
て
の
同
危
機
に
つ
い
て
伺
い
た
い
で
す
。
丸
善
で
の

個
人
的
な
経
験
や
、
同
じ
会
社
の
中
で
、
政
財
界
の
人
と
の
付
き
合
い

の
上
で
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

⑵

同
危
機
が
日
本
社
会
や
政
治
、
経
済
界
に
与
え
た
影
響
と
は
な

ん
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
認
識
と
政
策
レ
ベ
ル
を
軸
に
教
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ｇ
．
内
閣
大
臣
の
任
務
に
就
か
れ
た
と
き
、
中
東
諸
国
と
ど
の
よ
う

な
付
き
合
い
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

政
策
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
と
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
中
東
首
脳
と
は
誰
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

ｈ
．
イ
エ
メ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ｉ
．
二
〇
〇
三
年
三
月
に
米
国
が
主
体
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
参
加
し
、
大
量
破
壊
兵
器
保
持
を
理
由
と
す
る

「
イ
ラ
ク
の
自
由
作
戦
」
と
い
う
名
の
下
で
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
一
部
の
欧
州
国
が
反
対
し
、
国

連
決
議
が
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
主
導
に
よ
る
イ
ラ
ク
戦
争
で
あ
っ
た

が
、
日
本
は
開
戦
に
踏
み
切
っ
た
米
国
と
の
同
盟
を
重
視
す
る
小
泉
純

一
郎
政
権
が
支
持
を
表
明
し
、
復
興
支
援
と
し
て
自
衛
隊
を
派
遣
し

た
。
当
時
福
田
先
生
は
小
泉
政
権
の
官
房
長
官
で
イ
ラ
ク
戦
争
を
日
本

側
の
当
事
者
と
し
て
間
近
で
経
験
し
て
お
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の

日
本
政
府
の
ス
タ
ン
ス
（
ア
メ
リ
カ
を
支
持
し
た
こ
と
の
実
情
）・
開

戦
支
持
へ
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
一
部
の
同
盟
国
は
支
持
し
な
か
っ
た

の
に
、
英
国
政
府
よ
り
も
早
く
、
な
ぜ
日
本
政
府
、
小
泉
政
権
が
支
持

し
た
い
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
当
時
い
ろ
い
ろ
と

「
憲
法
違
反
」
と
い
う
批
判
も
出
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
福
田
首
相
は
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憲
法
九
条
か
ら
見
る
自
衛
隊
派
遣
の
正
当
性
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

ｊ
．
二
〇
〇
八
年
に
福
田
総
理
は
当
時
の
イ
ラ
ン
大
統
領
の
ア
ハ
マ

デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
に
会
わ
れ
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
当
時
ア
メ
リ
カ

の
経
済
制
裁
下
の
イ
ラ
ン
で
す
の
で
、
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領

と
の
会
合
は
ア
メ
リ
カ
と
何
か
の
問
題
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
何
の
た
め
の
会
談
で
し
た
か
。

ｋ
．
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
す
が
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま

で
、
ま
ず
ソ
連
が
や
っ
て
い
て
、
そ
の
あ
と
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
っ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
の
日
本
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
の
派
遣
と
か
、
資
金
提
供
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
側
か

ら
要
求
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

❺

民
間
外
交
と
し
て
の
中
東

ａ
．
外
交
の
現
場
を
担
う
の
は
政
治
家
と
外
交
官
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
外
交
を
遂
行
す
る
上
で
、
政
官
界
の
人
（
政
治
家
・
外
務

省
な
ど
）
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
社
、
企
業
や
民
間
知
識
人
と
の

政
策
レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
話
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、

戦
後
日
本
の
中
東
認
識
・
政
策
に
お
け
る
官
僚
で
も
政
治
家
で

も
な
い
民
間
の
人
や
団
体
の
役
割
、
い
わ
ゆ
る
民
間
外
交
（
所
謂
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
）
の
役
割
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
か
。

福
田
総
理
に
と
り
ま
し
て
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
具
体
的
に
は
中
東
調
査
会
（
一
九
五
六
年
～
）、
日
本
ア
ラ
ブ

協
会
（
一
九
五
八
年
～
）
及
び
中
東
協
力
セ
ン
タ
ー
（
一
九
七
三
年

～
）
が
戦
後
民
間
外
交
を
遂
行
す
る
上
で
大
事
な
役
割
を
果
た
し
た
か

と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
や
役
割
に
つ
い
て
具
体
的
な
お
話
を
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
協
会
と
ご
自
身
と
の
関
り

に
つ
い
て
も
、
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ｃ
．
対
中
東
民
間
外
交
の
重
要
人
物
と
し
て
の
以
下
の
名
前
に
つ
い

て
、
ご
存
知
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
話
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
方
で
、
中
東
と
の
関
係
を
語
る
際
に
重
要
だ

と
お
考
え
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

中
谷
武
世
（
ア
ラ
ブ
協
会
の
創
立
者
）

田
中
清
玄
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ア
ブ
ダ
ビ
を
中
心
に
資

源
確
保
活
動
）

小
林

元
（
中
東
調
査
会
を
作
っ
た
人
）

林

昂
（
ア
ラ
ブ
石
油
会
社
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
代
理
）

❻

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て

ａ
．
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
伺
い
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た
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
ら
、
一
九
八
一
年
に
ア

ラ
フ
ァ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｏ
議
長
が
来
日
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
前
の
一
九
八

〇
年
に
、
日
本
・
パ
レ
ス
チ
ナ
友
好
議
員
連
盟
は
、
代
表
・
団
長
を
木

村
俊
夫
議
員
が
担
っ
て
、
ベ
イ
ル
ー
ト
だ
っ
た
か
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
議
長
ア

ラ
フ
ァ
ト
と
中
東
で
ま
ず
面
会
し
て
、
そ
の
一
年
後
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
は

来
日
し
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
あ
た
り
で
、
も
し
ご
存
じ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
頂
け
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

ｂ
．
中
東
の
政
治
的
な
情
勢
の
中
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
対
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
は
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
問
題
は
い
か
が
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
何
問
題
だ
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
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